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いま、風はナチだりふ へ。

ナチュレディリマシリ‐ズ
リマシリーズは、厳選された天然素材か」,つ

くられたソフトバランス化粧 :iri。 スキンケア

に、メイクに、とびきリナチユラルな印象で、

貴女の毎日を演出します。

(SOp噸′黎 nce ttl躙 蔑
=3男

膏
雛

)

●天然の活性剤を使用。

●お肌に刺激のな、罐 香性。
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発売以来大好評/

100%のヘチマ水をベースに、いま、
｀
純
″
を極めた

デ写CXゎゥLI(oDシリザ
■ルーファ:00の特長

●ヘチマ水 100%、 植物性の基礎化粧品。     'い フア00

一

自然のイズムに敏感な女の30代からのスキンケアに。
ノヽ一ソナルバランスを見つめる

エクセレントシリーズ
若く、みずみずしにヽ素肌 を保つために、モイス

チユア効知 高い天然成分をバランス良く西こへ

うるおいを保ちまt
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■ 1月 15日 (金・視 )、 午後 1時～ 4時、「マクロビオティック

新年の集い」です。皆さんお越 し下 さい。′

■ 1月 19日 の、20日 l■lよ り、リマクッキング・アカデミー春期

開講です / 詳細 は巻末色ページをご覧 下 さい。

■第15期正食医学講座③ (東京会場・日本CI協会本部)は、
2月 6、 7日 です /

●表紙写真撮影  月原 淳

只今、申込み受付中 /

■日本 C:協会は毎週木曜休業です。
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■
本
誌
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
／
　
今
号

一
部
五
〇
〇
円

（送
料
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）

×
本
誌
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用
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解
説
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″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
″
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

青
年
教
育
の
家
を

″
Ｍ
Ｉ
″
　
〓
ｐ
一８
５

【電
ｏ
８
Ｂ
易

と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、
無
知
、バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。
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・
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ジ
ー
オ
Ｉ
Ｙ
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８
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８
　
０
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８
ｌ
ｐ

（
ジ
ョ
ル
ジ

ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ
ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
「
『一８
一Ｒ

Ｃ
５
言
‘
ｏ
　
（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

・
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
…
…

３
８
８
げ
一９

■
９
■

フ
ラ
ン
ス
語
）、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
ヨ

，
８
ｏ
一
一９
】８
、形

容
詞
は

３
８
８
〇
一０
一お

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「
長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
陽
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
Ｉ
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

ぶ
。

■本誌および日本CI協会のすべての刊行物、桜沢,日一、桜沢里真の著作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による
複製は、当協会の文書による承認を必要とします。 (た だし、論文中での正常な範囲の引用は、出典、発行所を明記されれ
は、かまいません。転載のお申し込みは歓迎いたします)

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

／
桜
沢
里
真

・

・

４

今
年
の
計
画
発
表

■
来
日
、
京
都
特
別
講
演

現
代
栄
養
学
か
ら
見
た

マ
ク
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ィ
ッ
ク

／
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ヘ
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マ
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…
…
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栄
養
学
が
変
わ
っ
た
、
「食
物
繊
維
」
を
摂
れ
、
「ビ
タ
ミ
ン
」と
ぎ

ネヽ
ラ
ル
」
、

水
分
を
控
え
る
、
ヤ
シ
油
は
陰
性
、
植
物
を
動
物
性
に
変
換
、
腎
臓
が
わ
る

い
人
、
粒
食
は
す
ぐ
れ
て
い
る

相
原

ヘ
ル
マ
ン
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
語
る
Ｔ
）

訪
日
／
八
木
順
成

17

自
分
を
疑
え
／
菊
池
富
美
雄

「末
長
く
残
る
も
の
」
、生
や
さ
し
い
も
の
で
な
い
、
「病
人
」
を
治
す
、

ざ
る
者
は
救
わ
れ
ず
、
「対
話
」
が
運
動
の
基
本
、
「ゴ
ッ
コ
」
が
横
行
、

の
運
動
は
？

マ
ク

ロ
ビ
オ

テ
ィ

ッ
ク

・
ニ
ュ
ー

ス

高
崎
正

…

２５

食
医
学

パ

リ
で

Ｇ

・
０
生
誕
祭

、
リ

マ
ク

ッ
キ
ン
グ
修
了
試
作
会
、

講
座
終

わ
る

１
月
の
食
養
料
理
／
桜
沢
里
真

28

そ
ば
ろ
入
り
い
な
り
ず
し
、
雑
煮
、
海
草
な
ま
す
、
豆
腐
磯
揚
げ
、

湯
葉
風
呂
ふ
き
、
ゆ
ず
釜
、
焼
き
豆
腐
し
ぐ
れ

む
そ
う
と
う

各
地
の
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
紹
介

年
賀
広
告

32
30

15
疑
わ

日
本

生
ま
き



謹

ん
で
新
年

の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

月
日
の
流
れ
は
早

い
も

の
で
、
Ｇ

，
０
が
去

っ
て
二

十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
私
も
ま
だ
ま
だ
怪
我
を
す
る

よ
う
で
は
Ｐ
Ｕ
が
身
に

つ
い
て
い
な

い
の
で
は
！
と
反

省
し

つ
つ
、
古

い

『新
し
き
世
界

へ
」
を

ひ
も
と

い
て

い
る
う
ち
に
、　
一
九
六
五
年

の
Ｇ

・
０
の
新
し
き
人
生

の
門
出

の
お
祝

い
の
言
葉
が
目
に

つ
き
ま
し
た
。

「実
に
人
生
は
オ

モ
シ

ロ
イ
、
た
の
し
い
、
あ
り
が
た

い
、
ス
パ
ラ
シ
イ
も

の
で
す
。
よ
く
も
私
た
ち
は
３５
億

人

の
中

で
フ
シ
ギ
な
え
に
し
に
む
す
ば
れ
た
も

の
で
す
。

よ
く
も
…
…
私
た
ち
は
永
遠

の
幸
福
、
無
限

の
自
由
、

絶
対

の
正
義

の
道
を
見

つ
け
た
も

の
で
す
。

陰
陽

一
日
、
食
養
三
年
、
真
生
活
七
、
九
年
、
無
双

原
理
は
九

一
生
！

猛
き

モ
ノ
は
亡
び
ぬ
、
お
ご
れ
る

モ
ノ
は
久
し
か
ら

ず
。始

め
あ
る
モ
ノ
に
終
り
あ
り
ｏ

表
あ
れ
ば
裏
あ
り
。

iJE
協

苺真

同

一
の
も

の
あ
る
こ
と
な
し
。

表
大
な
れ
ば
ウ
ラ
も
ま
た
大
な
り
。

こ
れ
ら
の
原
則

の
実
例
を
次

の
通
り
私
た
ち
は

ハ
ッ

キ
リ
見
ま
し
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
、

フ
ル
シ
チ

ョ
フ
首
相
、
ケ
ネ
デ

ィ
大

統
領
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
ミ
ナ
消
え
て
ゆ
き
ま
し

とだ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

Ｇ

・
０
式
原
子
核
転
換

の
実
験

の
示
す
通
り
、
ス
ベ

テ
は
無
常
に
転
換

し
て
い
る
。

１０
歳
か
ら
天
涯

の
孤
児
、
赤
貧

で
家
も
な
き
児
と
な

っ
た
私
は
、
人
生

の
ウ
ラ
街
道
、
地
下
道
を
、
苦
難
と

貧
乏
、
密
告
、
ウ
ラ
ギ
リ
、
詐
欺
、
災
難
、
危
険
、
ケ

イ
サ

ツ
留
置
、
憲
兵
隊
拷
間
、
死
刑

の
宣
告
、
追
放
等

に
な
や
ま
さ
れ
な
が
ら
、
Ｐ
Ｕ
と
正
食
道

の
オ
カ
ゲ
で
、

ト
ォ
ト
ォ
７２
歳
ま

で
来
ま
し
た
が
、
今
は
世
界

一
の
幸

福

に
め
ぐ
り
合

い
ま
し
た
。
…
…

親
愛
な
る
同
志
諸
君
！

イ
カ
ナ
ル
困
苦
、
危
険
、
苦
難
も

『始
め
あ
る
限
り

終
り
あ
り
』
で
す
。
苦
難
が
大
き
け
れ
ば
大
き

い
ほ
ど
、

ウ
ラ
の
ヨ
ロ
コ
ビ
も
大
き

い
の
で
す
。

人
は

ス
ベ
テ
幸
福

で
あ
る
。
も
し
不
幸
せ
だ

っ
た
ら
、

そ
の
人
は
宇
宙

の
秩
序
、
自
然

の
大
法
を
ふ
み
破

っ
て

い
る
大
悪
人
、
大
罪
人
な

の
で
す
。
我
々
は
最
大

の
、

イ
ヤ
無
限

の
幸
せ
を
無
始

の
昔
か
ら
無
終

の
未
来
ま
で

も

っ
て
い
た

の
で
す
。
不
幸
せ
な

の
は
、
Ｐ
Ｕ
を
知
ら

ず
、
正
食
を
知
ら
ず
、
知

っ
て
も
実
行
し
な

い
か
ら
で

す
、
今

こ
そ
７２
年
間
の
人
生
を
見
て
き
た
体
験
か
ら
、

私
は

ソ
レ
を
断
言
出
来
る
の
で
す
。

ス
バ
ラ
シ
イ
人
生
―

　

一
期

一
会

の
無
常
の
世
界

で
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の
ア
リ
ガ
タ
キ
我

々
の
出
会

い
！

一
九
六
五
年

こ
そ
諸
君
に
と

っ
て
も
最
良

の
年

で
あ

る
よ
う
に
切
望
し

つ
つ
…
…
５２
年
間
恐
る
恐
る
説

い
て

き
た
Ｐ
Ｕ
と
正
食

の
優
越
を
身
を
も

っ
て
示
し
、

７２
歳

の
終
り
に
、
そ

の

マ
チ
ガ
イ
な
き

コ
ト
を
断
言
し
、
永

い
間
の
諸
君

の
信
任
と
後
援
を
深
謝
し
、
倍
旧

の
精
進

を
諸
君
に
切
望

し

つ
つ

一
九
六
五
年

一
月

一
日

か
く
れ
家

に
か
く
れ
、
隠
者

の
生
活
に
入

っ
た

如

一

追
伸
…
…
近
く
欧
米

一
巡
に
出
か
け
ま
す
。

」

ま
る
で
遺
言

の
よ
う

で
す
。

い
え
、
我
々
に
の
こ
す

遺
言
で
あ

っ
た

の
で
し
ょ
う
。

我
々
は
Ｐ
Ｕ
の
勉
強
を

一
生
懸
命
し
て
い
ま
す
。
食

養
料
理
を
習

い
実
行
し
て
は

い
て
も
、
本
当
の
Ｐ
Ｕ
人

に
は
な
り
き
れ

て
い
な

い
よ
う
で
す
。

私
た
ち
は
、
も
う

一
度
Ｇ

・
０
の
書
物
を
く
り
返
し

く
り
返
し
読
み
、
自
分
を
反
省
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
自

分
の
責
任
は
何

で
あ
る
か
、
責
任
と
は
何
か
―
　
自
分

は
何
の
た
め
に
生
ま
れ

て
き
た
の
か
、
自
分
は
不
幸

か

幸
せ
か
、
等
々
々
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
見
落
し
て
い

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
家
庭
に
病
人
が

い
る

か
、
不
幸
、
不
平
が
あ
る
か
な
ど
、
ふ
り
返

っ
て
み
る

と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
じ
め
に
Ｐ
Ｕ
を
実
行
し
て
い
れ
ば
、
き

っ
と
そ
れ

等
は
す
ら
す
ら
と
と
け

て
行
く

で
し
ょ
う
。
今
年
は
健

康

の
七
大
条
件
を
よ
く
よ
く
研
究
し
、
実
行
出
来
る
よ

う
に
し
た

い
も

の
で
す
。

…
漁ⅢⅢⅢ躊 F́PttP奮 奮́静mとキh,田み¬お、強中れ,Ⅲ島●諭″躊静nah希■豪炒

",m歯
恥枷Pぉ漁mお、場守hげ椰漁mン諄h,輌凸nお●祢響h静nら、

躍進。/ r988年

(大森―慧)   第 2、 4犬曜 2:30～ 4:30

(大森英桜)   第 3金曜   12:00～ 5:00

(大森英桜)   第 3金曜   6:30～ 8:30

第15期  (大森英桜)2、  3、 4、 5月

第16期  (大森英桜 )9、 lo、 11、 12月

第 3土日 2、 4、 6、 10月

7クロご方ティック
○マクロピオティック新年会   1月 15日 (金・祝)1:00～ 4:00

0マクロピオティック月例会   2月 からの第 2日 曜  1:00～ 4:00

(前月新入会の方紹介、体験・研究発表 、会長、日」会長 、理事、顧間、ゲス トなどのお話 )

O金躍研究会 (気軽な勉強会)  第 3以外の金曜 6:30～ 9:00

0マクロピオティック入門漏座   3、 5月 の第 3土 日

○正食医学講座 。実技編   第 1期 (大森一慧)(手当法や正食生活の基本 )2月からの第 4土 日

○家庭の食養手当法   (加藤大季) 第 1、 3央曜 2:30～ 4:30

0母と子の食養入門講座 (加藤大季)第2 4水曜   2:30～ 4:30

0食養なんでも相談 (個人相談 2名 )  (加 藤大季)毎週失曜・水曜 5:00～ 6:00

0膏児・家庭相談   (大 森一慧)   第 2、 4失曜 12:00～ 2:00

O育児勉強会

○健康相談

OPU勉 強会

O正食医学講座・基礎編

○正食医学講座・基礎編

○集中料理請座

○正食医学講座・上級編   第 i期 (大森英桜 。大森一憲 )5月からの第 1土 日

(望診法や基礎編で触れなかった問題 、食箋料理の各論編 、健康相談講習会など )

○マクロピオティック・アメリカ西部ツアー (7月 下旬から10数 日間。団長//牛尾盛保

日本CI協会冨」会長 )

■これ以外にも新企画 、出版、事業をど計画中ノ
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現代栄養学から見た

マクロビオティック

相原ヘルマン

アメリカ・カリフォルニア州オーロビル

市を本拠に活躍されている相原ヘルマン

先生は昨秋来日されたが、11月 1日 、京

都 。本隆寺で「現代栄養学から見たマク

ロビオティック」と題して講演された。

これは正食協会の主催で、「相原先生特

別請演会・ リマビデオ完成祝賀会・山口

卓三先生古希祝賀会」として百名ほどの

方々が参加された。

栄
養
学
が
変
わ

っ
た

オ
ー
サ
ワ
先
生
が
ア
メ
リ
カ
に
来
ら
れ
た
の
が

一
九
五
九

年
で
、
そ
の
翌
年
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
め
て
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
の
講
義
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
１
月
の

『
タ
イ

ム
』
の
巻
頭
論
文
で
、
生
理
学
者
の
ア
ン
セ
ル

・
ケ
イ
と
い

う
人
が
新
し
い
食
事
法
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
人
は
生
理

学
者
で
す
が
、
食
事
の
こ
と
に
関
心
が
深
く
て
、
い
つ
も
、

な
ぜ
ア
メ
リ
カ
に
心
臓
病
が
多
い
の
か
、
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
に
、
未
開
人
に
心
臓
病
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
心
臓
病
の
権
威
の
医
学
博
士
と
い
っ
し
ょ
に
世

界
中
を
旅
行
し
て
、
各
地
の
心
臓
病
と
食
事
の
関
係
を
調
査

し
ま
し
た
。
そ
の
医
博
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
の
心
臓

の
治
療
を
し
た
人
で
す
。
そ
の
結
果
、
動
物
性
の
脂
肪
の
摂

取
が
多
い
人
は
心
臓
病
に
な
り
や
す
い
、
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
に
帰

っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
や
学
生
な
ど
二
百
人
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
研
究
し
た
結
果
、

や
は
り
、
動
物
性
の
脂
肪
を
多
く
摂
る
と
心
臓
病
に
な
り
や

す
い
、
と
い
う
こ
と
が
分
か

っ
た
ん
で
す
。
そ
の
研
究
報
告

が

『
タ
イ
ム
』
の

一
九
六
〇
年

一
月
号
に
出
て
、
そ
の
こ
ろ

か
ら
ア
メ
リ
カ
人
の
動
物
性
の
脂
肪
の
摂
り
方
が
減

っ
て
き

ま
し
た
。
肉
や
チ
キ
ン
の
代
わ
り
に
魚
を
食
べ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
食
事
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
、　
一ｏ
■

Ｆ
一
』
”２
　
と
言
い
ま
す
。

「低
脂
肪
食
事

法
」
で
す
。

一
九
七
〇
年
ご
ろ
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
、
蛋
自
質
に
つ

い
て
の
考
え
方
も
大
き
く
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
人
体
の
７０

か
ら
７５
パ
ー
セ
ン
ト
は
水
で
す
。
そ
の
次
に
多
い
の
が
蛋
白

質
で
す
。
だ
か
ら
、
栄
養
学
者
は
、
蛋
白
を
食
え
、
と
い
う
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こ
と
を
言

っ
て
き
ま
し
た
。
今
世
紀
の
初
め
、　
一
九
〇
〇
年

ご
ろ
、
ド
イ
ツ
の
栄
養
学
者
で
フ
ォ
イ
ト
と
い
う
人
が
、　
一

日
、
蛋
白
を
‐００
グ
ラ
ム
食
え
、
と
い
う
こ
と
を
提
唱
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
人
間
を
研
究
し
た
の
で
は
な
く
、
ネ
ズ
ミ
を

研
究
し
て
、
体
重
の
倍
率
を
掛
け
て
、
人
間
の
場
合
は
こ
う

だ
、
と
し
た
ん
で
す
。
も
の
す
ご
い
間
違
い
で
す
。
そ
の
フ

ォ
イ
ト
の
影
響
が
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
私
も
こ
の
間

ま
で
信
じ
て
い
て
、

『
ソ
イ
ビ
ー
ン

・
ダ
イ
エ
ッ
ト
』
な
ん

て
本
ま
で
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
豆
の
本
で
す
。

一
日
、

‐００
グ
ラ
ム
の
蛋
白
を
摂
る
た
め
に
は
、
蛋
自
質
の

比
率
は
動
物
性
の
食
品
で
２５
パ
ー
セ
ン
ト
、
穀
物
で
１０
か
ら

‐５
パ
‐
セ
ン
ト
く
ら
い
で
す
か
ら
、
肉
な
ら
４００
グ
ラ
ム
食
べ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
き
め
の
ス
テ
ー
キ

一
枚
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
蛋
白
が
必
要
か
と
い
う
と
、
人
間
の
体

は
、
１
秒
間
に
２８
万
個
の
細
胞
が
死
ん
で
、
新
し
い
細
胞
と

入
れ
代
わ

っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
細
胞
の
重
要
な
成
分
が

蛋
自
な
の
で
、
そ
れ
を
作
る
の
に
蛋
白
が
い
る
ん
で
す
。
肺

で
も
腎
臓
で
も
筋
肉
で
も
、
み
ん
な
蛋
自
で
で
き
て
い
る
ん

で
す
。

今
の
研
究
で
は
、　
一
日
、

３０
グ
ラ
ム
で
い
い
、
と
い
う
こ

と
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
い
ち
ば
ん
新
し
い
研
究
で
は
２０
グ

ラ
ム
で
も
い
い
、
と
い
う
ん
で
す
。
そ
れ
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
、
こ

の
間
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら

つ
た
利
根
川
教
授
が
働
い
て
い

る
、
全
米
で
科
学
の
分
野
で
は

一
番
の
大
学
が
、
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
エ
科
大
学
で
す
が
、
そ
こ
の
栄
養
学
の
研
究
で
す
。

し
か
も
、
そ
れ
は
動
物
性
で
な
く
て
も
い
い
、
と
い
う
ん
で

す
。
現
在
で
は
、
植
物
性
の
、
穀
物
や
野
菜
で
摂
る
蛋
自
で

十
分
だ
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
必
須
ア
ミ
ノ
酸

な
ど
、
必
要
な
も
の
が
全
部
摂
れ
ま
す
、
と
い
う
ん
で
す
。

そ
の
次
は
澱
粉
質
、
日
本
で
は
糖
質
と
い
う
ん
で
す
が
、

こ
れ
が
ま
た
面
白

い
。
ど
ん
ど
ん

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

考
え
方
に
変
わ

っ
て
い
く
ん
で
す
ね
。
桜
沢
先
生
が
四
十
年

も
五
十
年
も
前
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど
実
現
し

て
い
く
ん
で
す
。
糖
質
に
は
二
種
類
あ
り
ま
す
。
単
糖
類
と

い
っ
て
、
グ
ル
コ
ー
ス
が

一
つ
か
二
つ
集
ま

っ
て
出
来
て
い

る
も
の
。
果
物
や
蜂
蜜
の
糖
類
、
砂
糖
な
ど
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
糖
が
何
千
と
集
ま

っ
て
い
る
の
が
多
糖
類
で
、
穀
物
や

野
菜
に
含
ま
れ
て
い
る
糖
類
で
、
繊
維
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
長
い
こ
と
、
こ
の
二
つ
は
作
用
が
同
じ
だ
と

さ
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
つ
い
最
近
に
な

っ
て
、
こ
の
二
つ

は
別
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
者
は
同
じ
だ
と

一言
っ
て
き
た
ん
で
す
が
、
オ
ー
サ
ワ
先
生
は
、
違
う
も
の
だ
、

と
言

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
小
さ
い
こ
ろ
は
、
学

者
は
自
米
の
方
が
消
化
が
い
い
か
ら
白
米
を
食
べ
ろ
、
と
言

っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ご
ろ
は
精
自
し
な
い
穀
物
を

食
べ
ろ
、
と
言

っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
じ
で
す
。

多
糖
類
に
は
繊
維
が
あ
り
ま
す
。
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
を

飲
ん
で
も
繊
維
が
入

っ
て
い
ま
せ
ん
。
果
物
を
食
べ
て
も
皮

ご
と
食
べ
れ
ば
繊
維
を
摂

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
オ
ー
サ

ワ
先
生
は
、
リ
ン
ゴ
で
も
何
で
も
、
皮
ご
と
食
べ
ろ
、
と
お

っ
し
ゃ
っ
た
。
今
は
、
科
学
者
が
研
究
の
結
果
、
多
糖
類
な

ら
栄
養
学
的
に
満
点
だ
け
れ
ど
、
単
糖
類
は
い
ろ
い
ろ
な
病

気
を
起
こ
す
、
と
い
う
の
で
す
。

だ
か
ら
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
、
栄
養
学
的
に
言
う

と
、
「低
脂
肪
、
低
蛋
白
、
高
完
全
糖
質
食
事
療
法
」
で
す
。

「食
物
繊
維
」
を
摂
れ

こ
れ
が
、
な
ぜ
分
か

っ
た
か
と
い
う
と
、　
一
九
六
六
年
に

イ
ギ
リ
ス
の
ド
ク
タ
ー
で
、
デ

ニ
ス

・
バ
ー
キ

ッ
ト
と
い
う

人
が
、
ア
フ
リ
カ
の
病
院
に
勤
め
た
の
で
、
現
地
の
人
た
ち

の
食
生
活
を
調
べ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
人
た
ち
に
糖
尿
病
や

心
臓
病
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

同
じ
現
地
の
人
た
ち
で
も
、
町
に
住
ん
で
い
る
者
に
は
心
臓

病
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
ん
で
す
。
な
ぜ
か
、

と
調
べ
た
と
こ
ろ
、

「食
物
繊
維
」
の
食
べ
方
が
違
う
、
と

い
う
の
で
、
発
表
し
た
ら
、
世
界
中
の
学
者
が
研
究
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

米
を
自
米
で
食
べ
る
と
、
繊
維
が
な
く
な
る
。
昔
は
自
米

に
は
胚
芽
が
な
い
、
と
言

っ
た
ん
で
す
が
、
繊
維
も
な
く
な

る
ん
で
す
。
そ
し
て
、
繊
維
は
心
臓
病
に
関
係
す
る
だ
け
で

な
く
て
、
繊
維
の
摂
取
が
足
り
な
い
と
、
便
秘
を
起
こ
し
、

糖
尿
病
を
起
こ
し
、
高
血
圧
を
起
こ
し
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気

に
関
係
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

世
界
中
の
学
者
が
、
自
米
で
な
く
て
玄
米
、
白
い
粉
で
な
く

て
完
全
粉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
い
出
し
た
ん
で
す
。

も
う

一
つ
の
発
見
は
、　
一
九
七
〇
年
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
の
北
の
オ
レ
ゴ
ン
州
に
栄
養
学
の
大
学
が
あ
る
。
こ
の
大

学
に
ド
ク
タ
ー

・
コ
ナ
ー
と
い
っ
て
、
夫
婦
の
学
者
が
い
ま

し
て
、
こ
の
人
た
ち
が
、
世
界
で
初
め
て
、
日
本
は
別
と
し

て
、
糖
尿
病
患
者
に
玄
米
を
食
べ
さ
せ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

糖
尿
病
と
い
う
の
は
尿
の
中
に
糖
が
出
る
の
で
、
澱
粉
を
食

べ
さ
せ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
ド
ク
タ
ー
が
患
者
に
玄
米
を
食
べ
さ
せ
た
ら
糖
尿
病
が

治

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
、
玄
米
と
自
米
は
違
う
と
い
う

こ
と
が
分
か

っ
た
ん
で
す
。

一
九
七
七
年
に
ア
メ
リ
カ
上
院
の
栄
養
委
員
会
が

『米
国

の
食
事
改
善
目
標
』

（
マ
ク
ガ
バ
ン
報
告
）
と
い
う
も
の
を

発
表
し
ま
し
た
が
、
こ
の
研
究
も
そ
の
報
告
の
資
料
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
は
、
ほ
と
ん
ど

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
の
考
え
方
に
近
い
も
の
で
す
。
炭
水
化
物
の
消
費
を
全
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カ
ロ
リ
ー
の
５０
か
ら
６０
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る
、
と
い
う
も
の

で
す
。
し
か
も
、
全
粒
穀
物
、
玄
米
や
完
全
粉
の
パ
ン
の
こ

と
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
を
勧
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
発
表
さ
れ
る
と
、
肉
の
協
会
、
ミ
ル

ク
の
協
会
、
果
物
の
協
会
な
ど
大
き
な
団
体
か
ら
も
の
す
ご

い
圧
迫
が
き
て
、
そ
の
第

一
版
は
絶
版
に
な

っ
て
今
は
手
に

入
り
ま
せ
ん
。
そ
の
年
の
１２
月
に
訂
正
版
が
出
て
い
ま
す
。

一
般
に
通
用
し
て
い
る
見
解
を
、
わ
れ
わ
れ
は
、
フ
ァ
ー

ス
ト

・
オ
ピ

ニ
オ
ン
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の

よ
う
な
少
数
派
の
見
解
を
セ
カ
ン
ド

・
オ
ピ

ニ
オ
ン
と
言
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
面
白
い
国
で
、
自
分
の
思

っ
た
こ
と
は

何
で
も
言
え
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
通
用
す
る
ん
で
す
。
だ
か

ら
私
は
好
き
で
ア
メ
リ
カ
に
い
る
ん
で
す
が
、
オ
ー
サ
ワ
先

生
も
ほ
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
何
を
言

っ
て
も
歓
迎
し
て
く

れ
る
、
と
。
排
他
性
が
非
常
に
少
な
い
ん
で
す
。

わ
れ
わ
れ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
は
、
も
と
も
と
、
セ

カ
ン
ド

・
オ
ピ

ニ
オ
ン
で
も
な
か

っ
た
ん
で
す
。
ラ
ス
ト

・

オ
ピ

ニ
オ
ン
、
最
後
の
意
見
で
し
た
。
あ
れ
も
や
り
、
こ
れ

も
や

っ
て
、
最
後
に
た
ど
り
つ
く
の
が

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
で
し
た
。
普
通
の
病
院

へ
行

っ
て
治
療
を
受
け
ま
す
ね
、

そ
れ
が
フ
ァ
ー
ス
ト

・
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

で
治
ら
な
い
と
、
セ
カ
ン
ド

・
オ
ピ

ニ
オ
ン
の
医
学
へ
行
く

わ
け
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
療
法
と
か
、
ア
ン
ズ
の
種
の
レ
ト
ラ

イ
ル
療
法
と
か
、
こ
う
い
う
も
の
は
セ
カ
ン
ド

・
オ
ピ

ニ
オ

〔改 善 目標〕
ア
メ
リ
カ
上
院
栄
養
委
員
会

『米
国

の
食
事
改
善
目
標
』

く
第
１
版

（１
９
７
７
年
２
月
）

３０
％
話
肪

在〕〔現

４２
％
脂
肪

５８
％
炭
水
化
物

４６
％
炭
水
化
物

▼第 2版

(1977年 12月 )

30%脂肪

112%た
ん白質

58%炭 水化物

42%贈肪

12%た ん白質

食 事 目標S.troAtr-r)

:渉茄iは 3):

48%

|!a^R^lL*t
EUI ARlo
sft2)

:精薔友′茄i僣 3)
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＞
そ
れ
で
も
食
べ
る
の
は
や
め
ら
れ
な
い
。

ン
で
、
そ
れ
に
か
か
る
の
を
セ
カ
ン
ド

・

チ
ャ
ン
ス
と
い
う
ん
で
す
。

マ
ク
ロ
ピ
オ

テ
ィ
ッ
ク
は
ラ
ス
ト

・
チ
ャ
ン
ス
で
、
あ

ら
ゆ
る
方
法
を
試
し
て
み
て
、
最
後
の
望

み
を
託
す
も
の
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
値
打
ち
が
だ
ん

だ
ん
上
が

っ
て
き
て
、
セ
カ
ン
ド
に
な

っ

て
き
た
。

私
が
日
本
へ
来
る
前
に
、
前
立
腺
の
ガ

ン
の
患
者
が
来
ま
し
て
、
こ
の
人
は
ち
ょ

う
ど

一
年
前
に
ヴ
ェ
ー
ガ
に
学
生
で
入

っ

た
ん
で
す
。
こ
の
人
も
、
あ
ち
こ
ち
回

っ

て
み
た
け
れ
ど
も
治
ら
な
か
っ
た
の
で
、

ラ
ス
ト

・
チ
ャ
ン
ス
で
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
に
来
た
わ
け
で
す
。
不
安
な
が
ら
や

っ
て
い
る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
良
く
な

っ
て

き
た
。
二
回
、
私
の
学
校
へ
来
て
、
最
近
、

精
密
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
が
、
医
者
が

び

っ
く
り
し
た
。
ま

っ
た
く
跡
形
も
な
く

治

っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
医
者
が
信
じ

ら
れ
な
い
で
、
も
う

一
度
検
査
し
た
。
や

は
り
完
全
に
治

っ
て
い
た
の
で
、
大
変
喜

ん
で
、
こ
う
い
う
自
分
の
体
験
談
を
書
い

て
送

っ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

マ
ク
ロ

ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
も
だ
ん
だ
ん
、

「
セ
カ
ン

ド
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
わ
け
で
す
。

「ビ
タ
ミ
ン
」
と
Ｆ

ネヽ
ラ
ル
」

次
の
問
題
は
ビ
タ
ミ
ン
、
そ
れ
か
ら
ミ
ネ
ラ
ル
、
水
分
の

摂
り
方
。
こ
れ
は
大
切
な
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
は
水
を
飲

め
、
飲
め
、
と
教
え
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
わ

れ
わ
れ
は
水
を
あ
ま
り
飲
む
な
、
と
教
え
る
。
な
ぜ
か
、
と

い
う
こ
と
は
教
え
な
い
。
そ
れ
か
ら
果
物
。
こ
れ
も
、
果
物

は
い
い
食
べ
物
だ
と
思
っ
て
、
た
く
さ
ん
食
べ
た
人
が
や
っ

て
く
る
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
果
物
は
良
く
な
い
食

べ
物
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
、
と
い
う
こ
と

は
教
え
な
い
。
そ
れ
か
ら
調
理
法
、
火
を
使
う
で
し
ょ
う
。

普
通
の
人
は
、
火
を
使
う
と
栄
養
素
が
な
く
な
る
、
と
教
え

ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
料
理

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
料
理
は
火
を
使
い
ま
す
ね
。
な
ぜ
か
、

と
い
う
こ
と
は
教
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
塩
。
塩
も
問
題
で

す
。
医
者
は

「塩
を
域
ら
せ
、
塩
を
減
ら
せ
」
と
言
う
。
塩

を
も
の
す
ご
く
怖
が
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
は
、

塩
を
や
た
ら
に
摂
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、よ
く
使
う
。

私
は
、
塩
は
大
事
だ
、
と
教
え
る
。
彼
ら
は

「塩
は
毒
だ
」

と
教
わ
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
な
ぜ
塩
が
必
要
か
と
い
う
こ

と
を
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

皆
さ
ん
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
と
い
う
け
れ
ど
も
、
な

ぜ
ビ
タ
ミ
ン
が
必
要
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に

医
者
は
ビ
タ
ミ
ン
を
勧
め
る
。
ビ
タ
ミ
ン
に
は
、
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｋ
と
、だ
い
た
い
６
種
類
が
主
な
も
の
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
と
い
う
の
は
酵
素
の
代
わ
り
な
ん
で
す
。
酵
素
は

わ
れ
わ
れ
が
自
分
で
作
る
ん
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
体
の
中
の

化
学
作
用
を
す
す
め
る
も
の
で
す
。
そ
れ
が
足
り
な
い
の
で
、

助
け
る
役
を
す
る
の
が
ビ
タ
ミ
ン
で
す
。
食
事
を
し
て
も
、

酵
素
が
体
の
中
に
な
か
っ
た
ら
、
消
化
す
る
の
に
何
日
も
か
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か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
酵
素
が
あ
れ
ば
、
５
時
間

く
ら
い
で
澱
粉
が
グ
ル
コ
ー
ス
に
変
わ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
蛋
白
質
は
ア
ミ
ノ
酸
に
変
わ
り
ま
す
。
脂
肪
は

脂
肪
酸
に
変
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
変
わ
ら
な
い
と
、
細
胞
の

中
に
入

っ
て
い
け
な
い
ん
で
す
。
澱
粉
や
蛋
白
や
脂
肪
で
は
、

こ
う
い
う
も
の
は
分
子
で
す
か
ら
、
細
胞
に
入
れ
な
い
。
人

れ
な
か

っ
た
ら
、
細
胞
の
栄
養
に
な
ら
な
い
。
澱
粉
は
グ
ル

コ
ー
ス
に
変
わ
り
、
蛋
白
は
ア
ミ
ノ
酸
に
代
わ
り
、
脂
肪
が

脂
肪
酸
に
変
わ

っ
て
、初
め
て
わ
れ
わ
れ
は
生
き
て
ゆ
け
る
。

こ
の
よ
う
に
変
え
る
の
が
、
酵
素
の
役
目
な
ん
で
す
。
そ
の

酵
素
は
わ
れ
わ
れ
が
作
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
足
り
な
い
か

ら
、
酵
素
の
補
助
に
な
る
も
の
を
使
う
。
こ
れ
は
植
物
が
作

る
も
の
で
す
。
酵
素
は
植
物
が
作
り
、
酵
素
の
補
助
に
な
る

も
の
は
植
物
が
作
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
野
菜
と
し
て
食

べ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
人
の
よ
う
に
肉
食
が
多

い
と
、
ビ
タ
ミ
ン
の
摂
り
方
が
少
な
く
な
る
。
だ
か
ら
、
ビ

タ
ミ
ン

・
シ
ョ
ッ
プ

ヘ
行

っ
て
、
ビ
タ
ミ
ン
の
錠
剤
を
買

っ

て
く
る
。

と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に
穀
物
や
野
菜
を
食
べ
る

者
は
、
植
物
の
中
に
ビ
タ
ミ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
十

分
摂

っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
特
別
に
摂
る
必
要
は
ま

っ
た
く
な
い
ん
で
す
。
野
生
の
動
物
が
ビ
タ
ミ
ン
不
足
に
な

っ
て
、
ビ
タ
ミ
ン
の
錠
剤
が
い
る
、
な
ん
て
い
う
こ
と
は
な

い
ん
で
す
。
人
間
だ
け
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
の
ビ
ル
を
作

っ
て
、

売

っ
て
い
る
の
は
。
自
然
に
生
活
し
て
い
る
者
は
、
必
要
な

ビ
タ
ミ
ン
は
、
す
べ
て
食
物
の
中
に
入

っ
て
い
る
ん
で
す
。

■
？
つ
一
つ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
蛋
白
と
脂
肪
を
分
解
し
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
は
、
蛋
自
と
脂
肪
と
澱
粉
を
分
解
し
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

は
蛋
自
だ
け
し
か
分
解
し
な
い
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
蛋
白
と

脂
肪
を
分
解
す
る
。
Ｅ
も
Ｋ
も
、
同
じ
で
す
。
す
る
と
、
澱

粉
を
分
解
す
る
の
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
し
か
な
い
。
だ
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に
、
澱
粉
を
多
く
食
べ
る
者
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
が
必
要
で
、
ま
た
、
そ
れ
が
あ
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
そ
の

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
は
穀
物
の
中
に
い
ち
ば
ん
含
ま
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
穀
物
を
精
自
し
て
し
ま
う
と
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

が
不
足
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
が
起
き
る
ん
で
す
。
こ
れ

は
も
う
科
学
的
に
は

っ
き
り
と
証
明
さ
れ
て
い
る

。

そ
れ
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
は
必
要
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
完

全
穀
類
、
玄
米
を
食
べ
る
分
に
は
、
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
は
全

部
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
野
菜
類
、
海
草
類
を
食
べ
て
、

ほ
か
の
ビ
タ
ミ
ン
を
補
給
す
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
ど

も
の
と
こ
ろ
で
は
、
ビ
タ
ミ
ン
の
錠
剤
を
の
む
こ
と
は
勧
め

て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
次
は
ミ
ネ
ラ
ル
、
無
機
塩
類
。

日
本
で
食
養
が
始
ま

っ
た
の
は
、
石
塚
左
玄
先
生
の
研
究

か
ら
始
ま

っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
こ
の
無
機
塩

類
の
研
究
だ

っ
た
ん
で
す
。
ナ
ト
ロ
ン
塩
と
カ
リ
塩
と
い
う

二
つ
の

「夫
婦
ア
ル
カ
リ
」
と
い
う
考
え
方
を
提
唱
し
ま
し

た
。
こ
れ
が

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
の
始
ま
り
で
す
。
こ
の

二
つ
は
、
ど
ち
ら
も
ア
ル
カ
リ
で
す
け
れ
ど
も
、
性
質
が
非

常
に
違
う
ん
で
す
。
ナ
ト
ロ
ン
塩
は
海
岸
に
多
く
て
、
カ
リ

塩
は
山
地
に
多
い
。
ナ
ト
ロ
ン
塩
は
酸
化
作
用
を
促
進
す
る

け
れ
ど
も
、
カ
リ
塩
は
酸
化
作
用
を
抑
制
す
る
。
植
物
に
カ

リ
塩
を
与
え
る
と
成
長
す
る
け
れ
ど
も
、
ナ
ト
ロ
ン
塩
を
や

る
と
、
成
長
を
抑
制
す
る
。
こ
の
よ
う
に
違
う
の
で
、
食
物

の
中
の
ナ
ト
ロ
ン
と
カ
リ
の
比
率
に
着
目
し
て
、
そ
れ
が
そ

の
食
物
の
人
体
に
た
い
す
る
作
用
の
違
い
の
目
じ
る
し
に
な

る
、
と
言
わ
れ
た
の
が
石
塚
左
玄
先
生
で
す
。

そ
の
ナ
ト
ロ
ン
を
陽
と
し
、
カ
リ
を
陰
と
し
て
説
明
さ
れ

た
の
が
オ
ー
サ
ワ
先
生
で
、
そ
れ
を
私
た
ち
は
習

っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
の

「陰
陽
」
と
い
う
考

え
方
は
非
常
に
難
し
い
も
の
で
す
か
ら
、
あ
と
ま
わ
し
に
し

て
教
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
陰
陽
の
考
え
方
を
、
西

洋
の
科
学
的
な
考
え
方
の
上
に
結
び
つ
け
る
と
、
非
常
に
有

効
な
考
え
方
に
な
る
ん
で
す
。

た
と
え
ば
、
食
品
に
は
酸
性
食
品
と
ア
ル
カ
リ
食
品
が
あ

り
ま
す
。
食
べ
て
消
化
さ
れ
て
、
最
後
に
残
る
も
の
が
酸
性

の
場
合
は
酸
性
食
品
、
同
じ
よ
う
に
最
後
の
段
階
で
ア
ル
カ

リ
の
も
の
は
ア
ル
カ
リ
食
品
で
す
。
こ
の
二
組
の
食
品
を
そ

れ
ぞ
れ
陰
陽
で
分
け
ら
れ
る
。
陰
性
の
酸
性
食
品
に
陽
性
の

酸
性
食
品
、
陰
性
の
ア
ル
カ
リ
食
品
に
陽
性
の
ア
ル
カ
リ
食

品
と
い
う
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。
科
学
的
な
分
類
で
は
、
酸

性
と
ア
ル
カ
リ
性
の
二
つ
に
し
か
分
け
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
わ
れ
わ
れ
の

「陰
陽
」
と
い
う
考
え
方
を
加
え
る
と
、

四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
非
常
に
便
利
で
す
。
す
べ
て
の
食
品

が
こ
の
四
つ
に
入
れ
て
考
え
ら
れ
る
。

陰
性
の
酸
性
食
品
と
い
う
の
は
、
砂
糖
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

豆
類
な
ど
で
す
。
陽
性
の
酸
性
食
品
に
は
、
弱
い
方
で
穀
類
、

そ
れ
か
ら
、
代
表
的
な
の
は
動
物
性
食
品
で
す
。
陰
性
の
ア

ル
カ
リ
性
食
品
は
、
コ
ー
ヒ
ー
、
果
物
、
野
菜
、
海
草
類
な

ど
で
す
。
陽
性
の
ア
ル
カ
リ
食
品
に
は
、
味
噌
、
醤
油
、
塩
、

テ
ッ
カ
味
噌
と
か
ゴ

マ
塩
な
ど
で
す
。

こ
の
四
つ
は
互
い
に
左
右
の
上
下
で
バ
ラ
ン
ス
し
あ

つ
て

い
る
ん
で
す
。
た
と
え
ば
、
砂
糖
と
塩
で
す
。
し
か
し
、
極

端
で
、
危
険
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
な
ん
か
夕
食
に
動
物
性
食

品
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
す
ね
、
そ
う
す
る
と
翌
朝
、
体
に
酸

性
が
残

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
な
い
と
目

が
さ
め
な
い
。

ア
ル
カ
リ
性
と
い
う
の
は
目
を
さ
ま
す
ん
で
す
。
神
経
を
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刺
激
し
ま
す
。
酸
性
は
神
経
を

マ
ヒ
さ
せ
ま
す
。
あ
ま
り
穀

物
を
食
べ
す
ぎ
る
と
眠
く
な
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
野
菜

・
菜
食
の
人
の
方
が
頭
の
活
動
が
速
い
。

動
物
性
の
食
品
に
は
リ
ン
が
多
い
。
リ
ン
が
頭
の
活
動
を

さ
せ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
こ
う
い
う
も
の
を
摂
る
と

悪
賢
く
な
る
ん
で
す
ね
。

（笑
い
）
頭
が
良
く
な
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
悪
い
方
に
使

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
植
物
性
の

リ
ン
は
、
頭
を
良
く
し
て
、
建
設
的
な
方
に
使
う
ん
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
酸
性

・
ア
ル
カ
リ
性
、
陰
性

・
陽
性
に
分

か
れ
る
の
は
、
す
べ
て
食
品
の
中
の
無
機
塩
類
の
種
類
の
比

率
に
よ
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
私
た
ち
は
オ
ー
サ
ワ
先
生
か
ら

教
え
ら
れ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
無
機
塩
類
と
い
う
の
は
非

常
に
大
切
な
も
の
で
す
。

水
分
を
控
え
る

医
者
に
言
わ
せ
る
と
、
水
分
は
出
来
る
だ
け
飲
め
、
と
い

う
ん
で
す
ね
。
前
に
も
言

っ
た
よ
う
に
、
人
体
の
７０
パ
ー
セ

ン
ト
は
水
分
で
す
。
体
重
が
硼
キ
ロ
だ

っ
た
ら
７０
キ
ロ
が
水

分
で
す
。
重
い
人
ほ
ど
水
分
が
多
い
。
人
の
血
液
は
７
リ
ッ

ト
ル
く
ら
い
で
す

〔体
重
７５
キ
ロ
の
場
合
〕
。
そ
れ
な
の
に
、

水
を
１
日
１
リ

ッ
ト
ル
飲
め
、
と
言
う
医
者
が
い
ま
す
。
中

に
は
２
リ
ッ
ト
ル
飲
め
、
と
言
う
人
も
い
る
。
も
し
１
リ

ッ

ト
ル
飲
む
と
、
血
液
は
８
リ
ッ
ト
ル
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
増
え
た
分
に
は
栄
養
素
が
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
だ
け
薄

く
な

っ
て
し
ま
う
。
中
に
合
ま
れ
て
い
る
酸
素
の
量
は
同
じ

な
ん
で
す
。
体
の
細
胞
は
６０
兆
あ

っ
て
、
そ
の

一
つ

一
つ
の

細
胞
に
毎
秒
、
酸
素
を
運
ん
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
酸
素
の
量
は
水
を
飲
ん
で
も
変
わ

っ
て
い
な
い

か
ら
、
同
じ
だ
け
酸
素
を
運
ぶ
た
め
に
は
、
心
臓
は
血
液
を

余
分
に
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
じ
く
、
腎
臓
も
余
計
に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
腎

臓
は
、
血
液
が
体
中
を
回

っ
て
、
老
廃
物
を
集
め
て
き
た
も

の
を
処
理
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
血
液
が
余
計
に
回

っ
て
き
た

ら
、
腎
臓
は
余
計
に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、

心
臓
も
腎
臓
も
余
計
に
疲
れ
る
ん
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
医
者
は
余
計
に
飲
め
と
言
う
か
と
い
う
と
、

食
べ
る
も
の
に
脂
肪
が
多
い
ん
で
す
。
脂
肪
が
多
い
か
ら
、

水
を
余
計
に
飲
め
、
と
言
う
。
そ
れ
は
、
脂
肪
は
水
に
解
け

な
い
ん
で
す
。
毛
細
管
の
太
さ
は
、
赤
血
球
よ
り
少
し
太
い

く
ら
い
な
ん
で
す
。
脂
肪
の
摂
り
方
が
多
い
と
、
脂
肪
の
か

た
ま
り
が
赤
血
球
と
く

っ
つ
い
て
、
毛
細
管
を
ふ
さ
い
で
し

ま
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
脂
肪
が
赤
血
球
と
く

っ
つ
か
な
い

よ
う
に
、
血
液
を
薄
め
る
た
め
に
、
水
を
飲
め
、
と
言
う
ん

で
す
。

と
こ
ろ
が
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
事
は
脂
肪
が
非

常
に
少
な
い
ん
で
す
。
以
ュ則
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
人
た
ち
の
血
液
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
脂
肪

が
約
１５
パ
‐
セ
ン
ト
く
ら
い
で
す
。
普
通
の
ア
メ
リ
カ
人
の

場
合
は
５４
パ
ー
セ
ン
ト
。
だ
か
ら
心
臓
病
に
な
る
ん
で
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
人
の
場
合
は
サ
ラ
サ
ラ
し
て
い
る

か
ら
、非
常
に
速
く
流
れ
て
い
る
ん
で
す
。
私
の
計
算
で
は
、

時
速
４５
キ
ロ
で
走

っ
て
い
る
。
そ
れ
が
い
い
血
液
で
す
。
心

臓
を
出
て
、
２
、
３
分
し
た
ら
、
ま
た
戻

っ
て
い
る
わ
け
で

す
。こ

の
速
さ
が
１０
キ
ロ
く
ら
い
で
す
と
、
も
う
病
気
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
血
液
は
細
胞
に
酸
素
を
運
ん
で
い
る
ん
だ
け
れ

ど
も
、
遅
い
か
ら
間
に
合
わ
な
い
。
そ
れ
で
、
末
端
の
細

胞

が
息
切
れ
し
て
死
ん
で
し
ま
う
。
血
液
の
流
れ
が
速
い
と
、

酸
素
を
完
全
に
供
給
し
て
い
る
ん
で
す
。
医
者
は
、
血
液
の

流
れ
を
速
く
す
る
た
め
に
、
水
を
飲
め
、
と
言
う
。
と
こ
ろ

が
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
人
の
場
合
は
、
油

っ
こ
く
な

い
か
ら
速
い
。

東
洋
医
学
で
は
、
血
液
の
流
れ
る
ス
ピ
ー
ド
を
問
題
に
す

る
。
特
に
い
ち
ば
ん
問
題
な
の
は
、
血
液
が
心
臓
を
出
て
全

身
を
回

っ
て
、
足
へ
行

っ
て
、
そ
れ
か
ら
腎
臓
へ
行

っ
て
、

そ
れ
か
ら
帰

っ
て
来
る
。
と
こ
ろ
が
、
足
の
冷
た
い
人
が
い

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
血
液
の
循
環
が
悪
い
ん
で
す
。
循

環
が
悪
い
と
す
べ
て
の
病
気
の
元
で
す
。
だ
か
ら
、
東
洋
医

学
で
は
、
血
液
の
循
環
を
非
常
に
注
意
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

脂
肪
を
摂
り
す
ぎ
る
と
循
環
が
悪
く
な
る
か
ら
、
水
を
飲
め
、

水
を
飲
め
、
と
言
う
。
そ
う
す
る
と
、
心
臓
と
腎
臓
が
弱

っ

て
き
て
、
悪
く
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
ん
な
に
水
を
飲
む

必
要
は
な
い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
水
分
を
控

え
ろ
、
控
え
ろ
、
と
言
う
。
だ
か
ら
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
の
人
は
み
ん
な
ス
マ
ー
ト
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
は
皆
、
脂

肪
太
り
で
す
。

桜
沢
先
生
は
、
頭
が
痛
か

っ
た
ら
水
を
飲
む
な
、
と
お

っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
血
液
の
酸
素
の
量

が
増
え
る
。

「痛
い
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
場
所
の
神
経
が

受
け
る
酸
素
の
量
が
足
り
な
い
ん
で
す
。
体
の
ど
こ
で
も
、

つ
ま
む
と
痛
い
で
し
ょ
う
？
　
怪
我
し
た
場
合
で
も
、
酸
素

の
供
給
が
減
る
と
痛
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
す

れ
ば
、
血
行
が
良
く
な

っ
て
痛
み
が
消
え
る
。
だ
か
ら
、
病

気
の
初
め
は
み
ん
な

「痛
み
」
で
す
。
生
姜
シ
ッ
プ
も
同
じ

で
、
血
行
が
良
く
な
る
か
ら
痛
み
が
取
れ
ま
す
。
そ
う
い
う

こ
と
が
分
か
る
と
、
手
当
て
も
自
分
で
工
夫
で
き
ま
す
。

ヤ

シ
油

は
陰
性

次
は
果
物
の
問
題
で
す
。

果
物
は
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
立
場
か
ら
言
う
と
、
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贅
沢
品
で
す
。
食
べ
た
い
人
は
食
べ
て
も
い
い
ん
で
す
。
食

べ
た
く
な
い
人
は
、
も
ち
ろ
ん
食
べ
な
く
て
よ
ろ
し
い
。
わ

れ
わ
れ
は
病
人
に
は
あ
ま
り
勧
め
な
い
ん
で
す
。
陽
性
で
健

康
な
人
に
は
、
ま
あ
い
い
で
す
ね
。
イ
ン
ド
の
よ
う
な
暑
い

国
に
行

っ
た
ら
、
い
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
摂
り
す
ぎ
る

と
病
気
に
な
り
ま
す
。

あ
る
時
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
電
話
が
来
ま
し
た
。
肺
ガ
ン

の
患
者
で
、
聞
い
て
み
た
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
肺
ガ
ン
が

多
い
ん
だ
そ
う
で
す
。
ガ
ン
と
い
つ
た
ら
肺
ガ
ン
だ
と
言

っ

て
ま
し
た
。
し
か
し
、
誰
も
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
タ
バ
コ
を
吸
う
と
肺
ガ
ン
に
な
る
、
と
言

っ
て
る
の
に
で
す
よ
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
問
い
た
と
こ
ろ
、

カ
ン
ポ
ジ
ア
で
は
、
コ
コ
ナ
ツ

・
オ
イ
ル
を
非
常
に
使
う
。

油
と
い
っ
た
ら
コ
コ
ナ
ツ

・
オ
イ
ル
だ
そ
う
で
す
。
ヤ
シ
油

で
す
。

油
に
は
、

Ｆ
一
と

ｏ
〓
と
あ
り
ま
す
。
常
温
で
固
ま

っ
て

い
る
の
は

，
一
で
す
。
ヤ
シ
油
は

，
”
で
す
。
ゴ

マ
油
な
ん
か

は
常
温
で
液
体
で
す
が
、
動
物
性
の
油
は
常
温
で
固
ま

っ
て

い
る
ん
で
す
。
チ
ー
ズ
、パ
タ
ー
な
ん
か
そ
う
で
す
。
２
】
と

Ｆ
け
と
、
ど
ち
ら
が
陰
性
で
す
か
？

液
体
の
方
が
陽
性
で
す
。
な
ぜ
で
す
か
？
　
・…
‥
Ｆ
一
の

方
は
凍

っ
て
い
る
ん
で
す
。
Ｆ
け
を
温
め
る
と

，
】
の
状
態
に

な
る
で
し
ょ
う
？

　

ｏ
〓
を
冷
や
し
て
い
く
と
、
だ
ん
だ
ん

固
ま

っ
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
常
温
で
団
体
の
方
が
陰
性
な

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ヤ
シ
の
実
の
油
は
陰
性
で
す
。
そ
れ
を

た
く
さ
ん
使

っ
て
い
る
か
ら
、
ガ
ン
は
ガ
ン
で
も
、
体
の
上

の
方
に
で
き
る
陰
性
な
肺
ガ
ン
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私

は
、
コ
コ
ナ
ツ
の
油
を
や
め
て
、
も
し
油
を
少
し
使
う
な
ら

ば
、
ゴ

マ
油
を
使
い
な
さ
い
、
と
言
い
ま
し
た
。

果
物
は
、
果
糖
が
多
い
ん
で
す
。
果
糖
と
い
う
の
は
、
グ

ル
コ
ー
ス
が
２
個
合
わ
さ

っ
て
い
ま
す
。
澱
粉
は
グ
ル
コ
ー

ス
が
何
千
と
重
な

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
果
物
を
食
べ
る

と
、
す
ぐ
分
解
さ
れ
て
血
糖
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
疲
れ

た
時
に
は
、
非
常
に
お
い
し
い
ん
で
す
。
し
か
し
、
食
べ
す

ぎ
ま
す
と
、
騰
騰
を
刺
激
し
て
、
こ
こ
か
ら
イ
ン
シ
ユ
リ
ン

を
製
造
し
ま
す
。
イ
ン
シ
ユ
リ
ン
は
、　
グ
ル
コ
ー
ス
を
グ
リ

コ
ー
ゲ
ン
に
変
え
て
、
肝
臓
の
中
に
し
ま

っ
て
あ
る
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
血
糖
値
が
下
が

っ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
、

元
気
が
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
血
糖
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

元
で
す
か
ら
、
果
物
を
食
べ
た
時
は
元
気
に
な
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
す
ぐ
ま
た
元
気
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
病
人
に
は
勧
め
ら
れ
な
い
。
砂
糖
と
同
じ
よ
う

な
作
用
が
あ
る
ん
で
す
。
砂
糖
と
い
う
の
は

「蕉
糖
」
で
、

グ
ル
コ
ー
ス
が
二
つ
ず

つ
で
出
来
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ほ

と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
作
用
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
蜂
蜜

も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
。
人
間
は
、
蜂
が
花
か
ら
集
め
た

蜜
を
取

っ
て
、
代
わ
り
に
砂
糖
を
や

つ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

人
間
は
蜂
の
も
の
を
横
取
り
し
て
い
る
訳
だ
。
蜂
蜜
は
、
私

の
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
す
ご
く
陰
性
な
も
の
で
す
。
こ
れ

を
食
べ
す
ぎ
る
と
、
や
は
り
具
合
が
悪
い
。
果
物
以
上
に
悪

い
影
響
が
あ
り
ま
す
。

果
物
、
自
砂
糖
、
蜂
蜜
、
そ
れ
か
ら
メ
ー
プ
ル
シ
ュ
ガ
ー
、

か
え
で
か
ら
と
る
砂
糖
で
す
が
、
み
ん
な
陰
性
で
す
。
健
康

な
人
な
ら
少
し
は
い
い
と
し
て
も
、病
人
に
は
勧
め
ま
せ
ん
。

植
物
を
動
物
性
に
変
換

次
は
調
理
で
す
。

な
ぜ
料
理
す
る
か
？
　
植
物
に
動
物
に
換
え
る
た
め
な
ん

で
す
。
そ
の
方
法
が
ク
ッ
キ
ン
グ
で
す
。
ク
ッ
キ
ン
グ
す
る

と
、
な
ぜ
変
わ
る
か
と
い
う
と
、
植
物
の
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
と

動
物
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
は
化
学
構
造
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、

た
だ
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
は
真
ん
中
に
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
あ

っ

て
、

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
真
ん
中
に
鉄
が
入

っ
て
い
る
だ
け
の

違
い
で
す
。
そ
し
て
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
は
太
陽
光
線
を
受
け

て
、
澱
粉
、
脂
肪
、
蛋
白
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
動

物
は
自
分
で
澱
粉
や
蛋
白
を
作
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
だ
か

ら
、
植
物
と
共
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
。
動
物
は

植
物
が
な
い
と
住
め
な
い
。
動
物
は
、
植
物
が
作

っ
た
澱
粉

や
蛋
白
を
食
べ
て
、
後
で
組
み
立
て
る
だ
け
で
す
。
元
の
澱

粉
、
蛋
白
は
植
物
が
作

っ
た
も
の
で
す
。
パ
ク
テ
リ
ア
も
ク

ロ
ロ
フ
ィ
ル
が
な
い
か
ら
、
自
分
で
澱
粉
や
蛋
白
を
作
れ
な

い
。
わ
れ
わ
れ
は
パ
ク
テ
リ
ア
と
同
じ
立
場
で
す
。

し
か
し
、
動
物
は
歩
い
て
動
く
こ
と
が
出
来
る
け
れ
ど
も
、

植
物
は
動
け
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
と
、

ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
の
中
に
鉄
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
地
球
の
中

に
は
大
き
な
鉄
の
塊
が
あ

っ
て
、
回
転
し
て
磁
場
が
で
き
て

い
る
。
そ
の
上
に
人
間
が
立

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
人
間
の

動
け
る
の
は
、
血
液
が
回

っ
て
、
そ
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
中

に
鉄
が
あ
る
か
ら
、
モ
ー
タ
ー
の
原
理
で
動
け
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
料
理
し
な
い
で
生
で
食
べ
て
い
る
と
、
植
物
み

た
い
に
お
と
な
し
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
、
子
ど
も

さ
ん
が
乱
暴
で
し
よ
う
が
な
か
っ
た
ら
、
生
の
も
の
を
や

っ

た
ら
い
い
。
旦
那
さ
ん
が
乱
暴
だ

っ
た
ら
、
生
の
も
の
ば
か

り
や

っ
た
ら
、
じ
っ
と
し
て
動
か
な
く
な
り
ま
す
。
料
理
し

た
も
の
を
食
べ
る
か
ら
動
く
ん
で
す
。

私
は
養
子
に
や
ら
れ
た
で
し
ょ
う
。
私
の
お
か
あ
さ
ん
は

座

っ
て
い
て
も
足
が
動
く
。ど
う
し
て
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
足
が
動
い
て
い
る
。
動
物
性
が
多
す
ぎ
る
と

動
く
。
お
子
さ
ん
に
卵
を
や
る
と
、
と
た
ん
に
落
ち
着
か
な

く
な
る
。
砂
糖
で
も
動
く
。
砂
糖
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
動
く
ん
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で
す
。
蜂
蜜
を
食
べ
る
と
、
ハ
チ
み
た
い
に
ブ
ル
ブ
ル
動
い

て
い
る
。
砂
糖
の
い
っ
ぱ

い
入

っ
た
ジ
ュ
ー
ス
な
ん
か
を
子

ど
も
に
飲
ま
せ
る
と
、
落
ち
着
き
の
な
い
子
に
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
落
ち
着
か
な
く
な
る
と
い
っ
て
も
、
二
通
り
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
陽
性
だ

っ
た
ら
、
料
理
し
た
も
の

を
減
ら
し
た
ら
い
い
で
す
。
陰
性
の
人
に
は
料
理
し
た
も
の

を
与
え
ま
す
。

腎
臓
が
わ
る
い
人

最
後
は
塩
で
す
。

塩
の
問
題
は
け
ん
け
ん
ご
う
ご
う
で
す
。
た
い
が
い
の
人

は
塩
は
良
く
な
い
、
と
言

っ
て
い
る
。
私
と
村
元
さ
ん
と
少

し
の
人
だ
け
で
す
ね
、
塩
が
必
要
だ
と
言

っ
て
い
る
の
は
。

あ
と
の
健
康
食
の
人
た
ち
は
、
塩
は
良
く
な
い
、
と
言

っ
て

い
る
。

な
ぜ
、
塩
が
良
く
な
い
と
言

っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
心

臓
病
を
恐
れ
て
い
る
ん
で
す
。
塩
は
陽
性
で
す
か
ら
、
副
交

感
神
経
を
刺
激
し
て
、
組
織
の
縮
む
力
を
強
く
す
る
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
血
圧
が
上
が
る
よ
う
な
現
象
に
な
る
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
塩
を
摂
る
と
血
圧
が
上
が
る
か
ら
良
く
な
い
、
と

言
う
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
血
圧
の
上
が
る
原
因
は
塩
で
は
な
い
ん
で
す
。

油
で
す
。
油
の
多
い
物
を
食
べ
る
と
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

血
管
に
た
ま
る
。
そ
う
し
て
血
管
が
だ
ん
だ
ん
狭
く
な
る
。

狭
く
て
血
が
流
れ
に
く
く
な
る
。
そ
こ
へ
塩
を
ふ
や
す
と
、

つ
ま

っ
た
と
こ
ろ
へ
無
理
に
押
す
か
ら
血
圧
が
上
が
る
。
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
た
ま

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
塩
を
摂

っ
て
も

血
圧
が
上
が
ら
な
い
。

ヴ
ェ
ー
ガ
に
高
血
圧
の
人
が
た
く
さ
ん
来
ま
す
。
塩
を
と

て
も
こ
わ
が
る
ん
で
す
。
う
ち
の
食
事
は
、　
一
般
の
も
の
よ

り
塩
気
が
多
い
。
血
圧
が
上
が
る
、
上
が
る
と
い
っ
て
心
配

し
な
が
ら
食
べ
て
い
る
。
自
分
で
器
械
を
持

っ
て
き
て
毎
日

計

っ
て
い
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、　
一
週
間
し
た
ら
普
通
に

な

っ
て
し
ま
う
。
塩
が
多
く
て
も
、
油
が
少
な
い
か
ら
、
血

管
が
つ
ま
ら
な
い
。
高
血
圧
な
ん
て
病
気
で
は
な
い
。

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
し
た
ら
治

っ
て
し
ま
う
。
心
臓
病
も
す

ぐ
治
り
ま
す
。
心
臓
は
強
い
か
ら
い
い
で
す
ね
。
ま
だ
心
臓

の
ガ
ン
と
い
う
の
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

塩
は
わ
れ
わ
れ
の
体
の
中
の
パ
ク
テ
リ
ア
と
か
ピ
ー
ル
ス

を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
そ
の
パ
ク
テ
リ
ア
に
２
種

類
あ
り
ま
す
。
好
気
性
と
嫌
気
性
で
す
。
酸
素
が
好
き
な
の

と
、
酸
素
が
嫌
い
な
の
と
、
二
つ
あ
る
ん
で
す
。
酸
素
が
嫌

い
な
の
が
陽
性
で
す
ね
。
こ
れ
が
人
体
の
化
学
変
化
を
助
け

る
の
で
、
体
中
に
住
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
回
の
中
、
日
の

中
、
耳
の
中
、
そ
れ
か
ら
胃
の
中
、
血
管
の
中
、
な
ん
で
も

水
分
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
住
ん
で
、
わ
れ
わ
れ
の
生
命
活
動

を
助
け
て
い
ま
す
。

好
気
性
の
方
は
悪
い
パ
ク
テ
リ
ア
で
、
毒
を
作
る
。
し
か

し
、
こ
ち
ら
の
方
が
ふ
え
す
ぎ
て
も
困
る
。
こ
の
ご
ろ
、
ア

メ
リ
カ
で
は
、
カ
ン
ジ
ダ

・
イ
ー
ス
ト
菌
が
体
に
は
び
こ
る

病
気
が
は
や

っ
て
い
る
。
こ
の
菌
は
自
分
で
生
活
で
き
ま
せ

ん
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
体
の
酸
素
と
糖
分
を
み
ん
な
取

っ
て

し
ま
う
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
疲
れ
て
く
る
。

パ
ク
テ
リ
ア
と
い
う
の
は
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
を
持

っ
て
い
な

い
か
ら
、
自
分
で
澱
粉
を
作
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
他
の
者
が

作

っ
た
蛋
自
や
澱
粉
を
盗
む
ん
で
す
。
そ
う
し
て
、
母
屋
の

本
人
が
糖
分
や
蛋
自
が
足
り
な
く
な

っ
て
や
せ
て
い
く
ん
で

す
。
肺
結
核
な
ん
か
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
い
う
パ
ク

テ
リ
ア
の
活
動
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が
塩
で
す
。

好
気
性
の
菌
は
酸
性
の
毒
素
を
作
り
ま
す
。
動
物
性
の
も

の
を
食
べ
る
と
で
き
る
ん
で
す
。
私
の
考
え
で
は
、
こ
れ
が

ガ
ン
の
元
だ
と
思
う
ん
で
す
。

海
水
は
塩
分
濃
度
が
３
．
５
パ
‐
セ
ン
ト
で
す
。
こ
こ
に
は
好

気
性
の
菌
は
住
め
な
い
。
人
体
の
塩
分
濃
度
は
、
咄
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
海
水
よ
り
薄
い
ん
で
す
。
も
と
も
と
海
水
も
人
体

も
塩
の
濃
さ
は
同
じ
だ

っ
た
ん
で
す
が
、
長
い
間
に
海
水
が

濃
く
な

っ
た
ん
で
す
。
漬
け
も
の
は
１
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い

の
塩
で
す
。
そ
う
す
る
と
二
、
三
日
も
つ
ん
で
す
。　
一
週
間

も
た
そ
う
と
思

っ
た
ら
２
パ
ー
セ
ン
ト
入
れ
、
ひ
と
月
も
た

す
に
は
３
パ
ー
セ
ン
ト
入
れ
る
。
味
嗜
に
は
ど
れ
だ
け
塩
が

入

っ
て
い
る
か
、
ご
存
じ
で
す
か
？
　
漬
け
る
時
は
３０
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
よ
。
し
か
し
、
出
来
上
が
り
は
３
．
５
パ
‐
セ
ン
ト

く
ら
い
に
な

っ
て
い
る
。

１０
分
の
１
に
な

っ
て
い
る
。
面
白

い
で
す
ね
え
。
塩
が
ど
こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
３

分
の
１
も
塩
を
入
れ
な
か
っ
た
ら
腐

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

こ
の
、
体
内
の
菌
を
左
右
す
る
塩
気
が
、
こ
の
ご
ろ
の
人

に
は
不
足
し
て
い
る
ん
で
す
。
バ
イ
キ
ン
に
対
し
て
抵
抗
力

が
な
い
。
だ
か
ら
、
体
に
抵
抗
力
を
つ
け
よ
う
と
思

っ
た
ら
、

塩
気
を
ふ
や
す
よ
り
し
よ
う
が
な
い
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

普
通
の
人
は
、
腎
臓
が
弱
く
て
、
塩
気
を
ふ
や
せ
な
い
。
腎

臓
が
弱

っ
て
い
る
と
、
塩
気
を
摂

っ
て
も
、
腎
臓
が
体
の
外

に
捨
て
て
し
ま
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ま
ず
腎
臓
を
治
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
す
べ
て
の
感
染
病
の
原
因
は

腎
臓
で
す
。
腎
臓
が
治
る
と
、
塩
気
を
摂
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な

っ
て
、
体
の
塩
が
体
内
の
パ
ク
テ
リ
ア
や
菌
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。

ア
メ
リ
カ
人
は
腎
臓
が
悪
く
て
、
塩
気
が
摂
れ
な
い
ん
で

す
。
塩
気
を
摂
る
と
痛
む
ん
で
す
。
そ
れ
を
、
自
分
は
陽
性

だ
か
ら
塩
気
が
摂
れ
な
い
、
と
言

っ
て
る
ん
で
す
。
し
か
し
、

じ
つ
は
陽
性
で
は
な
い
ん
で
す
。
腎
臓
が
弱

っ
て
い
る
ん
で
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す
。
だ
か
ら
、
陰
性
す
ぎ
て
、
塩
が
摂
れ
な
い
。
だ
か
ら
、

今
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
で
は
、
ま
ず
腎
臓
を
治
す
よ
う
に
し

て
い
る
。
体
の
塩
気
が
適
量
あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
感
染
病
に

は
免
疫
で
す
。
腎
臓
を
強
く
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

時
間
が
か
か
る
。
い
ち
ば
ん
い
い
方
法
は
、
は
だ
し
で
朝
早

く
草
の
上
を
歩
く
ん
で
す
。
露
の
あ
る
う
ち
に
歩
く
。

腎
臓
が
強
い
と
、わ
れ
わ
れ
は
死
ぬ
必
要
が
な
い
ん
で
す
。

無
病
息
災
。
百
歳
ま
で
も
生
き
ま
す
。
腎
臓
が
良
け
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
が
寝
て
い
る
間
に
体
中
の
老
廃
物
を
み
ん
な
処
理

し
て
く
れ
る
。
朝
、
日
が
さ
め
る
と
、
ス
ッ
キ
リ
し
て
元
気

い
っ
ぱ
い
で
起
き
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
働
い
て
、
体
に
だ
ん

だ
ん
酸
が
た
ま

っ
て
疲
れ
て
、
眠
く
な
る
。
そ
し
て
、
夜
、

寝
て
い
る
間
に
ま
た
体
の
掃
除
を
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
腎
臓

レ
イ
ン
ド
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
南
、
百
キ
ロ
ほ
ど
の
ゴ
ダ
ム
リ
村
で
、

一
九

一
二
年
ご
ろ
生
ま
れ
た
女
の
子
が
、
オ
オ
カ
ミ
に
盗
ま
れ
、

８
年
間
、
オ
オ
カ
ミ
の
子
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
育
て
ら
れ
た
。
推

定
８
歳
の
こ
ろ
、
人
里
に
連
れ
も
ど
さ
れ
た
が
、
３
年
後
ま
で
立

て
な
か
っ
た
。

（ゲ
ゼ
ル
著

「狼
に
そ
だ
て
ら
れ
た
子
』
新
教
育
協
会
、
昭
∞
年

刊
）

が
悪
い
と
、
だ
ん
だ
ん
毒
素
が
た
ま

っ
て
く
る
。
そ
う
し
て

病
気
に
な

っ
て
、
や
が
て
死
ぬ
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
、
悪
い
も
の
が
多
く
て
、
い
い
も
の
が
少
な

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
ん
な
時
に

一
日
で
も
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
奇
跡
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
や

ろ
う
と
い
う
ん
で
す
。
腎
臓
を
強
く
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、

水
分
を
控
え
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
／
朝
露
を
踏
む
と
い
う

の
は
、
足
の
裏
の
腎
臓
の
経
絡
を

刺
激
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

相
原
／
そ
う
で
す
。

粒
食
は
す
ぐ
れ
て
い
る

Ｑ
／
ビ
タ
ミ
ン
の
錠
剤
を
の
む
必
要
が
な
い
、
と
い
う
な
ら
、

料
理
す
る
必
要
も
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

相
原
／
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
食
べ
も
の
が
植

物
性
の
も
の
が
主
だ
か
ら
で
す
。
植
物
を
そ
の
ま
ま
食
べ
る

と
人
間
も
植
物
性
に
な

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
非
常
に
い
い

子
に
は
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
社
会
で
他
人
と
競

争
が
出
来
な
い
で
し
ょ
う
。

も
う

一
つ
は
、
山
口
先
生
の
本
電
陰
陽
で
見
る
食
養
法
』

柏
樹
社
刊
〕
に
書
い
て
あ

っ
た
、
イ
ン
ド
で
オ
オ
カ
ミ
に
育

て
ら
れ
た
子
の
話
で
す
。
四
つ
に
な

っ
て
も
立
て
な
か
っ
た
、

と
い
う
ん
で
す
。
そ
の
原
因
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？
そ
れ

は
、
料
理
し
た
物
を
食
べ
な
い
か
ら
で
す
。
生
の
も
の
だ
け

食
べ
て
い
る
と
、
い
つ
ま
で
も
立
て
ま
せ
ん
。
こ
の
オ
オ
カ

ミ
に
育
て
ら
れ
た
子
も
、
人
間
に
育
て
ら
れ
て
、
料
理
し
た

も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
立
て
ま
し
た
。

最
後
に
、
噛
む
こ
と
。

わ
れ
わ
れ
が
食
べ
る
の
は
、
主
に
玄
米
で
し
ょ
う
？
　
粉

で
は
な
い
ん
で
す
。
粒
食
で
す
。
粉
食
と
粒
食
と
は
非
常
に

違
う
ん
で
す
。
粉
に
し
た
と
た
ん
に
表
面
積
が
ふ
え
て
、
酸

化
が
始
ま
る
ん
で
す
。
酸
化
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
澱
粉

が
、
す
で
に
燃
え
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
粉
の

も
の
を
食
べ
た
時
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
す
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
普
通
、
パ
タ
ー
と
か
チ
ー
ズ
と
か
を
つ
け
て
食
べ

る
ん
で
す
。

粒
食
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
保
存
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
保

存
食
で
す
。
パ
ン
で
も
、粉
を
ひ
い
た
ら
す
ぐ
焼
か
な
い
と
、

お
い
し
く
な
い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
粒
食
を

す
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
に
は
堅
い
膜
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

噛
み
く
だ
く
た
め
に
、
よ
く
噛
む
必
要
が
あ
る
ん
で
す
。
こ

の
澱
粉
を
消
化
す
る
に
必
要
な
唾
液
は
噛
む
こ
と
に
よ

っ
て

出
る
し
、
消
化
酵
素
は
、
噛
む
こ
と
に
よ

っ
て
で
き
る
ん
で

す
。
ま
た
、
最
近
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
す
が
、
噛
む
こ
と
に

よ

っ
て
、
菌
に
対
す
る
抵
抗
力
を
増
す
分
泌
腺
が
活
動
し
ま

す
。も

う

一
つ
は
、
噛
む
こ
と
に
よ

っ
て
頭
を
刺
激
す
る
ん
で

す
ね
。
頭
の
思
考
力
を
強
め
る
。
噛
ま
な
い
人
は
、
ど
う
し

て
も
考
え
が
浅
く
な
る
。
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
ね
。
あ
れ
は
噛
ま
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
。
噛
ま

な
い
と
、
頭
の
刺
激
が
減
る
か
ら
、
細
胞
の
働
き
が
減
る
ん

で
す
。
そ
う
す
る
と
、
あ
ま
り
じ
っ
と
し
て
は
い
ら
れ
な
い

け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
い
い
考
え
は
浮
か
ば
な
い
、
ど
い
う
こ

と
に
な
る
。

噛
む
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
ん
で
す
。

れ
は

「
カ
メ
ョ
、
カ
メ
ョ
」
と
い
っ
て
、

し
て
い
ま
す
。

？
【，
〓
０
「
日
”
●
＞
【ｒ
”
『
”
＼
●

〇
・
ω
ｏ
メ

〇
『
ｏ
ま
〓
ｐ
Ｏ
＞

０
い
０
の
い
Ｃ
∽
＞
）

そ
れ
で
、
わ
れ
わ

噛
む
こ
と
を
奨
励

卜
一
〇
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相原ヘルマン

マクロビオティックを

10月 26日 、日本Cl協会本部にて

エ
イ
ズ
の
問
題

な
ぜ

「
エ
イ
ズ
」
が
怖
い
か
と
い
い
ま
す
と
、
エ
イ
ズ
は

「後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
」
、
免
疫
性
の
な
く
な

っ
た
症

状
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
れ
は
最
初
は
自
血
球
の
ガ
ン
な
ん

で
す
。
終
わ
り
が
イ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン

（感
染
）。
イ
ン
フ
ェ

ク
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
病
原
菌
に
負
け
る
と
い
う
こ
と
、

パ
ク
テ
リ
ア
や
ビ
ー
ル
ス
が
繁
殖
し
て
体
が
負
け
て
し
ま
う

こ
と
が
イ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
な
ん
で
す
。

「
エ
イ
ズ
」
は
自

血
球
が
ガ
ン
に
な

っ
て
、
そ
れ
が
壊
れ
て
く
る
ん
で
す
。

自
血
球
は
非
常
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
多
い
ん
で
す
。
皆
さ
ん

ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
人
間
の
場
合
、
自
血
球
は

カ
リ
ウ
ム
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
比
率
が
だ
い
た
い
１
対
１０
な
ん

で
す
。
赤
血
球
は
１０
対
１
で
反
対
な
ん
で
す
。
ど
ち
ら
が
陰

性
で
す
か
？
　
桜
沢
先
生
の

『東
洋
医
学
の
哲
学
』
に
は
、

な
ぜ
酸
素
と
赤
血
球
が
結
合
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
書
い
て

あ
り
ま
す
。

食
品
は
カ
リ
ウ
ム
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
比
率
が
１０
対
１
か
ら

４０
対
１
な
ん
で
す
。
桜
沢
先
生
は
玄
米
は
５
対
１
だ
と
書
い

て
い
ま
す
が
、
今
は
１０
対
１
か
ら
２０
対
１
ぐ
ら
い
だ
と
思
い

ま
す
。
チ
コ
サ
ン
で
玄
米
を
売

っ
て
い
た
時
に
調
べ
た
ら
、

今
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

（有
機
栽
培
）
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
は

１０
対
１
か
ら
２０
対
１
ぐ
ら
い
に
な

っ
て
い
ま
す
。

佐
々
井
／
日
本
で
は
硼
対
１
で
す
。

相
原
／
や
あ
、
そ
れ
は
大
変
だ
。
桜
沢
先
生
が

『自
然
医
学
』

の
本
を
書
か
れ
た
こ
ろ
が
５
対
１
。
今
、
そ
れ
が
ｍ
対
１
だ

そ
う
で
す
。́

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
割
合
が
多
い
ほ
う
が
陽
性
な
ん
で
す
。
ナ

ト
リ
ウ
ム
は
塩
分
、
カ
リ
ウ
ム
と
い
う
の
は
伸
び
る
力
を
持

っ
て
い
る
ん
で
す
。
木
の
葉
の
端
の
方
は
カ
リ
ウ
ム
が
多
い

ん
で
す
。
だ
か
ら
木
の
上
を
切
る
と
上
に
伸
び
な
く
な

っ
て

横
に
伸
び
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
カ
リ
ウ

ム
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

野
菜
を
作
る
時
も
土
地
の
中
に
カ
リ
ウ
ム
が
な
い
と
植
物

が
伸
び
な
い
。
伸
び
る
力
は
カ
リ
ウ
ム
な
ん
で
す
。
だ
か
ら

わ
れ
わ
れ
は
陰
性
と
言
う
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
赤
血
球
は
カ

リ
ウ
ム
が
多
く
て
、自
血
球
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
多
い
ん
で
す
。

な
ぜ
こ
う
な
の
か
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
が

多
い
か
ら
白
血
球
は
陽
性
で
す
。
だ
か
ら
、
バ
イ
菌
を
食
べ

て
潰
し
て
し
ま
う
ん
で
す
。
自
血
球
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
多
い

か
ら
自
分
で
動
け
る
ん
で
す
が
、
赤
血
球
の
ほ
う
が
陰
性
な

ん
で
す
。
陰
性
に
な

っ
た
の
は
酸
素
の
せ
い
で
、
酸
素
に
混

ぎ

っ
て
陰
性
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
。

肺
で
酸
素
を
吸
い
ま
す
ね
、
肺
の
中
で
原
子
転
換
が
起
こ

っ
て
い
る
ん
で
す
。
肺
で
血
漿
が
酸
素
を
も
ら

っ
て
、
カ
リ

ウ
ム
の
多
い
赤
血
球
の
陰
性
に
な
る
。
で
す
か
ら
真

っ
赤
な

血
が
こ
こ
か
ら
出
て
き
ま
す
。
肺
の
血
は
作
り
た
て
で
、
血

は
こ
こ
で
出
来
る
ん
で
す
。
森
下
さ
ん
や
千
島
さ
ん
は
腸
で

出
来
る
と
言

っ
た
け
れ
ど
、
私
は
肺
で
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
肺
病
に
な
る
と
真

っ
青
に
な
る
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は

赤
血
球
が
出
来
な
い
か
ら
で
す
。

現
在
の
生
理
学
で
は
赤
血
球
が
酸
素
を
運
ん
で
い
る
と
い

う
ん
で
す
が
、
あ
れ
は
ウ
ソ
で
す
。
酸
素
と
結
合
す
る
か
ら

赤
血
球
に
な
る
。
赤
血
球
は
結
果
な
ん
で
す
。
原
因
で
は
な

く
、
酸
素
を
も
ら

っ
た
結
果
、
赤
血
球
に
な

っ
て
回

っ
て
い

る
ん
で
す
。
そ
の
元
は
血
漿
で
、
小
腸
で
血
漿
を
作

っ
て
心

臓
へ
行

っ
て
、
肺
で
酸
素
が
入

っ
て
く
る
と
赤
血
球
に
な

っ

て
、
そ
れ
か
ら
細
胞
に
な
る
。

自
血
球
と
い
う
の
は
細
胞
な
ん
で
す
が
、
赤
血
球
は
細
胞

で
は
な
い
ん
で
す
。
赤
血
球
は
球
で
す
。
細
胞
で
な
い
と
い
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う
こ
と
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
な
い
。
生
命
の
元
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
蛋
自
の
固
ま
り
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
ま
だ
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

入

っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

白
血
球
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
る
ん
で
す
。
自
細
胞
と
い
う
こ
と

は
、
こ
こ
に
は
核
が
あ
り
、
核
は
蛋
白
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
で
き
て

お
り
、
こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
る
た
め
に
細
胞
分
裂
が
で
き
、
特

定
の
細
胞
を
ま
た
作
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
頭
の
毛
の

細
胞
、
鼻
の
細
胞
、
日
の
細
胞
、
頬
の
細
胞
と
全
部
の
細
胞

が
違
う
ん
で
す
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ

っ
て
作
れ
る
ん
で
す
。
そ

れ
で
わ
れ
わ
れ
の
体
と
い
う
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
ビ
ー
ル
ス
が
来
る
と
し
ま
す
。
こ
れ

は
パ
ク
テ
リ
ア
の
小
さ
い
も
の
で
、
パ
ク
テ
リ
ア
は
自
血
球

に
入
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
ビ
ー
ル
ス
は
小
さ
い
か
ら
ス
ッ
と

入

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
入
る
時
に
こ
の
ビ
ー
ル
ス

に
核
が

「お
前
は
誰
だ
」
と
聞
く
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と

「俺

は
蛋
白
と
Ｒ
Ｎ
Ａ
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持

っ
て
い
な
い
」
と
言
う

ん
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
自
血
球
が

「オ

ッ
ケ
ー
、
そ
れ
な

ら
入

っ
て
い
い
」
と
言

っ
て
ド
ア
を
開
け
て
く
れ
る
ん
で
す
。

そ
れ
で
ス
ッ
と
入

っ
て
行
き
、
入

っ
た
ら
自
血
球
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
取

っ
て
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
ん
で
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
コ
ピ

ー
を
作
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
コ
ピ
ー
が
で
き
な
い

ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
自
血
球
の
中
が
ビ
ー
ル
ス
で
い
っ
ば

い
に

な

っ
て
自
血
球
が
破
裂
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
そ
れ
で
破
裂
し

た
ビ
ー
ル
ス
が
次
の
自
血
球
に
行

っ
て
、
そ
れ
が
ま
た
破
裂

す
る
。
そ
れ
が
エ
イ
ズ
の
始
ま
り
で
す
。
そ
れ
で
自
血
球
が

全
滅
す
る
と
抵
抗
力
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
パ

イ
菌
が
来
て
も
戦
え
ま
せ
ん
か
ら
、
人
に
よ

っ
て
は
胸
に
入

っ
て
き
た
ち
菌
が
繁
殖
し
て
結
核
に
な
り
、
皮
膚
に
来
れ
ば

皮
膚
に
繁
殖
し
、

「
エ
イ
ズ
」
の
末
期
に
は
足
と
か
生
殖
器

が
多
い
で
す
ね
。
い
つ
も
ガ
ン
に
始
ま

っ
て
、
バ
イ
菌
の
繁

殖
し
過
ぎ
て
体
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
バ
イ
菌
が
繁
殖
す

る
イ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
、
バ
イ
菌
、
そ
し
て
最
後
は
自
血
球

が
な
い
か
ら
、
パ
ク
テ
リ
ア
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
リ
ン
パ

腺
が
腫
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
パ
ク
テ
リ
ア
は
植
物
み
た
い
な
も
の
で
す
が
、
葉
緑

素
が
な
い
ん
で
す
。
カ
ビ
も
葉
緑
素
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
人

間
も
葉
緑
素
が
な
い
ん
で
す
。
葉
緑
素
が
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
自
分
で
澱
粉
も
蛋
白
も
脂
肪
も
作
れ
な
い
ん
で
す
。
つ

ま
り
そ
う
い
う
も
の
を
他
人
か
ら
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
体
の
中
に
繁
殖
す
る
と
、
親
元
の
ほ

う
か
ら
澱
粉
や
蛋
白
を
盗
ん
で
く
る
。
つ
ま
り
こ
の
パ
ク
テ

リ
ア
と
い
う
の
は

「や
ど
か
り
」
な
ん
で
す
。

皆
さ
ん
の
家
に
友
達
が
き
て
ノ
ッ
ク
し
て

「今
晩
泊
ま
る

と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
入
れ
て
く
れ
」
「オ
ッ
ケ
ー
」
。
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
人
は
み
ん
な
人
が
良

い
か
ら
入
れ
て
あ
げ

る
で
し
ょ
う
。
し
ば
ら
く
す
る
と
友
達
を
呼
ん
で
き
て

「
か

わ
い
そ
う
だ
か
ら
泊
め
て
や
っ
て
く
れ
」

「
オ
ッ
ケ
ー
」
と

言
う
。
そ
の
う
ち
に
冷
蔵
庫
の
物
を
食
べ
て
知
ら
ん
顔
を
し

て
い
る
。
し
よ
う
が
な
い
か
ら
ま
た
買

っ
て
く
る
と
、
ま
た

食
べ
て
し
ま
う
、
そ
れ
が
パ
ク
テ
リ
ア
な
ん
で
す
。

い
く
ら
食
べ
て
も
パ
ク
テ
リ
ア
が
み
ん
な
食
べ
て
し
ま
う

か
ら
本
家
が
だ
ん
だ
ん
や
せ
て
い
く
。
結
核
も
や
せ
る
で
し

ょ
う
。

「
エ
イ
ズ
」
も
そ
う
な
ん
で
す
。
す
ご
く
丈
夫
な
肉

食
の
人
が
多
く
な
る
ん
で
す
が
、
蛋
白
、
脂
肪
、
澱
粉
と
い

う
栄
養
素
を
パ
ク
テ
リ
ア
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
だ
ん
だ

ん
や
せ
て
最
後
に
死
ん
で
し
ま
う
。

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
と
、
塩
分
を
摂
ら
な

か
っ
た
の
と
甘
い
も
の
が
好
き
な
こ
と
で
す
。
日
本
で
も
最

近
流
行

っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
、
ア
メ
リ
カ
で
は
医
者
が
「
ノ

―
ソ
ル
ト
、
塩
は
駄
目
だ
」
と
言
う
ん
で
す
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
塩
を
摂
る
と
心
臓
が
強
く
縮
ん
で
血
圧
が
上
が
る
ん

で
す
。
そ
れ
で
医
者
は
、
血
圧
が
上
が
る
と
心
臓
発
作
の
恐

れ
が
あ
る
か
ら

「
ノ
ー
ソ
ル
ト
」
と
言
う
ん
で
す
。
と
こ
ろ

が
塩
な
し
に
す
る
と
、
自
血
球
が
で
き
な
い
ん
で
す
。
長
く

続
け
る
と
感
染
に
対
抗
す
る
力
が
弱
く
な
る
。

体
の
塩
気
が
抜
け
る
と

も
う

一
つ
は
砂
糖
が
好
き
な
こ
と
で
す
。
エ
イ
ズ
の
人
は

み
ん
な
甘
い
も
の
が
も
の
す
ご
く
好
き
で
す
。
肉
食
と
甘
い

も
の
、
そ
れ
が
エ
イ
ズ
の
人
の
特
徴
で
す
。
そ
れ
で
肉
食
を

す
る
も
の
で
す
か
ら
、
も
の
す
ご
く
セ
ッ
ク
ス
が
強
い
ん
で

す
。
特
に
彼
ら
は
セ
ッ
ク
ス
に
興
味
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、

女
性
で
は
足
り
ず
同
性
愛
に
い
く
ん
で
す
。
で
す
か
ら
エ
イ

ズ
は
同
性
愛
か
ら
始
ま

っ
た
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
彼
ら
は
肉
食
の
あ
ま
り
、
セ
ッ
ク
ス
の
対
象
を

男
に
求
め
た
ん
で
す
。
中
に
は

一
年
間
に
千
回
セ
ッ
ク
ス
を

す
る
と
い
う
の
も
あ
る
ん
で
す
。
相
手
を
千
人
替
え
た
ん
で

す
よ
。
こ
う
い
う
の
が
エ
イ
ズ
に
な
る
ん
で
す
。
セ
ッ
ク
ス

を
す
る
と
精
子
を
使
い
ま
す
ね
。
ホ
モ
の
人
た
ち
は

一
日
に

十
回
く
ら
い
や
る
ん
で
す
か
ら
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
肉
食
し

て
甘
い
も
の
を
食
べ
て
セ
ッ
ク
ス
を
た
く
さ
ん
す
る
と
、
体

の
塩
気
が
み
ん
な
な
く
な

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
塩
気
が
な

く
な
る
か
ら
、
バ
イ
菌
に
対
す
る
抵
抗
力
が
だ
ん
だ
ん
な
く

な
る
。
そ
う
し
て
、
体
中
ビ
ー
ル
ス
や
バ
イ
菌
に
や
ら
れ
て

し
ま
う
。
体
中
の
蛋
白
を
み
ん
な
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
。

私
の
と
こ
ろ
の
そ
ば
に
フ
ェ
ザ
ー
リ
バ
ー
と
い
う
川
が
流

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
川
に

一
年
に
二
回
、
鮭
が
上
が

っ
て
来

る
ん
で
す
。
初
め
、
メ
ス
の
鮭
が
上
が

っ
て
来
る
。
そ
の
後

を
オ
ス
の
鮭
が
追
い
か
け
て
き
て
、
浅
瀬
で
砂
地
の
と
こ
ろ
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を
見
つ
け
る
と
、
二
匹
で
ダ
ン
ス
を
す
る
ん
で
す
。
面
白
い

で
す
よ
。
そ
う
し
て
疲
れ
る
と
、
メ
ス
が
卵
を
産
ん
で
、
そ

の
上
に
オ
ス
が
精
子
を
か
け
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
寝
て

し
ま
う
ん
で
す
が
、
二
、
三
日
す
る
と
体
が
真

っ
白
に
な

っ

て
し
ま
う
。
こ
れ
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？
　
き
れ
い
で
す

よ
、
真

っ
白
に
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
か
ら
ま
た
二
、
三
日

す
る
と
、ど
う
な

っ
た
の
か
、跡
形
も
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

水
の
中
で
消
え
て
し
ま
う
ん
で
す
。

体
の
塩
気
を
み
ん
な
使

っ
て
し
ま
う
か
ら
、
パ
ク
テ
リ
ヤ

が
体
の
蛋
白
を
み
ん
な
食
べ
て
、
そ
れ
で
無
く
な

っ
て
し
ま

う
ん
で
す
。
エ
イ
ズ
も
体
中
に
菌
が
増
え
て
、
体
を
食
べ
ら

れ
て
し
ま

っ
て
、
そ
れ
で
死
ぬ
ん
で
す
。

一
つ
の
パ
ク
テ
リ
ヤ
に
十
分
な
蛋
白
を
与
え
た
ら
、

７２
時

間
後
に
は
４
万
ト
ン
に
な
る
そ
う
で
す
。
た

っ
た
三
日
間
で

す
。
そ
ん
な
に
繁
殖
力
が
強
い
。

だ
か
ら
、
エ
イ
ズ
は
掃
除
役
な
ん
で
す
。
も
う
い
ら
な
く

な

っ
た
人
を
神
様
が
掃
除
し
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
。
鮭
は

卵
を
産
む
と
用
事
が
終
わ

っ
て
し
ま

っ
て
、
カ
ビ
が
体
中
に

ふ
え
て
消
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
の
子
供
が
ま
た
生
ま

れ
て
、
川
を
下

っ
て
行
く
。
そ
う
し
て
ま
た
同
じ
と
こ
ろ
に

帰

っ
て
く
る
ん
で
す
。

放

っ
て
お
い
た
ら
人
間
が
増
え
す
ぎ
て
困
る
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
、
エ
イ
ズ
な
ん
て
治
す
必
要
は
な
い
ん
で
す
。
人
が

死
ぬ
と
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
ま
ま
埋
め
ま
す
。
六
カ
月
も
す

れ
ば
パ
ク
テ
リ
ヤ
が
分
解
し
て
骨
だ
け
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
鮭
と
同
じ
で
す
。
塩
気
が
少
な
い
と
早
く
な
る
ん
で
す
。

エ
イ
ズ
も
塩
気
が
少
な
い
か
ら
、
墓
場

へ
行
く
の
が
早
く
な

っ
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
男
は
女
が
相
手
に
し
な
い
か
ら
、
男

同
士
で
ホ
モ
に
な
る
ん
で
す
。
女
の
方
が
判
断
力
が
い
い
か

ら
、
そ
ん
な
男
を
相
手
に
し
な
い
ん
で
す
。
　
　
　
　
　
■

日

八

木

順

成

（米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）

Ｇ
Ｏ
先
生
リ
マ
先
生
の
祝
賀
会

三
百
二
十
人
中
の
感
激
の

一
人

師
を
崇
め
師
を
ば
祝
ひ
て
集
ひ
た
り

三
百
余
名
椿
山
荘
に

万
雷
の
拍
手
の
う
ち
に
登
壇
せ
し

リ
マ
先
生
は
八
十
九
歳

オ
ー
サ
ワ
先
生
逝
き
た
る
あ
と
の
二
十
年

か
く
盛
り
上
げ
し
蔭
の
底
力

海
外
よ
り
馳
せ
参
じ
た
る
そ
の

一
人

我
も
吟
じ
ぬ
師
の
詠
み
し
歌

天
翔
け
り
行
方
し
ら
じ
と
詠
み
し
師
に

お
く
れ
と
ら
じ
と
は
ば
た
き
ゆ
か
め

天
か
く
る
師
は
嘆
く
ま
じ
天
国
を

造
ら
ん
と
し
て
子
等
は
ば
た
け
ば

メ
シ
ャ
教
の
メ
ッ
ヵ
と
思
ふ
熱
海
な
る

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
の
逸
品
に
酔
ふ

登
り
つ
む
憩
の
部
屋
の
高
窓
に

眺
む
熱
海
の
海
清
々
し

お
と
な
ひ
し
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
の
茶
室
に
て

た
て
く
れ
し
抹
茶
を
す
す
り
て
憩
う

石
畳
流
れ
落
ち
く
る
水
の
音

松
籟
に
和
し
美
は
し
き
し
ら
べ

お
か
め
笹
め
ぐ
ら
し
生
え
し
茶
室
庭

は
じ
り
落
ち

つ
る
滝
音
す
み
て

竹
ば
や
し
緑
色
濃
き
瑞
雲
郷

熱
海
の
浦
の
岬
か
す
め
り

昔
会
ひ
し
自
然
農
法
の
リ
ー
ダ
ー
の

今
生
き
を
れ
ば
喜
び
く
れ
し
に

（露
木
さ
ん
）

す
ば
ら
し
き
精
進
弁
当
作
り
く
れ
し

森
鳴
さ
ん
の
誠
意
暖
か
し

七
階
の
ホ
テ
ル
の
窓
よ
り
見
る
晨

東
寺
の
塔
の
鎮
も
り
近
し

西
の
山
背
ら
に
延
び
て
東
寺

五
重
の
塔
は
黒
く
を
さ
ま
る

そ
の
昔
恩
師
の
墓
に
詣
で
け
り

二
十
年
ぶ
り
な
り
そ
の
奥
津
城

ヘ

あ
ぢ
さ
い
の
う
す
く
匂

へ
る
夕
ぐ
れ
と

母
を
詠
み
し
か
こ
の
教
蔵
院

「
コ
ス
モ
ス
の
倒
れ
し
ま

ヽ
の
夜
明
け
か
な
」

こ
の
句
師
は
詠
む
忘
ら
へ
ぬ
句
よ

Ｇ
Ｏ
先
生
の
墓
石
囲
み
て
リ
マ
先
生
と

カ
メ
ラ
に
を
さ
ま
る
生
涯
の
記
念

訪
日
の
初
冬
の
京
は
む
し
暑
く

紅
葉
を
観
る
に
未
だ
間
の
あ
り

は
か
ら
ず
も
足
を
運
び
し
銀
閣
寺

修
学
旅
行
の
記
憶
も
う
す
れ

銀
閣
寺
裏
の
苔
山
登
り
つ
め

茶
の
湯
の
清
水

「源
流
」
の
札

歓
待
に
真
心
こ
も
る
宴
な
り

リ
マ
先
生
と
の
晩
餐
会
は

庵
て
ふ
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
レ
ス
ト
ラ
ン
で

老
ひ
ゆ
か
ん
友
等
と
空
し
か
ら
ぬ
集
ひ

海
を
越

へ
来
た
り
し
我
等
の
宴
席
に

防
人
び
と
の
心
地
し
て
酔
ふ
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菊
池
富
美
雄

今
、
ア
ヴ
ェ
リ
ー
ス
さ
ん
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
北
米
の
計

画
や
構
想
、
活
動
の
状
況
を
お
聞
き
し
て
、
桜
沢
先
生
の
弟

子
が
こ
う
い
う
よ
う
に
が
ん
ば

っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

を
皆
さ
ん
ご
覧
に
な

っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
私
も
桜
沢

先
生
の

一
番
の
出
来
そ
こ
な
い
の
弟
子
と
し
て
、
世
界
の
文

明
の
果
て
る
南
米
で
、
こ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
チ
カ
運
動
を
す
す

め
て
い
る
わ
け
で
す
。
桜
沢
先
生
も
お

っ
し
や
い
ま
し
た
よ

う
に
、
人
生
に
は
夢
が
な
か
っ
た
ら
生
き
甲
斐
と
い
う
も
の

は
な
い
し
、
た
だ
寝
て
見
る
夢
で
は
な
く
し
て
、
生
き
る
夢
、

生
ま
れ
変
わ
る
夢
、
本
当
に
血
の
通

っ
た
夢
を
見
な
け
れ
ば

だ
め
だ
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
確
か
に
、
夢
を
実
現
す
る

と
い
う
こ
と
が
、
私
た
ち
の
毎
日
毎
日
の
課
題
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
も
う
六
十

一
歳
に
な
り
ま
し
て
、
桜
沢
先
生
が
六
十

歳
の
頃
、
六
十

一
歳
の
頃
、
ど
う
い
う
苦
労
を
さ
れ
て
お
ら

れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
そ
の
歳
に
な

っ
て
み
な
い

と
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
里
真
先
生
か
ら
は
、
六
十
く
ら

い
で
何
よ
、
と
お
叱
り
を
受
け
る
わ
け
で
す
が
、
や
は
り
里

真
先
生
に
し
て
も
六
十
歳
の
頃
は
非
常
に
ご
苦
労
な
さ

っ
て

い
て
、
そ
の
苦
労
で
鍛
え
ら
れ
て
今
日
が
あ
る
わ
け
で
、
六

十
歳
、
六
十

一
歳
と
い
う
の
は
人
生
の
大
き
な
ピ
ー
ク
で
し

て
、
こ
こ
で
人
生
の
締
め
く
く
り
を
す
る
頂
点
に
立

っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

私
が
海
外

へ
出
て
か
ら
二
十

一
年
で
、
日
本
に
い
て
桜
沢

先
生
に
鍛
え
ら
れ
て
活
動
し
て
い
た
期
間
を
加
え
る
と
も

っ

と
長
く
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
最
初
に
見
て
い
た
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
と
い
う
も
の
と
、
そ
う
い
う
長
い
遍

歴
を
た
ど

つ
て
今
に
至

っ
て
見
た

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運

動
と
い
う
も
の
は
、
や
は
り
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。
特

に
時
代
が
、
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
わ

っ
て
き
て
お
り

-18-



ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
桜
沢
先
生
が
蒔
か
れ
た

種
が
今
後
ど
う
い
う
ふ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
風
雪
に
耐
え
て

伸
び
て
ゆ
く
か
、
と
い
う
こ
と
に
非
常
な
関
心
を
持
つ
わ
け

で
す
。

私
も
二
十
何
年
の
、
こ
れ
は
闘
い
で
す
が
、
そ
の
自
分
の

体
験
を
通
し
て
考
え
る
わ
け
で
す
。
若
い
こ
ろ
は
、
他
人
の

書
い
た
も
の
を
読
ん
で
、
そ
れ
で
自
分
が
体
験
し
た
よ
う
な

気
に
な

っ
て
、
自
分
が
分
か
っ
た
よ
う
な
錯
覚
に
お
ち
い
っ

て
夢
を
語
る
わ
け
で
す
が
、
五
十
、
六
十
代
に
な

っ
て
く
る

と
、
あ
る
程
度
、
自
分
の
体
験
を
通
し
て
、
人
間
の
限
界
と

か
自
分
の
可
能
性
と
い
う
も
の
が
実
際
に
分
か

っ
て
く
る
わ

け
で
、
あ
ん
ま
り
夢
ば
か
り
語

っ
て
お
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

夢
と
現
実
と
の
間
に
あ
ん
ま
リ
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
と

空
中
分
解
し
た
り
、
人
生
の
締
め
く
く
り
が
つ
か
な
く
な
り

ま
す
。
反
対
に
、
あ
ん
ま
り
体
験
ば
か
り
に
た
よ
り
過
ぎ
て

夢
が
な
く
な
り
ま
す
と
、
体
験
重
点
主
義
に
な

っ
て
、
こ
れ

も
方
向
を
見
失

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

体
験
と
理
想
と
い
う
も
の
と
は

一
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
年
齢
か
ら
し
ま
し
て
も
、
そ

う
い
う
頂
点
に
立

っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
人
生
の
先
輩
た
ち
が
貴
重
な
体
験
を
残

し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
わ
れ
わ

れ
の
体
験
と
い
う
も
の
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
も
の
で
あ

っ

て
、
図
書
館
に
行

っ
た
ら
、
山
の
よ
う
に
先
輩
た
ち
の
貴
重

な
体
験
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
数
え
き
れ
な
い
生
命
を
か
け
た
体
験
と
、
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
す
す
め
て
い
る
、
桜
沢
先
生
を
ふ
く
め

た
我
々
の
体
験
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
そ
の
中
に
や
は
り
現

実
の
疑
間
に
答
え
う
る

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
と
い
う

も
の
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
痛
切
に

感
じ
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

「末
長
く
残
る
も
の
」

私
は
本
当
は
今
回
、
日
本
に
は
来
ら
れ
な
い
状
態
だ

っ
た

ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
四
カ
国
で
セ
ミ
ナ
ー
を

開
い
た
結
果
、
フ」
れ
は
ど
う
し
て
も
行
か
な
く
て
は
な
ら
ん
、

と
い
う
の
で
、
た
だ
皆
さ
ん
の
お
顔
を
拝
見
し
、
里
真
先
生

の
お
顔
を
拝
見
し
て
、
桜
沢
先
生
の
９５
回
の
誕
生
日
に
参
加

さ
れ
た
先
輩
方
、
海
外
の
同
志
た
ち
と
、
現
在
感
じ
て
い
る

こ
と
、
感
じ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
私
が
実
際
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
駆
け
め
ぐ

っ
て
見
て
き
た
現
実
と
い
う
も
の
を
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
と
い
う
も
の
が
、
現
在
の
大
き

な
情
報
洪
水
の
中
で
流
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
、
こ
れ
か
ら

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
わ
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
の
で
飛
ん
で
き
た
の
で
す
。

と
に
か
く
、
こ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
も
の
は

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
甘
い
も
の
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
素
晴
ら
し
い

も
の
で
、
い
つ
ま
で
も
残
る
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、

生
き
残
る
も
の
は
僅
か
だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、精
子
は

卵
子
と
受
胎
す
る
た

っ
た

一
つ
の
生
命
の
実
現
の
た
め
に
、

何
十
万
と
い
う
も
の
が
消
え
て
い
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
が
、

そ
う
い
う
厳
粛
な
生
命
の
発
生
に
お
い
て
、
天
が
我
々
に
示

唆
を
与
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
本
物
と
い
う
も

の
、
絶
対
、
末
長
く
残
る
と
い
う
も
の
は
、
自
然
淘
汰
を
乗

り
越
え
て
泳
ぎ
き

っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
と
い
う

も
の
は
現
代
ほ
ど
難
し
い
時
代
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ

と
を
痛
感
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
三
十

一
年
の
、
こ
れ
は
わ

ず
か
な
体
験
で
す
。
も

っ
と
豊
か
な
、
深
み
の
あ
る
体
験
を

さ
れ
て
き
た
、
た
く
さ
ん
の
先
輩
方
の
前
で
は
、
ほ
ん
の
貧

し
い
体
験
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
な
り
に
生
命
を
か
け
た

と
言
い
う
る
体
験
を
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
体
験

を
通
し
て
、
こ
の
運
動
の
将
来
と
い
う
も
の
を
見
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
が
本
当
に
伸
び
る
た
め
に
は
、

現
代
の
組
織
、
構
造
の
中
に
お
い
て
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

生
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
い
。
き
れ
い
ご
と
で
は
、
と
ん
で

も
な
い
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
を
日
本
向
け
に
言
う

場
合
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
海
外
に
い
る
人

は
自
分
の
格
好
の
い
い
と
こ
ろ
だ
け
を
見
せ
よ
う
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

生
や
さ
し
い
も
の
で
な
い

今
日
、
日
本
は
海
外
旅
行
ブ
ー
ム
で
、世
界
中
ど
こ
へ
行

っ

て
も
日
本
人
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
歩
い
て
い
ま
す
。
今
、
い
ち
ば
ん

の
問
題
は
、
各
国
々
の
国
際
的
つ
な
が
り
が
ど
う
な

っ
て
い

る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
南
米
に
し
ろ
ア
フ
リ
カ
に
し
て

も
、
ど
ん
な
小
さ
な
国
に
し
て
も
、
国
際
的
な
中
に
お
け
る

自
分
の
国
の
位
置
と
い
う
も
の
が
分
か
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

方
向
を
見
失

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
こ
と
の
国
際
化
が
非
常
に
進
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

た
だ
旅
行
で
海
外

へ
行

っ
て
き
た
人
と
、
私
た
ち
の
よ
う

に
、
あ
ち
ら
で
生
活
し
て
い
る
日
本
人
と
の
間
に
は
、
大
き

な
開
き
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
外
国
で
生
活
し
て
み

ま
す
と
、　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
の
面
か
ら
見
て
も
、

そ
う
簡
単
に
西
洋
社
会
の
中
に
入

っ
て
い
っ
て
い
な
い
わ
け

で
す
ね
。
こ
れ
は
、
や
は
り
長
い
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
わ

れ
わ
れ
の
運
動
が
桜
沢
先
生
を
通
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
、
そ
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「無
双
原
理
研
究
所
」
発
行
の

「ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ル
マ
サ
ン

（変
化
）
」
一夫
四年
、
第
１４
号
よ
り
、

「個
人
性
と

社
会
性
の
二
次
元
的
変
化
」
の
図
。
上
が

「陰
性

・
未
来

。
社

会
性

・
精
神
性
」
、
下
が

「陽
性

・
過
去

・
個
人
性

。
物
質
性
」。

左
は

「機
械
的

・
感
覚
的

・
感
情
的

。
知
的

。
社
会
的

・
思
想

的

。
最
高
」
ま
で
の
判
断
力
の
七
段
階
。
右
は

「個
人
的

・
夫

婦

・
家
族

・
地
域

・
国
家

。
国
際

・
宇
宙
」
ま
で
の
社
会
性
発

達
の
七
段
階
。

の
あ
と
を
受
け
継
い
で
、
こ
の
運
動
を
進
め
て
い
る
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
桜
沢
先
生
が
い
く
つ
か
の
本
の
中

で
、
西
洋
社
会
の
地
底
構
造
を
日
本
人
は
知
ら
な
い
、
と
書

い
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
西
洋
文
明
の
歴
史
的
構
造
と
い
う
も

の
は
容
易
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ
と

見
て
、
こ
れ
は
い
い
か
ら
と
簡
単
に
猿
ま
ね
で
き
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
で
す
。
長
い
伝
統
的
な
根
が
あ
り
ま
す
か
ら

ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
素
晴
ら
し
さ
の
共
通
性
を
確
認
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
東
洋
の
素
晴
ら
し
さ

を
売
り
込
も
う
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
人
類
と
し
て

共
通
す
る
普
遍
的
な
も
の
が
あ
る
は
ず
で
す
。

私
な
ん
か
は
、
戦
中
派
と
し
て
戦
争
で
い
ち
ば
ん
ひ
ど
い

日
に
あ

っ
た
世
代
で
す
か
ら
、
日
本
は
負
け
た
、
し
か
し
、

負
け
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
と
い
う
も

の
が
あ
る
は
ず
だ
、
世
界
に
通
用
す
る
、
恥
ず
か
し
く
な
い

も
の
が
あ
る
は
ず
だ
、
と
。
こ
れ
を
世
界
に
問
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
そ
れ
が
、
こ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
で

あ
る
と
い
う
考
え
で
海
外
に
出
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

う
し
て
や

っ
て
き
て
、
や
は
り
手
ご
た
え
が
あ

つ
て
、
こ
れ

で
い
い
ん
だ
、
と
い
う
確
信
と
い
う
も
の
が
、
わ
ず
か
な
体

験
で
す
け
れ
ど
も
、
も
う
二
十
年
た

っ
た
ん
で
す
か
ら
、
や

は
り
体
験
を
通
し
て
、
こ
れ
で
大
丈
夫
だ
と
い
う
見
通
し
が

た

っ
て
き
た
わ
け
で
す
ね
。

し
か
し
、　
コ
」
れ
で
大
文
夫
だ
」
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ

を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

「続

け
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
次
の
世
代
に
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
原
理
と
、
時
代
に
即
応
し
た
生
き
る
技
術

と
い
う
も
の
を
、
ど
ん
ど
ん
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
た
時
に
、
わ
れ
わ
れ
の
思
想
、
無
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双
原
理
と
い
う
も
の
と
、
正
食
、
食
養
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ

ク
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
は
他
人
に
説
く
前
に
自
分
で
確
信

し
た
わ
け
で
す
ね
。
他
人
に
説
く
の
は
い
ち
ば
ん
簡
単
な
ん

で
す
が
、
自
分
を
説
き
伏
せ
る
と
い
う
こ
と
、
自
分
で
満
足

す
る
、
確
信
を

つ
か
む
と
い
う
こ
と
が
、
い
ち
ば
ん
基
本
に

な

っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

私
の
場
合
、
た
く
さ
ん
の
病
人
を
み
て
お
り
ま
し
て
、
そ

れ
が
や
は
り
確
信
の
裏
づ
け
に
な
る
わ
け
で
す
。
エ
イ
ズ
も

プ
ラ
ジ
ル
で
は
、
ひ
ど
い
も
の
で
す
。
エ
イ
ズ
天
国
で
す
ね
。

天
国
を
目
ざ
す
者
が
エ
イ
ズ
に
な
る
、
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
が

そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
も
の
す
ご

い
も
の
で
す
。
私
の

と
こ
ろ
に
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
、
こ
れ
は
北
米
と
南
米
は

エ
イ
ズ
の
競
争
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
く
ら
い
に
や

っ
て
き
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
病
気
、
ガ
ン
は
も
ち
ろ
ん
や

っ
て

き
ま
す
。
エ
イ
ズ
だ
ら
け
で
す
。
特
に
プ
ラ
ジ
ル
は
カ
ー
ニ

パ
ル
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
カ
ー
ニ
バ
ル
と
い
う
の
は
馬
鹿
騒

ぎ
す
る
ん
で
す
が
、
あ
れ
は
黒
人
が
奴
隷
と
し
て
連
れ
て
こ

ら
れ
て
、
徹
底
的
に
し
い
た
げ
ら
れ
て
、
人
種
差
別
な
ん
て

い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
家
畜
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た

ん
で
す
か
ら
、
南
米
に
は
人
種
差
別
は
な
い
、
な
ん
て
言
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
。
も
の
す
ご
く

ひ
ど
い
で
す
。

北
米
は
南
米
ほ
ど
、
自
と
黒
が
ま
じ
わ
ら
な
か

っ
た
ん
で

す
。
ま
じ
わ
ら
な
か

っ
た
か
ら
、
そ
こ
に
闘
い
が
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
南
米
は
、
ま
じ
っ
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
。
天
国

で
す
か
ら
簡
単
に
ま
じ

っ
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

黒
と
自
の
中
間
が
で
き
て
し
ま

っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
差
別

が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
実
は
差
別

が
複
雑
に
あ
る
わ
け
で
す
。
今
で
も
差
別
反
対
の
組
織
が
南

米
で
は
強
い
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
真
ん
中
に
な

っ
た
連
中
が
、
ど

っ
ち
に
つ
い

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
ど
う
し
て
も
社
会
の

上
層
に
入

っ
て
い
け
な
い
よ
う
な
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
ん

で
す

。
学
校
に
し
て
も
軍
隊
に
し
て
も
、
黒
人
は
で
き
る
だ

け
避
け
て
し
ま
う
よ
う
な
具
合
に
な

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

一
年
間
、
不
満
が
い
っ
ぱ

い
た
ま

つ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ

れ
が
、
カ
ー
ニ
パ
ル
で
バ
ー
ン
と
爆
発
す
る
ん
で
す
。
こ
れ

は
、
の
ろ
わ
れ
た
爆
発
で
あ

っ
て
、
あ
れ
に
参
加
す
る
の
は

黒
人
だ
け
で
す
。
国
が
カ
ー
ニ
バ
ル
を
ド
ン
ド
ン
奨
励
す
る

の
は
、
黒
人
の
不
満
を
発
散
す
る
た
め
の
政
策
で
す
。

そ
う
い
う
国
で
す
か
ら
、
南
米
で
も
熱
帯
に
寄

っ
た
地
方

は
エ
イ
ズ
の
条
件
が
そ
な
わ

っ
て
い
る
ん
で
す
。

「
エ
イ
ズ

は
恐
ろ
し
い
。
現
代
の
黒
死
病
だ
」
と
盛
ん
に
宣
伝
し
ま
す

け
れ
ど
も
、
反
対
に
、
安
易
に

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を

や
れ
ば

エ
イ
ズ
が
治
り
ま
す
」
と
言
う
こ
と
も
、
こ
れ
も
危

険
で
す
。
逆
に
大
き
な
反
発
を
食
う
わ
け
で
す
。
マ
ク
ロ
ビ
・

オ
テ
ィ
ッ
ク
を
や

っ
た
ら
、
ど
ん
な
エ
イ
ズ
で
も
簡
単
に
治

る
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
で
す
。

マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
を
や

っ
て
治
る
場
合
に
は
、
治
る
条
件
が
あ
る

わ
け
で
す
。
治

っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
治

っ
て
い
な
い
ん
で

す
。「病

人
」
を
治
す

エ
イ
ズ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
病

気
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
す
。
病
気
と
い
う
の
は
人
間
の

問
題
で
あ

っ
て
、

「病
気
」
で
は
な
く
て

「病
人
」
が
問
題

な
ん
で
す
。

「病
気
」
が
治

っ
た
よ
う
な
結
果
が
出
る
け
れ

ど
も
、

「病
人
」
は
治

っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
私
の
と
こ
ろ

に
エ
イ
ズ
の
患
者
が
た
く
さ
ん
来
ま
す
。
ひ
ど
い
の
に
な
る

と
、
エ
イ
ズ
を
診
て
い
た
医
者
が
エ
イ
ズ
に
か
か

っ
て
、
や

っ
て
き
ま
す
。

自
分
が
ひ
ど
い
日
に
あ
え
ば
、
誰
だ

っ
て

一
生
懸
命
に
な

り
ま
す
よ
。
だ
か
ら
、
南
米
で
も

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
以

上
に
伸
び
て
い
る
も
の
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
特
に
、

自
然
療
法
、
自
然
医
学
と
か
、
全
体
医
学
と
か
、
ホ
メ
オ
パ

シ
ー
な
ど
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
か
ら
見
た
ら
、

マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
な
ん
か
、
本
当
に
ゴ

マ
粒
の
よ
う
な
存
在
で
す

が
、
簡
単
に
広
ま

っ
て
も
危
険
で
す
。
上

っ
つ
ら
だ
け
で
広

が

っ
て
も
、
次
に
は
サ
ー
ッ
と
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
が
、
も
し
伝
染
病
の
よ
う
に
広
が

っ
て
も
、

こ
れ
は
危
険
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
う
わ
つ
い
た
調
子
で
、
た
だ

マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
は
素
晴
ら
し
い
、
と
言
う
こ
と
は
危
険
で
す
。

コ
ツ
コ
ツ
と
、
こ
の
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
素
晴
ら
し
さ

と
い
う
も
の
を
全
身
で
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

エ
イ
ズ
の
患
者
に
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
や
ら
せ
る
と
、

た
し
か
に
症
状
は
消
え
る
ん
で
す
。
症
状
が
消
え
た
、
と
い

う
こ
と
と
、
治

っ
た
と
い
う
こ
と
は
違
う
ん
で
す
。

安
易
に
や

っ
て
、
治

っ
た
と
。
と
こ
ろ
が
、
ま
た
出
て
き

た
。

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
ダ
メ
だ
」
と
い
いつ
き

つ
に

な
る
危
険
性
が
あ
る
ん
で
す
。
運
動
に
よ

っ
て
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
が
ダ
メ
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
素
晴
ら
し
さ
と
い
う
も
の
は
、
西

洋
で
は
、
徹
底
し
て
分
か
り
き

っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
素
晴
ら
し
さ
と
い
う
も
の
は
、
少
数

の
本
当
に
勉
強
す
る
人
間
は
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
「
こ
れ

は
素
晴
ら
し
い
、
こ
れ
以
外
に
は
な
い
ん
だ
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

今
、

「生
き
が
い
」
と
い
う
も
の
が
問
題
に
な

っ
て
い
ま

す
が
、
何
で
生
き
が
い
を
感
ず
る
か
、
と
い
う
と
、
人
類
の
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二
つ
の
問
題
は
、
ま
ず
、
病
気
と
貧
乏
と
争

い
で
す
。
こ
れ

が
人
類
の
三
悪
と
仏
教
な
ん
か
で
も
言

っ
て
い
ま
す
。
政
治

の
ね
ら
い
も
経
済
の
ね
ら
い
も
教
育
の
ね
ら
い
も
、
み
ん
な

こ
れ
を
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
ね
ら
い
も
、
た
だ

「病

気
」
治
し
で
は
な
い
で
す
ね
。

「病
人
」
を
健
康
な
人
に
転

換
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
桜
沢
先
生
は
、
も
の
す
ご
い
も

の
を
残
し
て
い
る
ん
で
す
。
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
を
残
し
て
い
る
ん
で
す
。
桜
沢
先
生
が
二
十
年
前
に
亡

く
な

っ
て
、
そ
れ

っ
き
り
弟
子
が
伸
び
な
い
と
い
う
の
で
は

問
題
が
あ
る
、
と
思
う
ん
で
す
。

私
の
場
合
、
現
代
の
人
々
が
ひ
ど
い
目
に
あ

っ
て
い
る
と

い
う
と
、
自
分
が
そ
れ
ま
で

「
こ
れ
だ
！
」
と
思

っ
て
い
た

も
の
が
本
物
で
あ
る
か
ど
う
か
、
自
分
が
生
存
す
る
時
に
役

立
つ
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
い
や
で
も
試
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
過
程
を
へ
て
、

「
や
は
り
、

こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
」
と
分
か
る
と
、
そ
こ
で
発
展
し
ま
す
。

疑
わ
ぎ
る
者
は
救
わ
れ
ず

そ
う
い
う
か
た
ち
で
、
こ
の
素
晴
ら
し
さ
と
い
う
も
の
を

時
代
と
共
に
確
か
め
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
今
回
、
パ

リ
で
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
に
入
れ
た
ん
で
す
が
、

「疑
わ

ぎ
る
者
は
救
わ
れ
ず
」
と
。
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
で
す

が
。
だ
か
ら
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
に
対
し
て
も
、

そ
の
教
え
に
対
し
て
も
、
疑
い
を
持
た
な
か

っ
た
ら
、
そ
の

人
間
は
伸
び
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
は
、

マ
ク

ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
よ

っ
て
救
わ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

す
。教

え
に
対
し
て
疑
間
を
持
た
な
か
っ
た
ら
、
本
当
の
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
発
見
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ

か
ら
、
「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
素
晴
ら
し
い
」
と
い
っ
て

絶
対
視
し
て
し
ま

っ
た
ら
、
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
に
お
ち
い
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。

「狂
信
」
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
桜

沢
先
生
に
直
接
教
え
を
受
け
た
方
も
た
く
さ
ん
い
て
、
そ
の

中
の

一
人
が

「あ
な
た
は
桜
沢
先
生
の
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
る

こ
と
に
反
対
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
ん
で
す
。

「桜
沢
先
生

は
、
万
人
を
信
じ
て
、
絶
対
疑
い
を
持

っ
て
は
い
け
な
い
」

と
言

っ
て
い
る
の
に
、

「疑
い
を
持
た
な
か

っ
た
ら
、
そ
の

人
間
は
救
わ
れ
な
い
」
と
言

っ
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と

だ
、
と
言
う
ん
で
す
。
「反
対
を
言

っ
て
い
る
で
は
な
い
か
」

しこ
。そ

こ
で
、
私
は

「桜
沢
先
生
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
お

っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
す
」
と
。
私
は
三
十

一
年
間
、
毎
日
毎
日
、
桜
沢

先
生
の
本
を
読
ん
で
き
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
ど
の
本
の
ど

こ
に
何
が
書
い
て
あ
る
か
覚
え
て
い
ま
す
が
、
や
は
り

「万

人
を
友
と
せ
よ
。
人
を
疑

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

は
説
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
百
も
承
知
な
ん
で
す
。
そ
こ

で
、
あ
え
て

「疑
い
を
持
た
な
い
者
は
救
わ
れ
な
い
」
と
言

う
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
、
西
洋
の
人
の
中
に

も
カ
チ
カ
チ
の
ま
じ
め
な
方
が
い
ま
す
か
ら
、

「そ
れ
は
け

し
か
ら
ん
」
と
、
食

っ
て
か
か
る
。

そ
こ
で
私
が

「お

っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
桜
沢
先
生
は
確

か
に
そ
う
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時

に
、何
も
の
を
も
信
じ
て
は
い
け
な
い
、
と
言

っ
て
い
ま
す
。

「
ノ
ン
ク
レ
ド
、
ノ
ン
ク
レ
ド
』
と
い
う
歌
が
あ
る
で
し
ょ

う
」
と
答
え
た
ん
で
す
。

桜
沢
先
生
で
も
、
ひ
と
口
で
真
理
を
説
く
と
い
う
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
説
い
て
お
ら
れ

ま
す
か
ら
、
体
験
を

へ
て
く
る
と
意
味
が
分
か
る
ん
で
す
け

れ
ど
、
や
は
り
本
当
に
疑
い
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
本
当
に

確
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。

い
ち
ば
ん
キ
リ
ス
ト
を
疑

っ
た
弟
子
が
、
ペ
テ
ロ
と
い
う

人
で
す
ね
。
ペ
テ
ロ
と
い
う
の
は

「石
」
と
い
う
意
味
だ
そ

う
で
す
が
、
ペ
テ
ロ
は
本
当
に
石
み
た
い
に
頭
が
固
く
て
、

な
か
な
か
他
人
の
言
う
こ
と
を
信
用
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
。

西
洋
人
に

「
ペ
テ
ロ
」
と
い
う
名
前
の
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
が
、
名
前
の
せ
い
か
ど
う
か
、
石
み
た
い
に
馬
鹿
ま
じ
め

な
ん
で
す
ね
。
な
か
な
か
信
じ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、　
一
度

信
じ
た
ら
石
み
た
い
に
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
。

聖
書
に
も

「
ペ
テ
ロ
は
イ
エ
ス
を
三
回
疑

っ
た
」
と
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
言

っ
て
い
る
の

で
あ

っ
て
、
本
当
は
三
千
回
、
三
万
回
疑

っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
自
分
の
い
ち
ば
ん
大
事
な
師
を
三
回
も
深
く
疑

っ

た
、
と
い
う
。
そ
の
、
い
ち
ば
ん
疑

っ
た
弟
子
が
、
完
全
に

イ
エ
ス
を
信
ず
る
よ
う
に
変
わ

っ
た
わ
け
で
す
ね
。

だ
か
ら
、
ま
ず
自
分
を
疑
え
、
と
言

っ
て
い
る
ん
で
す
。

何
も
他
人
を
疑
え
、
と
言

っ
て
い
る
ん
で
は
な
い
で
す
。
た

と
え
ば
、
こ
の
人
が
説
い
て
い
る
こ
と
は
立
派
だ
、
と
。
そ

れ
を
信
じ
る
前
に
自
分
を
疑
ぐ
り
な
さ
い
、
と
言

っ
て
い
る

ん
で
す
。
ま
ず

「汝
自
身
を
知
れ
」
。
「知
る
」
に
は
、
ま
ず

「疑
り
」
が
後
か
ら
後
か
ら
出
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
、

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
が
分
か
っ
た
」
と
い
う
時
点

で
、
こ
れ
が
問
題
な
ん
で
す
。
私
は
そ
れ
を
言
い
た
い
ん
で

す
。

「私
は
分
か
っ
た
」
と
言
う
自
信
が
あ
ま
り
な
い
ん
で

す
よ
。

私
は
桜
沢
先
生
の
弟
子
の
中
で
も
、
い
ち
ば
ん
の
出
来
そ

こ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
ん
で
す
。
皆
さ
ん
は
桜

沢
先
生
の
言

っ
た
こ
と
を

「分
か
っ
た
」
と
い
う
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
、
私
は
、
石
頭
の
せ
い
か
ど
う
か
、
ま
だ
ま
だ

分
か
ら
ん
と
。
特
に
、
現
実
の
社
会
で
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
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ク
運
動
を
進
め
た
場
合
に
、
い
ろ
ん
な
問
題
に
ぶ
つ
か
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
自
分
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
対
す
る
理

解
の
問
題
を
言

っ
て
い
る
ん
で
す
。
私
の
場
合
に
は
、
な
ん

だ
、
ま
だ
こ
ん
な
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

「対
話
」
が
運
動
の
基
本

特
に
、
東
洋
と
西
洋
は
、
考
え
方
が
違

い
ま
す
か
ら
ね
、

一
方
的
に
、
こ
う
こ
う
と
講
義
し
て
、
ハ
イ
そ
れ
で
終
わ
り
、

と
い
う
よ
う
な

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
の
進
め
方
で
は

な
く
て
、
共
に
学
ぼ
う
と
い
う
態
度
と
は
違
い
ま
す
。
共
に

学
ぶ
、
と
い
う
時
に
は
、
こ
ち
ら
が
言
う
、
そ
れ
に
相
手
が

反
論
す
る
、
そ
れ
に
答
え
る
、
と
い
う

「対
話
」
が
基
本
に

な
り
ま
す
。

「対
話
」
が
な
か

っ
た
ら
、
本
当
の
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
と
い
う
も
の
は
あ
り
え
な
い
で
す
。
強
い

人
間
関
係
が
出
来
て
、
社
会
に
伸
び
て
い
く
と
い
う
こ
と
は

な
い
で
す
。

「対
話
」
そ
の
も
の
が
、

マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
の
基

本
的
な
運
動
だ
、
と
思
う
ん
で
す
。
「思
う
」
じ
ゃ
な
く
て
、

私
の
場
合
、
確
信
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
自
分
自
信
に
疑
問

を
持
つ
ん
だ
か
ら
、
相
手
も
こ
の
次
元
で
は
分
か
ら
な
い
だ

ろ
う
、
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
私
は
疑
間
を
持
ち
な
さ
い
、

と
言

っ
て
い
る
ん
で
す
。

最
近
思
う
こ
と
は
、
南
米
は
い
ろ
い
ろ
な
宝
石
の
産
地
な

ん
で
す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
か
ア
メ
ジ
ス
ト
と
か
、
い
ろ
い

ろ
な
宝
石
が
た
く
さ
ん
出
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
研
摩
機
に
か

け
て
、す
ぐ
形
が
出
来
て
し
ま
う
よ
う
な
の
は
安
い
ん
で
す
。

硬
い
も
の
ほ
ど
値
段
が
高
い
。
磨
く
の
が
大
変
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
硬
く
て
磨
く
の
に
手
間
が
か
か
る
も
の
ほ
ど
、
中
か

ら
何
と
も
言
え
な
い
光
が
出
て
く
る
ん
で
す
。

そ
う
い
う
の
を
見
て
考
え
る
と
、
人
間
で
も
簡
単
に
、
ハ

イ
、
分
か
り
ま
し
た
、
と
い
う
の
は
ダ
メ
で
、
疑

っ
て
疑

っ

て
、
先
生
を
手
こ
ず
ら
す
よ
う
な
の
こ
そ
、
も
の
に
な
る
ん

で
は
な
い
か
、
と
思
う
ん
で
す
。

私
な
ん
か
頭
が
硬
い
の
か
、
簡
単
に
分
か
っ
た
、
と
い
う

感
覚
が
出
て
こ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
対
話
を
し
て
い
て

も
、
自
分
自
身
と
の
対
話
で
す
。
桜
沢
先
生
は
「自
己
批
判
」

と
い
う
こ
と
を
お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
「自
己
批
判
」
と
い

う
の
は

「自
己
対
話
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
桜
沢
先
生
が
い

ろ
い
ろ
な
言
葉
を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
が
ど
ん
ど

ん
現
代
に
生
き
て
き
ま
す
。

「自
己
対
話
」
と
い
う
こ
と
は

「自
己
批
判
」
な
ん
で
す
。
自
分
と
対
話
し
て
、
分
か
ら
な

い
。
そ
れ
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
す
る
わ
け
で
す
。

結
局
、
疑
問
だ
ら
け
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
自
分
の
硬
さ
と

い
う
も
の
を
、
宝
石
の
例
の
よ
う
な
自
然
現
象
か
ら
見
ま
し

て
、
私
も
な
か
な
か
カ
ド
が
取
れ
な
い
。
自
己
弁
護
す
る
わ

け
で
は
な
い
で
す
が
、
硬
さ
に
は
硬
さ
の
良
さ
が
あ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
た
た
か
れ
て
、
た
た
か
れ
て
、
耐
え

て
、
研
摩
さ
れ
た
も
の
が
素
晴
ら
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
も
の
は
遅
れ
ま
す
け

ど
、
あ
る
程
度
モ
ノ
に
な
る
と
光
り
ま
す
。

私
の
そ
う
い
う
限
界
か
ら
見
ま
し
て
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
と
い
う
も
の
の
素
晴
ら
し
さ
と
い
う
も
の
が
、結
局
、
私

が
私
に
対
し
て
疑
い
を
持

っ
て
い
る
か
ら
、
他
人
に
対
し
て

も

「分
か

っ
た
か
？
Ｌ
「分
か

っ
た
」
「私
も
分
か
ら
な
い
ん

だ
が
、
あ
ん
た
も
分
か
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
ね
」
と
問
く

わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
形
で
徹
底
的
な
対
話
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
自
然
に
病
気
が
治

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

「対
話

療
法
」
で
す
。
だ
か
ら
、
病
人
と
話
し
合

っ
て
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
私
と
対
話
し
て
い
る
間
に
８０
パ
‐
セ
ン
ト
の
症
状
は

消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
こ
れ
は
、
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
に
入
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
わ
け
で
す
。

「ゴ

ッ
コ
」
が
横
行

こ
こ
で
問
題
を
提
起
し
た
い
の
は
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
の
恐
ろ
し
さ
と
い
う
の
は
、
い
い
加
減
に
や

っ
て
も
症
状

が
消
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
今
、
イ
ン
チ
キ

・
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
び
こ
っ
て
い

る
ん
で
す
。
私
は
誰
々
の
弟
子
で
、
こ
れ
こ
れ
の
講
習
を
受

け
ま
し
た
。
二
年
間
、
ど
こ
ど
こ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
免

状
を
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
病
人
を
診
ま
す
、
治
し
ま
す
。

と
営
業
化
し
商
業
化
し
た
イ
ン
チ
キ
指
導
者
が
も
の
す
ご
く

多
い
ん
で
す
。

桜
沢
先
生
が
、
い
み
じ
く
も
喝
破
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
イ
ン
チ
キ
者
が
出
る
ぞ
、
マ
ヤ
カ
シ
者
が
出
る
ぞ
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
本
の
海
賊
版
が
出
る
ぞ
」
と
警
告

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ま
さ
に
、
海
賊
か
山
賊
か

知
ら
ん
け
れ
ど
も
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
イ
ン
チ
キ
も

の
が
世
界
中
に
氾
濫
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
大
変
な

こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
ま
だ

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
な
い
ん
で
す

よ
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
マ
ネ
ゴ
ト
で
す
。
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
の

「ゴ

ッ
コ
」
が
、
も
の
す
ご
い
で
す
。
本
当

の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
と
い
う
も
の
は
、
ま
だ
ま
だ

闘
い
を
続
け
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

「ゴ

ソ
コ
」
は
世
界
中
に
広
が

っ
て
い
る
。
こ
の
連
中
が
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
を
台
な
し
に
し
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
を
、
わ
れ
わ
れ
は
越
え
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

イ
ン
チ
キ
・
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
も
症
状
が
消
え
る
、

と
言
い
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
病
人
で
も
、
病
院

へ
行

っ
た
ら

症
状
が
消
え
る
ん
で
す
。
病
院
に
来
た
、
あ
あ
治
し
て
も
ら

え
る
。
医
者
に
話
を
聞
い
て
も
ら
え
て
、
薬
を
も
ら

つ
て
、

そ
れ
で
痛
み
が
消
え
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
、
生
半
可
な

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
も
症
状
が
消
え

る
。
消
え
る
と
、

「ま
あ
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
素
晴

ら
し
い
」
と
。
や

っ
た
方
も

（あ
あ
、
オ
レ
の
腕
は
大
し
た

も
の
だ
）
と
な
る
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
テ
ン
グ
に
な

っ
た
連

中
が
、
た
く
さ
ん
い
る
ん
で
す
。

ま
ず
、
本
を
読
む
と
、
こ
う
い
う
も
の
が
悪
い
、
こ
う
い

う
も
の
は
い
い
、
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
だ
い

た
い
、
み
ん
な
常
識
で
知

っ
て
い
る
ん
で
す
。
自
然
食
は
い

い
、
と
い
う
こ
と
は
知

っ
て
い
て
も
、
日
常
の
つ
き
あ
い
か

ら
、あ
れ
を
食
い
た
い
、
こ
れ
を
飲
み
た
い
、
と
い
う
習
慣
か

ら
抜
け
ら
れ
な
く
て
、
な
ん
と
な
く
や

っ
て
い
る
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
限
界
が
来
て
、
病
気
に
な
る
ん
で
す
。
そ

の
時
点
ま
で
は
、
病
気
に
な
る
よ
う
な
習
慣
が
続
い
て
い
る

ん
で
す
。
そ
し
て
病
院
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
習
慣
が
バ

ッ
と
断
た
れ
る
。
好
き
勝
手
に
物
を
食

っ
た
リ
タ
バ
コ
を
吸

っ
た
り
で
き
な
く
な
る
ん
で
す
。
そ
の
、
病
気
に
な
る
習
慣

を
断
た
れ
る
か
ら
症
状
が
消
え
る
ん
で
す
。

そ
れ
と
同
じ
こ
と
が

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
も
言
え
る

ん
で
す
。
い
ろ
い
ろ
知
識
と
し
て
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を

知

っ
て
い
て
も
、
実
際
に
指
導
を
受
け
て
、
悪
い
も
の
を
い

よ
い
よ
や
め
る
。
や
め
た
だ
け
で
症
状
は
消
え
ま
す
よ
。

マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
消
え
た
ん
で
は
な
い
ん
で
す
。
悪
い

も
の
を
断

っ
た
か
ら
消
え
た
ん
で
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
は
、
そ
れ
か
ら
始
ま
る
ん
で
す
。

エ
イ
ズ
な
ん
か
で
も
、
症
状
は
消
え
て
な
く
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
治
り
ま
せ
ん
。
病
人
を
治
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
エ
イ
ズ
は

「人
間
の
病
気
」
で
す
。
エ
イ
ズ
に
な
る

に
は
、
エ
イ
ズ
の
ビ
ー
ル
ス
が
入

っ
た
か
ら
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
。
人
間
的
に
エ
イ
ズ
に
な
る
よ
う
な
習
慣
が
つ
い
た

か
ら
、
エ
イ
ズ
に
な
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
習
慣
を
治

さ
な
か

っ
た
ら
ダ
メ
で
す
。
習
慣
、
傾
向
で
す
。
ど
う
い
う

習
慣
を
持

っ
た
人
間
と
自
分
は
つ
き
あ
う
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
う
い
う
も
の
に
よ

っ
て
決
ま

っ
て
く
る
ん
で
す
。

そ
う
い
う
習
慣
を
パ

ッ
と
断
た
な
け
れ
ば
、
治
り
ま
せ
ん
。

病
人
が
、
人
間
と
し
て
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
か
な
か

っ
た
ら
、

治
り
ま
せ
ん
。

ガ
ン
も
同
じ
で
す
。
ガ
ン
も
パ

ッ
と
消
え
ま
す
よ
。
そ
れ

で
治

っ
た
、
と
思

っ
た
ら
と
ん
で
も
な
い
で
す
。
そ
ん
な
生

や
さ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
医
学
を
わ
れ
わ
れ

は
、
な
め
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
進
歩
と
い
う
も
の
を
絶

対
に
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
現
代
医
学
の
医
者
が
た
く
さ
ん

マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
に
入

っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
同
時

に
私
も
連
中
の
中

に
入

っ
て
い
っ
て
い
ま
す
。
技
術
の
面
の

進
歩
は
大
し
た
も
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
も
、
も

っ
と
技
術
的

に
伸
び
る
余
地
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
運
動
と
い
う
の
は
、
何
も
の
を
も

否
定
し
な
い
ん
で
す
。
こ
こ
に
素
晴
ら
し
さ
が
あ
る
ん
で
す
。

一
切
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
気
違

い
は
気
違
い

な
り
に
素
晴
ら
し
さ
が
あ
る
ん
で
す
。

日
本
の
運
動
は
？

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
日
本
で
進
め
る
場
合
に
は
、
あ

る
面
に
は
良
さ
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
た
、
難
し
さ
が

あ
る
ん
で
す
ね
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
製
品
が
豊
富
で

あ

っ
て
、
ま
た
、
桜
沢
先
生
が
生
ま
れ
て
、
長
く
運
動
を
さ

れ
た
基
礎
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
昨
日
も
大
勢
の
方

が
集
ま
ら
れ
て
、
私
の
知
ら
な
い
人
が
多
く
て
、
さ
す
が
日

本
だ
な
、
と
驚
く
と
同
時
に
、
こ
ん
な
に
立
派
な
人
が
た
く

さ
ん
い
る
の
に
、
こ
れ
か
ら
日
本
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

運
動
は
、
ど
こ
ま
で
伸
び
て
、
世
界
の
運
動
を
リ
ー
ド
し
て

い
け
る
の
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
の
面
に
お
い
て
も
、
日
本
は
メ
ッ

カ
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
恥
ず
か
し
く

な
い
よ
う
な
基
礎
が
出
来
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

里
真
先
生
が
来
年
は
九
十
歳
に
な
ら
れ
る
。
里
真
先
生
は
果

た
し
て
満
足
し
て
自
分
の
人
生
の
締
め
く
く
り
を
さ
れ
る
こ

と
が
出
来
る
か
、
と
い
う
と
、
私
も
そ
の
責
任
の

一
端
を
考

え
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
ど
う
か
、
と
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
い
か
ん
で
は
な
い
か
、
と
。
あ
ん
な
に
多
く
の

人
が
集
ま

っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
運
動
の
厳
し
さ
、
こ
れ
を

痛
切
に
感
ず
る
ん
で
す
ね
。
日
本
は
世
界
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
セ
ン
タ
ー
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
。
外

国
か
ら
や

っ
て
き
た
、
イ
ン
チ
キ

・
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

に
よ

っ
て
日
本
が
影
響
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、

と
ん
で
も
な
い
、
と
い
う
ん
で
す
。

外
国
で
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
運
動
の
指
導
者
と
称
し
て

い
る
青
年
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
連
中
と
徹
底
的
に
議

論
し
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
日
本
の
運
動
を
も
の
す
ご
く
批

判
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ

な
疑
間
に
つ
い
て
、
活
発
に
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（〓
，
弓

パ
寿
‘
ｏ
〓
＼
ｎ
ｇ
”
］ゲ
日
”
∽
』
●
ｒ
ヨ̈
”
い
い
¨
―

ｒ
】げ
ｏ
『
ヽ
”
∝
ｐ
　
∽
謬
　
「
”
Ｌ
Ｐ

”
”
＞
∽
Ｈｒ
）
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パ
リ
で
Ｇ
・０
生
誕
祭

パ
リ
正
食
連
合
会
は
、
十
月
十
六
、
十
七
、

十
八
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
桜
沢
如

一
先

生
誕
生
記
念
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

パ
リ
は
サ
ン
ジ

ェ
ル
マ
ン

・
デ
プ
レ
近
く

に
あ
る
専
門
学
校
の
設
備
を
借
り
切

っ
て
、

Ｇ

・
０
記
念
物
品
と
写
真
と
、
フ
ラ
ン
ス
語

の
出
版
物
を
展
示
し
て

一
般
に
公
開
し
、
正

食
試
食
室
は
別
室
に
設
定
し
ま
し
た
が
、
押

す
な
押
す
な
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

一
方
、
五
百
人
を
収
容
で
き
る
講
堂
で
は
、

Ｇ

・
０
に
面
会
し
た
こ
と
の
あ
る
古

い
有
志

た
ち
の
講
演
が
あ
り
、
二
十
名
ほ
ど
の
フ
ラ

ン
ス
人
や
ベ
ル
ギ
ー
人
が
次
々
と
Ｇ

・
０
の

想

い
出
を
語
り
、
Ｐ
Ｕ
運
動
の
重
大
性
を
力

説
し
、
積
極
的
な
運
動
参
加
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
日
本
人
で
は
、
古
参
中
の
古
参
で
あ

る
清
水
ア
ン
ド
レ
氏
や
坂
口
登
氏
な
ど
と
小

生
が
順
々
に
壇
上
に
立

っ
て
所
信
を
語
り
ま

し
た
。

パ
リ
は
、
Ｇ

・
０
先
生
が

一
九
二
九
年
ご

ろ
か
ら
Ｐ
Ｕ
を
宣
布
す
る
た
め
に
半
生
を
注

ぎ
込
ん
だ
、
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
か
ら
五
十
八
年
目
に
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
、
世
に
知
ら
そ
う
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
人

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
プ
に
よ
る
企
画
で
し
た
。

三
日
間
の
参
加
者
は
、
の
べ
五
百
名
と
い
う

思
い
が
け
な
い
盛
況
で
、
商
業
雑
誌
記
者
三

名
も
取
材
に
来
ま
し
た
。

御
逝
去
後
、

２．
年
た

っ
た
今
、
先
生
が
パ

リ
で
ま
す
ま
す
慕
わ
れ
、
な

つ
か
し
が
ら
れ

て
い
る
の
を
目
の
あ
た
り
に
見
る
の
は
、
大

い
な
る
感
動
で
し
た
。
そ
れ
は
、

２．
年
前
に
、

御
逝
去
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
か
ら
三
日
間

に
数
百
名
の
人
々
が
ラ
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
街
に

押
し
か
け
、
列
を
作

っ
て
焼
香
し
た
時
に
味

わ
っ
た
感
動
を
上
ま
わ
る
も
の
で
し
た
。

今
回
の
企
画
を
見
事
に
成
功
さ
せ
た
パ
リ

正
食
連
合
会
ば
、
従
来
パ
リ
中
に
分
立
割
拠

し
て
き
た
正
食
セ
ン
タ
ー
全
部
を
統

一
す
る

会
で
、
イ
ツ
リ
ヤ
ー
グ
博
士
や
リ
ヴ
ィ
エ
ー

ル
夫
人
を
中
心
に
し
て
昨
年
発
足
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
組
織
力
の
強
さ
が
、
今
回
フ
ラ

ン
ス
中
で
認
識
さ
れ
、
拍
手
を
浴
び
ま
し
た

が
、
数
年
後
に
は
、
既
存
の
全
フ
ラ
ン
ス
連

合
会
を
吸
収
し
、
改
め
て
フ
ラ
ン
ス
統

一
連

盟
に
な
る
話
し
合
い
が
進
ん
で
い
ま
す
。

●
パ

リ

正

食

連

合

会

〈
ム
　
　
長
／
Ｊ

・
イ
ツ
リ
ヤ
ー
グ

（医
博
）

事
務
局
長
／
Ｐ

。
エ
チ
ェ
ヴ
ェ
リ
（事
業
家
）

〈
バ
　
　
計
／
Ｄ

・
ジ
ュ
ベ
ー
ル

（会
計
士
）

名
誉
会
長
／
Ｆ

・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル

名
誉
会
長
／
吉
見
ク
リ
マ
ッ
ク

顧
　
　
問
／
Ｒ

・
レ
ヴ
ィ

／
Ｇ

。
マ
サ

／
Ａ

・
サ
ブ
レ
　
　
（敬
称
略
）

公
〕
ｏ
】】ｏ
ｏ
”一ヽ
　一マ【”
ｏ
「ｏ
σ】ｏ
一一ｏ
●ｏ
　
「
”
”】∽
】ｏ
つ
ヽ

「
０　”
“ｏ
　一
‘
　
弓
ｒｏ、”
”『
ｏ
・
ヽ
い〇
】い　『）●
『
】∽
）

（吉
見
ク
リ
マ
ッ
ク
記
）
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リ

マ
ク

ツ
キ
ン
グ

ア
カ
デ
ミ
ー
修
了
試
作
会

●
‐２
月
６
日

（日
）
、
リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

・

ア
カ
デ
ミ
ー
秋
期
、
通
算
第
４９
期
の
修
了
試

作
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

あ

い
に
く
東
京
地
方
は
初
雪
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
苦
心
の
作
品
が
提
出
さ
れ
、
桜
沢

里
真
校
長
は
じ
め
講
師
の
先
生
方
か
ら
講
評

が
あ
り
、
免
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ラ

ン
ス
か
ら
来
ら
れ
て
い
る
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
夫

人
、
中
村

エ
ブ
氏
、
吉
見
ク
リ
ム
氏
、
牛
尾

盛
保
副
会
長
も
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
免
状
を
授
与
さ
れ
た
方
々
は
次
の

通
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

＊
初
級
―
若
松
彩
子
、
牧
ロ
ミ
ハ
ル
、
角
田

明
子
、
村
上
実
香
、
清
水
隆
子
、
戸
部
有
美

子
、
疋
田
美
菜
子
、
田
米
秀
子
、
大
橋
亜
紀
、

沼
田
繁
子
、
田
村
洋
子
、
富
岡
敬
、
曽
谷
弥

生
、
内
川
る
み
、
石
井
け
い
ｒ
、
鐘

ケ
江
恵

美
子
、
シ
ャ
ウ
プ

・
リ
ン
ダ
、
比
嘉
利
代
江

＊
中
級
―
比
嘉
利
代
江
、
金
沢
と
み
子
、
奈

良
幸
子
、
滝
川
峰
、
島
崎
明
子
、
中
山
暁
子
、

大
川
智
玖
左
、
下
田
袈
津
子
、
五
十
嵐
歳
枝
、

江
口
由
佳
子
、
小
原
栄
子
、
百
合
田
麻
記
子
、

恒
川
通
泰
、
高
松
良
士
子

＊
上
級
―
大
石
尚
子
、
矢
部
和
子
、
藤
森
萬

理
、
安
藤
和
子
、
本
幡
恵

＊
師
範
―
矢
部
和
子
、
薮
下
京
子
、
中
川
美

星
、
内
田
富
美
子
、
川
日
智
世
、
月
花
愛
子
、

須
藤
美
智
子
、
尾
形
瀧
子

　

　

（敬
称
略
）

高
崎

「正
食
医
学

講
座
」
を
終
え
て

一
昨
年
九
月
、
群
馬
支
部

（支
部
長
／
佐

藤
高
史
氏
）
発
足
時
に
、
高
崎
で
正
食
医
学

y魏愛疱絋ξ豪馨‐.
▲終了試作会の記念撮影。上、昼の部、下、夜の部。
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講
座
の
開
催
を
要
望
し
ま
し
た
。
日
本
Ｃ
Ｉ

本
部
は
こ
れ
を
快
諾
し
て
下
さ
り
、
今
年
五

月
か
ら
少
林
山
達
磨
寺
を
会
場
に
、
こ
の
十

一
月
、
無
事
に
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

高
崎
と
い
う
地
方
都
市
で
開
催
で
き
た
の

は
、
会
場
の
達
磨
禅
寺
の
ご
理
解
と
好
意
を

は
じ
め
と
し
て
、
群
馬
県
内
の
会
員
諸
氏
の

熱
意
と
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
事
務
局
の
速
応
の

お
か
げ
で
し
た
。

平
均
す
る
と
四
十
名
前
後
、
延
べ
二
百
五

十
名
ほ
ど
の
出
席
者
で
し
た
。
皆
、
熱
意
あ

る
方
ば
か
り
で
、
特
に
、
北
海
道
、
兵
庫
、

京
都
、
金
沢
、
新
潟
な
ど
と
遠
方
か
ら
の
皆

勤
者
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

今
回
の
高
崎
会
場
の
特
色
は
、
「正
食
医
学

講
座
」
と

「禅
研
修
」
が
同
時
修
行
で
、
密

度
の
濃

い
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
し
た
。
本
格
的

な
禅
修
行
を
も
研
修
で
き
て
喜
ぶ
人
、
修
行

を
き
び
し
く
感
じ
て
休
ん
で
し
ま

っ
た
人
、

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
最
後
ま
で
出
席
し

た
人
の
立
居
振
舞

い
は
最
初
と
は
見
違
え
る

変
わ
り
よ
う
で
し
た
。

さ
て
、
気
づ

い
た
こ
と
を
個
条
書
き
に
報

告
し
ま
す
。

①
テ
キ
ス
ト
の
充
実
。
講
義
に
密
着
し
た
最

新
の
資
料
と
要
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の

を
要
望
し
ま
す
。

②
講
義
と
講
義
の
間
の
休
憩
時
間
に
は
、
必

ず
何
か
し
ら
の
気
分
転
換
の
指
導
を
ス
タ
ッ

フ
は
気
配
り
し
て
下
さ
い
。

③
耳
や
目
の
不
自
由
な
人
な
ど
に
、
あ
ら
か

じ
め
申
し
出
を
受
け
、
十
分
に
受
講
で
き
る

よ
う
配
慮
し
て
下
さ
い
。

④
食
事
は
、
今
回
は
禅
作
法
に
し
た
が

っ
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
通
常
と
大
変
に
違

っ
た
初
め
て
の
体
験
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
席
に
着
い
て
、
食
前
の
作
法
に
始
ま
り
、

音
を
た
て
ず
に
食
器
や
箸
を
扱
う
法
、
食
事

中
は
正
座
を
守
り
、
お
し
ゃ
べ
り
や
食
べ
残

し
厳
禁
、　
一
切
れ
の
た
く
あ
ん
で
湯
茶
に
よ

る
食
器
の
洗

い
を
す
ま
せ
、
片
づ
け
終
了
ま

で
、
か
な
り
神
経
を

つ
か
う
食
作
法
に
窮
屈

を
感
じ
た
人
も
あ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
ス
マ
ー
ト
に
行
な
う
の

が

「健
康
の
七
大
条
件
」
の

一
つ
で
、
参
考

に
な
る
、
よ
い
体
験
で
し
た
。

⑤
料
理
は
、
吉
成
先
生
を
は
じ
め
、
ス
タ
ッ

フ
、
地
元
の
有
志
の
心
こ
も

っ
た
調
理
で
、

毎
食
た
の
し
み
な
、
お
い
し
い
ご
馳
走
で
し

たた
。

⑥
さ
て
、
今
回
も

っ
と
も
報
告
し
た
い
こ
と

の

一
つ
は
、
こ
の
六
カ
月
間
に
お
よ
ぶ
講
座

の
お
か
げ
で
、
た
く
さ
ん
の
難
病
者
が
、
め

ざ
ま
し
い
快
方
に
向
か

っ
た
り
、
治

っ
た
り

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、

大
森
先
生
の
個
人
相
談
を
受
け
、
忠
実
に
実

行
し
た
人
た
ち
で
す
が
、
十
数
年
来
の
悪
性

リ
ュ
ー
マ
チ
、慢
性
ぜ
ん
そ
く
、
精
神
病

（分

裂
症
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
）、
不
妊
症
、
や
や
短
期

で
は
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
胃
カ
イ
ヨ
ウ
、

以
上
の
人
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
治
り
、
結
腸
ガ

ン
、
肝
臓
ガ
ン
、
自
血
病
、
高
血
圧
、
ベ
ー

チ
ェ
ッ
ト
病
、
乱
視
、
近
眼
、
蓄
膿
症
、
こ

れ
ら
の
人
た
ち
は
正
食
実
践
中
で
、
好
転
を

自
覚
で
き
て
お
り
、
正
食
医
学
の
効
果
に
、

改
め
て
賛
嘆
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
受
講
者
の
懇
談
会
で
、
小
林
セ
ツ

さ
ん

（群
馬
食
養
友
の
会
顧
問
）
か
ら
、
脳

出
血
の
時
の
緊
急
対
策
に
、
近
い
所
、
十
数

軒
が
冷
蔵
庫
に
豆
腐
を
必
ず

一
丁
以
上
常
備

し
て
、

い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合
う
共
済
グ

ル
ー
プ
を
作

っ
て
は
、
と
い
う
案
が
提
唱
さ

れ
た
。
問
合
せ
は
群
馬

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク

・
セ
ン
タ
ー
、
電
話
／
罵
認
出
Ｎ
占
あ
一
。

（石
田
英
湾
）

生
徒
募
集
中

詩

を
吟

じ

て
健
康

に
な

ろ
う

人

生
を
楽

し
も
う

詩
吟

・
和
歌

の
朗
詠

漢
詩
の
鑑
賞
、

希
望
者
に
は
作
り
方
も
教
え
ま
す

縦
墨
百
日
一
毎
週
水

曜
日
（
六
時
半
～
八
時
半
）

一
月

二

十

日

よ

り

教
　
場

日
本
Ｃ
Ｉ
協
ムニ△二館

●
０

３

・
４

６

９

・
７

６

３

１

闇
ス

ロ
せ

　

　

　

●

３

８

４

・
０

２

８

７

月
　
謝
　
月
四
回
で
四
千
円

（
別
に
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト
代
千
五
百
円
）

一講

　

一帥

　

年
金
基
金
セ
プ

ン
シ
テ
ィ
学
園
吟
詠
講
師

詩
吟
神
風
流
総
元
代
範

伊

森

神

東

土日 ア プ 発 イテ .4ノ

大森英桜 食 養手 当法

大森英桜
人間はどこから

来たか

こう

大森英桜 女の業について

PU正食医学の秘伝を公開 ′ 日
常ありふれた食品を使って、誰で
も家庭で手当をする法。新方法も
発表 .′

我々はどこから来たか? この素

朴な問いに、大宇宙の成り立 ちか

ら説きおこした貴重な講義。

むかし、仏門、修行場にあった「女
人禁制」の戒律。男と女の ミ性ミ

のちがい、女性のもつ 業`ミ
(カ

ルマ)の 問題を解明 .′

90分 ×2本

60分 ×2本

60分 ×2本

¥4000
T 240

¥2600
T 240

¥2600
〒 240
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桜沢里真

1月 の食養料理

一
、
そ
ば
ろ
入
り
い
な
り
ず
し

●
材
料
／
う
す
掲
げ

（８
枚
）
、
人
参

（ｍ

ｅ

、
玄
米

（３
カ
ツ
プ
）
、
豆
腐

（２
分
の
１
丁
）
、
善
油
、
ゴ
マ

油
、
自
然
塩
、
ゆ
ず

の
皮

（少
々
）
、
み
か
ん

（２
個
）

①
う
す
揚
げ
は
横
２
つ
に
切
り
開
き
、
熱
湯
を
く
ぐ
ら

せ
油
抜
き
す
る
。
大
さ
じ
１
の
醤
油
に
出
し
汁
カ
ッ
プ

ー
の
割
の
汁
で
、
水
が
な
く
な
る
ま
で
煮
て
お
く
。

②
玄
米
は
、
カ
ッ
プ
４
の
水
と
小
さ
じ
２
分
の
１
の
塩

を
圧
力
鍋
に
入
れ
、
洗

っ
た
玄
米
を
入
れ
て
、
ふ
っ
く

り
炊

い
て
お
く
。

③
豆
腐
は
、
手
で
バ
ラ
リ
と
さ
せ
、
小
さ
じ
２
の
油
で
、

つ
ぶ
し
な
が
ら
よ
く
炒
り
、
と
き
ど
き
鍋
を
火
か
ら
お

ろ
し
、
布
巾
の
上
に
の
せ
、
余
熱
で
ま
ぜ
な
が
ら
細
か

く

つ
ぶ
す
。
こ
れ
を
く
り
返
し
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
ま

で
炒
り
、
塩
小
さ
じ
２
分
の
１
、
醤
油
小
さ
じ
２
で
味

を

つ
け
、
よ
く
ま
ぜ
る
。

④
人
参
は
ご
く
細
か
く
切
り
、
塩
小
さ
じ
２
分
の
１
加

え
、
手
で
よ
く
ま
ぜ
、
か
ら
炒
り
す
る
。

⑤
ゆ
ず
の
皮
ミ
ジ
ン
を
小
さ
じ
１
作
り
、
ゆ
ず
の
汁
を

し
ば
り
、
み
か
ん
ジ

ュ
ー
ス
を
取
り
、
炊
き
た
て
の
御

飯
を
さ

っ
く
り
ま
ぜ
た
の
に
振
り
、
冷
ま
す
。

⑥
、
③
④
⑤
を
御
飯
を

つ
ぶ
さ
ぬ
よ
う
に
ま
ぜ
、
①
に

半
分
ほ
ど
さ

っ
く
り
と
つ
め
、
形
を
と
と
の
え
る
。

二
、
雑
　
煮

●
材
料
／
玄
米
餅

（８
切
れ
）
、
里
芋

（大
き
め
４
個
）
、

花
形
人
参

（８
枚
）
、
ね
ぎ

（１
本
）
、
ゆ
ず
皮
ミ
ジ
ン

（少
々
）
、
の
り

（半
枚
）
、
塩
、
善
油
、
出
し
汁

（カ
ッ
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プ

４
）

①
里
芋

は
土
を
よ
く
洗

い
、
熱
湯

で
さ

っ
と
ゆ
で

（固

め
に
）、
布
巾

で
皮
を
む
き
、
丸

の
ま
ま
出
し
汁
カ

ッ
プ

ー
、
塩
小
さ
じ
２
分

の
１
、
普
油
大
さ
じ
１
の
汁
で
煮

た

っ
た
ら
弱
火
に
し
て
、
串
が
通
る
ほ
ど
に
な

っ
た
ら

４
切
れ
に
し
て
お
く
。

②
花

形
人
参
は
、

人
参
を
厚
さ
３
ミ
リ
ほ
ど
に
切
り
、

塩
少

々
ふ

っ
て
手
で
ま
ぜ
、
し
め
り
が
出

た
ら
か
ら
炒

り
を
し
、
大

さ
じ
１
の
水
を
加
え
て
弱
火
で
む
し
煮

に

し
、
梅

の
花
形

に
ぬ
く
。

③
ね
ぎ
は
斜
め
に
う
す
く
切
り
、
青

い
と

こ
ろ
も
少

々

切
り
、
油
を
小
さ
じ
２
分

の
１
、
鍋

に
熱
し
、
ね
ぎ

の

青

い
と
こ
ろ
を
炒
め
、
白

い
と
こ
ろ
を
入
れ
て
、
し
ん

な
り
し
た
と
こ
ろ

へ
、
出
し
汁
カ

ッ
プ
４
入
れ
、
煮
た

て
、
塩
小
さ
じ
１
、
醤
油
大
さ
じ
２
で
味
を

つ
け
、
焼

い
た
餅
を
碗

に
入
れ
、
花

人
参

２
個
を
入
れ
、
ね
ぎ
ご

と
汁
を
は
り
、
焼
き
の
り
を
細
く
切
り
、
ゆ
ず

の
皮
と

共

に
碗

に
の
せ
る
。

三
、
海
草

な
ま
す

●
材
料
／
わ
か
め

（干
、
４

８

、
大
根

（５
セ
ン
チ
）
、

人
参

（５
セ
ン
チ
）
、
み
か
ん

（大
２
個
）
、
書
油
、
塩

①
わ
か
め
は
、
水
に
も
ど
し
、
細
か
く
切
る
。

②
大
根
、
人
参
は
細
く
千
切
り
し
、
別
々
に
塩
少
々
ふ

り
、
手
で
ま
ぜ
、
大
根
に
た

っ
ぶ
り
熱
湯
を
か
け
、
よ

く
ま
ぜ
、
ザ
ル
に
入
れ
て
湯
を
切
り
、
人
参
も
同
じ
に

し
、
冷
め
て
か
ら
ま
ぜ
、
固
く
し
ば
る
。

③
み
か
ん
の
汁
を
し
ば
り
、
醤
油
大
さ
じ
１
、
塩
小
さ

じ
３
分
の
１
加
え
て
よ
く
ま
ぜ
、
①
と
②
を
入
れ
て
ま

ぜ
、

ゆ
ず

の
皮
少

々
を

ま
ぜ

る
。

四
、
豆
腐
磯
揚
げ

■
材
料
／
豆
腐

（１
丁
）
、
人
参

ミ
ジ
ン

（大
き
じ
３
）
、

自
然
薯
お
ろ
し

（２
分

の
１
カ

ツ
プ
）
、
の
り

（２
枚
）
、

油
、
塩
、
善
油

（大
き
じ
１
）

①
豆
腐
は
水
を
よ
く
切
る
。
細
か
く

つ
ぶ
し
、
す
り
鉢

で
よ
く
す
り
、
自
然
薯
を
加
え
て
、
さ
ら
に
よ
く
す
り

ま
ぜ
、
人
参

ミ
ジ

ン
、
塩
小
さ
じ
３
分

の
１
を
加
え
て

ま
ぜ
る
。

②

の
り
は
さ

っ
と
焼
き
、
６
枚

に
切
る
。

③

の
り
を
置
き
、
そ
の
上

に
①
を
大

さ
じ
山
１
ほ
ど
の

せ
、
四
す
み
を
折
り
ま
げ
、
熱
し
た
油

で
カ
ラ
リ
と
揚

げ

る
。五

、
生
ま
き
湯
葉

風
呂
ふ
き

●
材
料
／
生
湯
葉

（２
本
）
、
ひ
し
お
味
唱

（大
き
じ
２
）
、

自
ゴ
マ

（大
さ
じ
山
１
）
、
ゆ
ず
の
皮

（少
々
）

①
湯
葉
は
１
本
を
や
ぶ
ら
ぬ
よ
う
に
１
本
に
丸
巻
き
に

し
、
さ

つ
と
ゆ
で
、
２
セ

ン
チ
厚
さ
に
切
る
。

②
白
ゴ

マ
を

こ
ん
が
り
炒
り
、
よ
く
す
り
、
ひ
し
お
味

暗
を
入
れ
て
、
さ
ら
に
よ
く
す
り
、
水
大

さ
じ
３
～
４

ほ
ど
で
ど
ろ
り
と
さ
せ
、
①
を
器
に
２
個
盛
り
、
上
か

ら
②
を
か
け
、
松
葉
ゆ
ず
を
作
り
天
盛
り
に
す
る
。

六
、
ゆ

ず

釜

●
材
料
／
ゆ
ず

（径
４
～
５
セ
ン
チ
く
ら
い
の
ゆ
ず
４

個
）
、
ひ
し
お
味
嘔

（大
き
じ
山
盛
り
２
）
、
麦
味
嘔

（大

さ
じ
１
）
、
麻
の
実

（小
さ
じ
１
）
、
く
る
み

（８
個
）

①

ゆ
ず
は
、
上
を
ふ
た
の
よ
う
に
４
分

の
１
ほ
ど
切
り
、

実
は
ナ
イ

フ
で
切

っ
て
除
き
、
器

に
す
る
。

②
く
る
み
を
さ

っ
と
炒
り
、
ょ
く
す
り
、
ひ
し
お
味
噌

を
入
れ
て
、
さ
ら
に
よ
く
す
り
、
麦
味
暗
も
入
れ
て
す

り
、
ゆ
ず

の
汁
を
入
れ
、
水
少

々
で
ゆ
る
め
、
麻
の
実

を
入
れ
、
①

に
か
る
く

つ
め
、
ふ
た
用
に
切

っ
た
の
を

横

に
添
え
る
。

七
、
焼
き
豆
腐
し
ぐ
れ

ｏ
材
料
／
豆
腐

（１
丁
）
、
麦
味
唱

（大
き
じ
山
盛
り
２
）
、

カ
シ
ュ
ー
ナ
ツ
ツ

（２０
個
）

①
豆
腐
は
よ
く
水
を
切
り
、
金
あ
み
の
上
に
の
せ
、
両

面
を
こ
ん
が
り
と
焼
き
、
８
切
れ
に
す
る
。

②
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
を
さ

っ
と
炒
り
、
す
り
鉢
で
す
り

つ
ぶ
し
、
味
噌
を
加
え
て
よ
く
す
り
、
水
少
々
入
れ
て

ど
ろ
り
と
さ
せ
、
①
を
火
で
あ
た
た
め
、
は
け
で
ぬ
り

つ
け
、
器
に
盛
る
。
し
そ
の
実
の
塩
漬
け
を
天
盛
り
す

′υ
。

◇

　

　

　

◇

　

　

　

◇

お
正
月
は
ご
馳
走

の
多

い
時
で
、
と
か
く
食

べ
過
ぎ

ま
す

の
で
、
わ
り
に
あ

っ
さ
り
し
た
料
理
を
書

い
て
み

ま
し
た
。
寒

い
日
は
、
餅
、
ね
ぎ
、

エ
ノ
キ
ダ
ヶ
、
初

タ
ケ
、
自
た
き
、
自
菜
巻
き
、
（春
菊
を
シ

ン
に
）、
う
ど

ん
な
ど
で
鍋
も
の
を
す
る
と
体
が
温
ま
り
ま
し

ょ
う
。

ご
飯
は
食

べ
過
ぎ
ぬ
よ
う
よ
く
噛
ん
で
く
だ
さ

い
。
終

わ
り
に
ご
飯
を
少

々
入
れ
て
、
お
じ
や
に
し
て
も
お

い

し
く
、
み
そ
味
で
も
お

い
し

い
で
し

ょ
う
。
カ
キ
を
少

少
入
れ
る
と
、

い
っ
そ
う
味
も
よ
く
な
り
ま
す
。
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ノ晴零t交来あんじらくがを降

 [′
く知

ラ
マークー覧 □一会場 圏=講師 日一料金 固 ―問合せ 回一担当 □―テーマ 画=内容

■
１
月
１８
日
Ｏ
　
Ю

・
００
Ⅲ
～
１３

・
００
剛

国
家
庭
で
で
き
る
手
当
法

□
水
戸
市
東
京
電
カ
ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム

□
１
０
０
０

（玄
米
試
食
付
）

□
二
上
貴
夫

（日
本
Ｃ
ｌ
協
会
）

『
１０
月
よ
り
毎
月
第
３
月
曜
日

①
玄
米
の
話
　
②
食
物
と
体
質
を
陰
陽
で
見
わ

け
よ
う
　
③
子
ど
も
の
玄
米
食
　
④
家
庭
で
で

き
る
手
当
法
　
⑤
成
人
病
を
治
す
玄
米
食
　
⑥

食
物
と
イ
ノ
チ
の
働
き

囲
水
戸
市
五
軒
町
１
の
３
の
７
　
●
０
２
９
２

（
２
４
）５
８
４
８
　
小
野
瀬
淳
子

目
日

剛
閣

目
日

□

●
気

・
楽

体

ワ
ー
イ

ン
ョ
ッ
プ

■

１
月
１７
日

（毎
月
第
３
日
曜

）
２

・
００
剛
～

（
１

．
４５
剛
集
△
こ

曰
体
、
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
、
気
、
宇
宙

の
波

動
と
チ

ュ
ー

ニ
ン
グ

□
文
京
区
関
ロ
ー
の
１７
の
９
　
ナ
チ
ュ
ラ
ル
グ

ル
メ
サ
ロ
ン
風
Ｌ

□
宮
城
英
男

日
２
５
０
０

（自
然
の
お
茶
つ
き
）

『
宇
宙

の
気
と
同
調
す
る
こ
と
で
自
然

の
治
痣

力
を
生
か
す

「気
楽
体
」
は
誰

で
も
で
き
る
や

さ
し

い
手
当
法

で
す
。
提
唱
者

と
と
も

に
瞑
想

遊
び
を
楽

し
み
な
が
ら
、
身
体
発
見
の
旅
は

い

か
が

で
し
ょ
う
か
。

国
大
谷
由
美
子
　
８
０
３
（２
６
９
）０
８
３
３

●
共
存
自
給
農
法
セ
ミ
ナ
ー

第
３
回
目

■
１
月
７
日

（毎
月
第
１
本
曜
）
６
　
３０
剛
～

９

・
３０
剛

日
１
回
４
０
０
０

（食
事
付
）

□
冊
越
重
雄

（生
き
物
共
存
実
験
場
主
）
　

　

　

回
宇
都
富
市
松
原
２
１
４
１
２０
　
天
然
医
学
研
　
　
□
２
０
０
０

（軽
食
付
）

「
１
人
当
り
５
ア
ー
ル

（１
５
０
坪
）
の
畑
が
　
　
究
所
　
野
沢
幸
弘
８
０
２
８
６
（
２
５
）０
５
４
４
　
『
幸
福
を
人
生
の
た
め
に
―
Ｉ
Ｐ
Ｕ
何
で
も
相

』
師
鄭
Ⅵ
働
い
い
¨
中
に
利
哺
に
響
¨
薇
一
¨
　

口
Ｍ
国
Ｍ
国
国
同
日
□
□
日

‐ ‐
‐ ―
‐ ‐
― ‐
― ‐
‐ ―
‐ ―
国
　
　
内
押
御
【
¨
い
は
¨
聯
け
臓
補
は
い
れ

学 ‐こ
［
轟
　

さしヽ。

う
仮
説
を
た
て
、
実
践

・
研
究
の
成
果
を
ス
ラ
　
　
■
１
月
２０
日
的
　
６

・
３０
剛
～
９

，
００
Ⅲ
　
　
　
　
す
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杯

イ
ド
を
ま
じ
え
て
講
義
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
毎
月
第
３
水
曜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
パ
ス
・
セ
ン
タ
１
８
０
２
４
６
（８
８
）２
３
３
５
寄

□
大
谷
由
美
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
３
０
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「副
劃
刊
引
剣
引
劉
引
利
―
―
―
―
―
―
―
―
∃

む

『
正
食
医
学
、
無
双
原
理
、
精
神

の
進
化
論
、
　

　

※
定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
日

入
会
金

１
０
０
０
　
会
費

２
０
０
０
　
　
　
　
お

エ
コ
ロ
ジ
ー
に

つ
い
て
の
講
習
会

で
す
。
病
気

　

　

「
７
号
食
を
し
な
が
ら
の
身
体
改
造
短
期
合
宿
　
　
口
群
馬

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
　
　
　
灰

治
し
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
判
断
力
、
直
感

、　
　
　
で
す
。
橋
本
宙

八
が
セ
ミ
ナ
ー
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
　
　

●
０
２
７
３
（
２
２
）
５
４
８
４
　
　
　
　
　
　
　
紡

マ精神̈
動一̈
性勁̈
（実制鰤蔽嚇噸い
つす″　　』様“琳癬
な̈日拳け́
４６（８８）２３３５　日ＭⅢИ回旧□口円円Ｍ□口口団□円И閉国
輸

生
き
方
）
に
つ
い
て
深
く
学
ば
れ
た
い
方
は
お
　
　
●
Ｐ
Ｕ

（宇
宙
法
則
セ
ミ
ナ
ー
）　
　
　
　
　
　
　
「
外
人
さ
ん
と
楽
し
く
習
う
国
際
料
理
　
　
　
　
節

呻」趣議噺競い一基礎から応用まで徹底　　田「川〕嘲利テ（̈
ノ月猜日］観け̈
改。０卸〔　　．嘲嘲″”一　‐‐６一３０００回目２９一３０００嘲　　　動

■
全
六
回
、　
一
回
三
時
間
、
週

一
回
、
日
時
は
　
　
□
八
百
屋
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「グ
ル
ッ
ペ
」
杉
並
　
　
国
渋
谷
区
上
原
１
の
２２
の
Ｈ
　
第
二
代
々
木
上
　
・″

互
い
の
都
合
の
よ
い
日
を
調
整
し
て
行
い
ま
す
。
　
　
区
荻
窪
５
１
２７
‐
５

【中
央
線
荻
窪
駅
前
】　
　
　
原
シ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
鵬
号
　
伊
藤
方
　
　
　
　
　
　
工

日
受
講
料
１
５
０
０
０
　
そ
の
他
資
料
代
実
費
　
　
□
橋
本
宙
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
２
５
０
０
（
３０
ク
ラ
ス
ま
で
）
２
０
０
０
（３０
　

馬

□
□
□
囲
田
円
園

‐ ―
‐ ―
― ―
― ―
‐ ―
‐ ―
‐ ‐
― ‐
― ‐
― ‐
― ‐

□

　

□

二
上
貴

夫

（
日
本
Ｃ

Ｉ
協
会

）　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

ロ
ロ

マ
サ

チ

エ
ミ
　

大

田
区
多

摩

川

１
の
３５

の
　

　

●
禾

本
科
講

座
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫

■
１
月
１７
日
０

（毎
月
第
３
日
曜
）
Ｈ

・
００
出
　
　
２

【目
蒲
線
　
矢
口
渡
下
車
徒
歩
５
分
】　
　
　
　
■
１
月
２９
日
０
　
６

・
３０
日
～
９

・
３０
日
　
　
　
光

～
３

・
００
剛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
０
３
（
７
５
６
）２
４
４
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲
オ
カ
ル
ト
生
理
学
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜

嗣
岬
調

崎 マ
レ
い
」
い
け
日
］
）
セ
ン
タ
ー

（群
　
　
口
日
口
園
円
園

‐ ‐
‐ ‐
‐ ‐
‐ ‐
‐ ‐
― ‐
― ‐
‐ ―
‐ ―
‐ ‐
― ‐
― ‐
― ‐
国
　
　
　
〔

，レ 智
を
れ
鳩
”
い
は
酔
華
拳
］
　
　
　
　
　
組

日
１
０
０
０

（食
事
付
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
伝
統
医
学
普
及
セ
ミ
ナ
ー
第
３
回
　
　
　
　
　
　
□
二
上
貴
夫

（日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
）
　
　
　
　
　
る

□
群
馬
県
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
セ
ン
タ
ー
　
　
　
■
１
月
９
日
的
　
１
・
００
剛
～
４
・
３０
剛
　
　
　
　
□
阿
佐
ヶ
谷
ひ
ろ
ば

（木
風
舎
奥
）
　
　

　
　

は

８
０
２
７
３
（２
２
）５
４
８
４
　
　
　
　
　
　
　
　
□
生
理
解
剖
学

・
治
療
実
技
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
３
０
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
載

一̈
¨̈
『̈細『印『鯛岬嘲「］「̈
］̈　　̈
い一̈

忠。【内畦詢鉄螂轟獅癖「軽囃〔「‐　　瑯椰輌軒一一一』一̈
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¨̈
疇̈中』̈
］れ』」０‐　岩手県盛岡
　
輌̈
¨̈
」̈
」帖帖」」いしい」岬岬中中
　
「「中「一『紳『］『「巾『「旧□□口□　”２／２９の情

日
１
０
０
０

（玄
米
正
食
の
昼
食
付
き
）　
　
　
　
●
身
体
改
造
合
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昼
の
部
＝
Ｈ
・
∞
川
～
夜
の
部
＝
６
・
００
田
～
　
／

固
マ
ナ
自
然
食
●
０
１
９
６
（６
２
）６
２
０
５
　
　
■
１
月
１
日
③
～
５
日
∞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
群
馬
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

（〒
　
２

コ
引
ｄ
ヨ
Ⅵ
到
アー

，―
＝
創
剣
――
引
「
―
―
―
Ｉ
Ｊ
　
　
□
小
田
急
線
世
田
谷
代
田
近
く
　
　
　
　
　
　
　
　
３
７
０
　
群
馬
県
高
崎
市
和
田
町
７
の
１３
）
　

す

日
５
０
０
０
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
吉
成
知
江
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

」



ク

ラ

ス
以
上

及
び

カ

ッ
プ

ル
割

引

）

回
伊

藤

の
り
子

　
●
０

３
（
４
８

５

）
０
１
６

５

■
毎
月
第
２
、
４
月
曜

　
Ｈ
　

００
出
～

６

・
００
剛
～

□
横

浜
市
港
南
区
上
永
谷

１
の
２４
Ｃ
Ｓ

ハ
イ
ム

上
永
谷

１０３
　
湯
川
宅

□
湯
川
夏
緒
里

□
入
学
金
３
０
０
０

（テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

１

回

２

５

０

０

岡
湯
川
夏
緒
里
●
０
４
５
（
８
４
３
）０
６
１
０

■
１
月
７
日

（毎
月
第
１
木
曜
）
１０

・
００
Ⅲ

～
２

・
００
剛

岡
渾
戸
ヘ
ル
ス
フ
ー
ズ
内

日
竹
内
万
紀
子

（正
食
協
会
派
遣
）

□

２

０

０

０

回
神
一戸
ヘ
ル
ス
ワ
ー
ズ
●
０
７
８
（４
５
３
）

■
毎
週
水
曜
　
７

・
００
日
～
９

・
００
剛

岡
〒
葉
県
松
戸
市
松
戸
１
８
４
７
　
日
暮
ビ
ル

５
Ｆ

【Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
徒
歩
４
分
】

回
月
４
回
　
５
０
０
０

「
そ
の
人
の
持
つ

（気
）
運
を
考
慮
し
、
心
の

面
も
重
視
し
て
指
導
致
し
ま
す
。

「息

・
食

・
浴

・
動
」

「党

・
心

・
愛

・
修
」

同
松
戸
市
松
戸
１
７
９
４
　
妙
晃
寺
内
　
蛯
子

耀
博
　
●
０
４
７
３
（６
７
）
１
５
９
２

●
自
然
道
ヨ
ガ
教
室

■
毎
週
日
曜
　
３

・
００
剛
～
５
・
００
剛

日
三
好
暁

□
入
会
金
３
０
０
０
　
参
加
費
１
０
０
０

●
正
宗
太
極
攀
教
室

■
毎
週
日
曜
　
１０

・
００
Ⅲ
～
・２
　
００
出

毎
週
ホ
曜
　
７

・
００
剛
～
９
・
００
剛

□
天
友
映
男
　
島
孝
重

□
入
会
金
１
０
０
０
０
　
月
謝
５
０
０
０

●
運
動
手
技
療
法
教
室

■
毎
月
第
２
火
曜
　
７

・
００
鳳
～
９

・
００
剛

日
小
川
茂
年

□

１

５

０

０

団
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町
５
の
４
の
１７

【三
鷹

駅
北
回
よ
り
１
番
の
バ
ス
で
市
営
プ
ー
ル
下
車

３
分
】
ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ

■
１
月
１６
日
ω
　
６

・
００
剛
～
８

・
∞
閣

「
正
食
と
エ
コ
ョ
ン
ー
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
　
「み

ど
り
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
毎
月
第
３
土
曜
日
に
食

事
定
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
正
食
、
自
然
問

題
、
動
物
実
験
、
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
エ

イ
ズ
、
教
育
な
ど
な
ん
で
も
気
軽
に
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
。
参
加
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

□
自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン

「豆
茶
屋
員
宇
都
宮
）

回
み
ど
り
の
ひ
ろ
ば
事
務
局
　
宇
都
宮
市
三
番

町
１
の
１６
●
０
２
８
６
（３
３
）２
７
０
７
　
森

「
外

人
さ
ん
と
テ
ー
ブ
ル
囲
ん
で
楽

し

い
会
食

■
１
月
９

・
２３
日

（毎
月
第

２

・
４
土
曜

）

６

・
３０
剛
～
９

・
３０
剛

（随
時

）

固
渋
谷
区
上
原
１
の
２２
の
ｎ
　
第
二
代
々
木
上

原
シ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
鵬
号
　
伊
藤
宅

回
１
５
０
０

一回
伊
藤
の
り
子
●
０
３
（４
８
５
）０
１
６
５

目
日
目
Ⅲ
園
関
日
□

●
土
曜
サ
ロ
ン

「
ホ
ピ
ハ
ウ
ス
集
い
の
日
、
バ
ザ
ー
を
中
心
に

い
ろ
い
ろ
を
用
足
し
を
し
ま
す
。

■
毎
週
土
曜
　
Ю

・
００
川
～
６

・
∞
剛

●
ミ
ニ
ミ
ニ
木
曜
野
菜
市

「
無
農
薬

・
低
農
薬
野
菜
や
山
菜
、
漬
物
、
手

●
Ｓ
Ｆ
乱
学
講
座

■
毎
月
第
２

・
４
月
曜
６
・３０
剛
～
８
・３０
Ⅲ

□

７

０

０

●
産
婆
の
学
校

■
毎
月
第
１

・
３
日
曜
　
１２
・００
剛
～
３
・００
Ⅲ

□
６
０
０

（カ
ッ
プ
ル
ー
０
０
０
）

●
気
流
法
講
座

■
毎
週
日
曜
　
６

・
００
剛
～
８

・
００
剛

□

８

０

０

●
ス
ー
ヒ
イ

・
ダ
ン
ス

■
毎
月
第
２
土
曜
　
６

・
３０
翻
～
８

・
３０
田

日
６
０
０

●
タ
ベ
の
ヨ
ー
ガ

■
毎
週
水
曜
　
６

・
３０
剛
～
８

・
３０
剛

□

６

０

０

岡
回
ほ
び
っ
と
村
　
杉
並
区
西
荻
南
３
の
１５
の

３
　
８
０
３
（３
３
１
）３
０
６
７

づ
く
り
お
菓

子
な
ど
並
び
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
１
●
０
２
９
２
（
９
８
）
１
９
８
１

・
０
３
０
３

■
毎
週
木
曜
　
１０

・
００
出
～

篠
原
恵
子

●ホピ
ハウス健康講座　　　　　　　　　　口日日□固日口‐‐‐‐‐‐Ｈ‐‐‐‐‐‐‐―‐―‐‐―‐国

『

「東
洋
医
学
の
哲
学
買
桜
沢
如

一
著
）
の
読

書
会

■
１
月
２６
日
∞
　
１０
・
００
Ⅲ
～
１
・
∞
剛

□
５
０
０

（昼
食
一
品
持
ち
寄
り
）

日
二
上
貴
夫

（日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
）

↓
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
ホ
ピ
ハ
ウ
ス
は
地
域

に
開
か
れ
た
家
。
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

同
同
茨

城
県
那
珂
郡
那
珂
町
菅
谷

４
３
９
９
の

●
雅
楽
部

「
奏
で
る
舞
う
ご
と
に
人
体

（霊
位
）
が
浄
化

さ
れ
、
神

（宇
宙
の
内
と
外
を
結
ぶ
電
磁
波
）

と

一
体
化
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

原
則
と
し
て
奏
者
は
男
子
、舞
は
女
子
と
す
る
。

■
毎
月
第
２
日
曜

（予
定
）

□
看
玄
協
会
八
王
子
本
部
　
八
王
子
市
小
門
町

２０
１
２

□
入
会
金
３
０
０
０
０
　
月
謝
１
０
０
０
０

※
入
会
者
は
当
協
会
に
て
、
過
去
２
度
の
半
断

食
経
験
者
と
す
る
。

同
蒼
玄
協
会
　
●
０
４
２
６
（２
５
）０
０
９
６
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お
願

い
い
た
し
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く

く
東

北

沢

店

〔後列左から〕佐藤喜和子、上原芳枝、岩生道子、日中社長、梶原嘉人、桜井京子、花井良平
〔前列左から〕内田茂、村上悟、柿崎敏行、花井暁

〔左から〕阿部明伸、築地恭子、小島京子、宮本貞彦

▼本社配送センター
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くことはじめに〉

昨年7月 に放映されたNHKの 「クローズアップ」 “食べて

ますか、微量金属"は全国的な反響を呼び、 8月 に再放送され

各新聞雑誌等で も大きく取 りあげられて、ニガリの主成分「マ

グネシウム」はやっと脚光を受けることができました。

京都大学衛生学の糸川教授や東京農業大学栄養生理学の五島

教授、田多井元教授らの研究によって、成人病、特に高血圧や

糖尿病、動脈硬化や心筋こうそく、あるいは腎臓結石、さらに

はストレス、ノイローゼ等がマグネシウムの欠乏によっても起

こることが解明されて参りました。

大人一日平均で約 300～ 350m9摂取しなければならないこの

ミネラルを現食生活では 200m9く らいの平均摂取になっていま

す。飽食の時代でありながら、過度の精製加工による微量栄養

素の欠乏は今日的課題といえます。

ご参考までにマグネシウムを多く含んだ食品は、ニガリまた

は塩化マグネシウム凝固剤で作られたトーフ、豆類や海そう類、

野菜ではゴボウやホウレンソウ、魚類ではニボシなどです。

先般の日本ガン学会で、ガンの予防に緑黄野菜、特にサツマ

イモが大変効果があると発表されました。病気の予防や治療に

食物の重要性がますます再認識されてきたわけです。

塩の場合は、海水中に自然に溶け込んだ各種微量ミネラル・

マグネシウム、カルシウム、カリウム、鉄分、マンガンなどの

元素が含まれていることが大切です。人類はこれら微量元素を

塩・塩化ナ トリウム以外の不純物からも摂取する知恵をもって

いました。この知恵を現代科学がやつと証明しはじめました。

よいお年でありますように。

昭和63年元旦

株 式 会社

東京都新宿区百人町 2丁 目24番 9号 (ア マシオビル)

〒160 電話 03-371-1521(代 表)
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写
真
　
縄
文
杉

（七
二
〇
〇
年
）

ｏ
本
年
　
７
月
下
旬

・
８
月
上
旬
　
縄
文
杉
ツ
ア
ー

（三
泊
四
日
）

謹
賀
新
年

ベンション天然村酬t甘7震試蠣茸♂窺T
●1泊 2食(玄米食)5,000円 。身心魂のいこいの場、長期滞在相談可。案内薔送ります。(60円切手目封請求
●自然分娩 (山縣式立産)の指導いたします。『聖なる産声』山縣良江著 (た ま出版)参照

|



謹 賀 新 年
1988年 元旦

健康に玄米菜食サンゴ革
海のミネラルと太陽エネルギーの缶づめ

サ ン ゴ草本 舗 株 式会 社
〒160東京都新宿区新宿8-5-3-603

803-366-2921

サ ン ゴ 草 西 本 舗 株 式 会 社

〒720広島県福山市東桜町10-l三 洋 ビル

80849-23-0236
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ラまし

東京彗武蔵付山市,奈平5-97-l TEL0425-60-4121UI

JACは、有機無晨薬晨産物と、無添加食品の流通

卸しセンターとして日本の晨業の健全な発展を願

tヽ、食文化本来の姿を模索しつつ、活動をおこなっ

ています。

静かな本物

(化粧品企画製造販売)

ナチュレディ株式会社

代 表 取 締 役  外 J』  実

製造企画取締役  西  村  寛  文

本社/大阪市東区内本町 2丁 目18番地

内本町松屋 ビル10 870号
〒540 TEL 06-947-1733

多摩地区随一の売楊面積を目指して

只今店舗を新鏃中です (R月にオープレ)

仮店舗にて営業中 2Fで料理講習・ヨガ教室

自家栽培の野菜 が豊富に有 ります

オーサワ商品の専門コーナー有り



自 然 食 品 ・ 健 康 食 品 の 専 門 店

有 機 無 農 薬 野 菜 0果 物

市 川 平 和 堂 高砂自然食品センター

配達 お よび地方発 送承 ります

〒 272 千葉県市川市真間 3-11-12      〒 125 東京都葛飾区高砂 8-13-5
TEL 0473-22-0810                  TEL 03-6CXl-1412

伊豆大島に打寄せる済麗な黒潮

を、風と太陽熱で濃縮 し絡品 き

せた、純国産の自然海塩です。

社団日本食用塩研究会
〒155東京都世田谷区北沢4-32-26

電 話 03-460-3961

一―案内書無料送付一一

ヽ

生活にほほえみをもたらす自然食品

0
本   社  〒150東 京 都 渋 谷 区 神 南 1-10-6

● 03(461)7988(代 表 )

南 関 東支店  〒227神 奈 川 県横浜 市緑 区美 しが丘 5138
8045(901)5111(代 表 )

北 関 東支 店  〒174東 京 都 板 橋 区 前 野 町 6-44-1
803(960)5211(代 表 )

大 阪 支 店  〒572大 阪 府 寝 屋 川 市 池 田 北 町 14-14
● 0720(28)2008(代 表 )

直 販 事 業部   〒150東 京 都 渋 谷 区 神 南 1-10-6
● 03(496)7100(代 表 )

套嚢自需費品亡〕3-AE

活
き
た
水
お
い
し
い
水
を

つ
く
る
ゼ
ン
ケ
ン
活
水
器

０
ゼ
ン
ケ
ン

水

野

洋

介

〒
‐５３

東

京

都

目

黒

区

駒

場

一
‐
三
七
―
七
ケ
ン
サ
ン
ビ
ル

●
　
〇
三

（四
六
九
）
〇
二
〓
〓
一

代表取締役 鶴 島 ツ ユ 子

〒747山口県防府市南松崎町 5-4
TEL 0835(22)0347(代 )

オリジナル食品90種 生産協カグループ22社

ロツルシマ
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々
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奈
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模
原
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町
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七

●
〇
四
二
七

・
四
五

・
五
六
六
二

子
飼
店
〒
８６０
熊
本
市
東
子
飼
町
三
―
五

ａ
Ｏ
九
六

・
三
四
三

・
四
〇
四
三

福
　
山
　
敬
　
救

下
通
店
〒
８６０
熊
本
市
下
通

一
―
四
―
八

ａ
Ｏ
九
六

・
二
五
四

・
九

一
六

一

福
　
山
　
健

一
郎

熊
本
陰
陽
会
事
務
局

天
版

オ オ
I リ
サ l

ワ ブ
ジ マ
ヤ ノ
パ ン
ン 化
食 粧
品 品

販

冗

鈴木PUセンター 3月完成予定

lF ●純正食品、製造工場、倉庫

●書籍、食品、販売、店舗 (大駐車場完備 )

2F 大ホール (100名収容)

●研究会、講習・講演、各種催物会場

●日本舞踊、新舞踊  (個人・団体・ビデオ・
レッスン)

指導者 香絞一萩 (鈴木述子)

地下室 保 存 食 倉 庫

〒370…12 群馬県高崎市山名町乙-611

丁EL 0273-46-4921鈴 木 述 子

-38-



MacrObiOtic, Shaklee &Acupuncture

玄 米 堂 鍼 灸 院
指圧・マッサージもします

「 シャクリーJ栄養補給食品取扱

後 藤 光 男

後 藤 ふじ子
〒151東 京都渋谷区代々木5-55-7玉石ビル

(小 田急線参宮橋下車 3分 )腱
=爺

:=:89子

出版物・事務用・ 商業用印刷物

出版 印 刷 セ ンタ ー

〒 170 東京都豊島区上池袋 1の 20-4
吉野 ビル2F IL 03-910-7598

社泉曇雅 自

ムソー株式会社

社長 戸 練  実

〒540大阪市東区大「 通2-5-1
電話 06-945-0511

0
ハ  カ タ

傘梶緯孔婁ノ寡F#

食百

彗料冒

宏

子 室

き
ね
づ
き
玄
米

モ
チ

５
り
で
七
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
　
１０
切
で

一
、
○
○
○
～

一
、
二
〇
〇
〇
円

Ｏ
Ｊ
、
正
直
村
、
手
造
り
食
品

（コ
ー
フ
ー
カ
ツ
、
パ
イ
等
）
の
各
地

へ
の
発
送

（ご
希
望
の
方
に
は
価
格
表
を
お
送
り
し
ま
す
）

同

長

生

堂

伊
藤

誠

〒
４８５
　
　
愛
知
県
小
牧
市
寺
浦
二
九
四
三

Ｔ
Ｅ
」
　
〇
五
六
六

・
七
六

・
二
七
三

一

毎

月

第

正

理
　
教

浮
津

いつもからだにおいしい自然

玄 米 モ チ

玄 米 ご はん

玄 米 か ゆ

玄米クリーム

玄米商品開発専門メーカー

コジマフーズ株式会社
〒456名古屋市南区呼続元町9-27
TEL 052-821- 8 7 4 6

-39-



率蒼な協会
・マ7ロビ生―ラク|り二ヽノ/7 /

半断伐ヵ池ぃ感ヵち」錫ほあ.

正Q指導・石静場会ctc.

。すキュラルフース:を玄―
ノーサヮ升/c燕壬食品の販売・配こ

・蒼玄雑業部 ―
日あ力申単ち蛙 0こt霧口泉奏〕

・癬 生たち子 
―

東京都 八王子市小門町 20の 2

T192 2'0426・ 25・ 0096
※会員制

代 表 取 締 役

月 干り 1't二塩H

〒150東京都渋谷区神宮前61218地 産 ビル

0(03)409-5634(直)400-95310
FAX:03 409‐ 5294

版

康

出

博

井

井

竹

竹

正 食 協 会
代表理事 山 [1卓 三

〒540大阪市東区大手通 2-5-1
lL:「1 06-941-7506 〒155世田谷区代沢2-25-19

■,  03 (422)  0   9   2   9

″造
血
半
断
食
″

東
京
中
野

通
勤
断
食
道
場

熱
海
温
泉
道
場

財
団
法
人
修
学
事
業
協
会

本
部
道
場

‐６４
　
　
東
京
都
中
野
区
本
町
四
上

‐
二

一Ｔ
　
　
ａ
Ｏ
．二
・
三
人
三

・
五
五
五

一

Ю  怖 歯科クリニック
歯科一般・矯正歯科

歯|′博士橋 本 佳 潤

診療1キ間□午前9:00～ 午後1:00□午後 2:00～ 午後6:00

日曜・祭日は体診

〒280千葉市富士見1-15-9中 1日 生命ゆレ3F
PHONE.0472(24)7899

-40-



太
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の
恵
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生
き
る
喜
び
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豆
腐
を
通
じ
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頂
き
た
い

本
年
も
宜
し
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お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

宮

城

屋

一Ｔ
２２‐

横
浜
市
神
奈
川
区
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町
１３
‐
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●
〇
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一
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七
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三

手
づ
く
り
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ど
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手
づ
く
り
そ
ば

八
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、
よ
も
ぎ
そ
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、
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ば
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づ
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そ
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純
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売
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町

田
中
九
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ａ
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四
六
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八

一
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〇
四
二
五

“常に国産穀物の『味』と『安全』を考える"

800haのそば契約栽培畑有リ

(株)お ぐら製粉所

小 倉 隆 夫

秋田県北秋田郡比内町扇田字倉下 5-1
〒018-57電 話 0186(55)30900

今
ず
り
玄
米
で
今
年
も
健
康

家
庭
用
ミ
ニ
ミ
ニ
も
み
す
り
機
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愛
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大
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大
字
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島
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株
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正
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奥
美
濃
特
産
お
と
さ
漬

健

や

か

で
新

し

い
年

に

生

き

る
慶

び
を

頒
ち
あ

え
る
幸

せ

こ
と
し
も

ま

た

食
養

に
惇

ら
ず

百
生

へ
の
旅
を
続
け
た

い

宮
崎
敏
杉

（
お
と
さ
演
創
始
者
）

百生科学研究所
事務所・東京都中央区日本橋 人形町11111

803(669)5817 〒 103

生産地・岐阜県郡上郡白鳥町 (牛道谷)野添

ゲルマニウム B.リ サーチ

有機ゲルマニウムは

人生に希望を与える

野 善裕田

TEL 045(844)8  2  0  3
〒233横浜市港南区野庭町635A-1-308
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膀:霙崎〕体質改善≒真の健康回復を/
●当院は難病・慢性病。卒中の後遺症。ぼけ。発青不全。肥満・事故の後遺症等を対象とした治療院です。
●自然食(少食、太陽の巡りに合わせた食事時間、無農薬。自然農法。有機農法による玄米穀菜食と、お灸、
ホットパック (全身を温めて発汗 。新陳代謝を促す湿性温熱療法)を組み合わせて免疫体質を作り上げ
ます。

●薬物、機械、電波、光線等は一切使わず、すべて自然的手法で行います。
●お灸は細い糸状なので熟くなく、跡が残りません。
●当院は海岸近くの松林に隣接した自然環境にあります。

優 内書は一部千円 (資料・送料込み)を同封の上、ご請求下さい。〉

製児:紺蒻リソζ
~T米

茅ヶ崎自然治療院脹大野籍

■988年
明けま

日本C
しておめでとうございます

(1月 15日 、インタ

●
本
部
ス
タ
ッ
フ

橋

本

政

憲
（本
部長
）

高

祖

英

二

橋

本

亜

生

子

野

沢

石

川

一
一
上

澤

田

美

弥

子

市

村

美

枝

子

吉

成

知

江

子

（本
部
料
理
顧
間
）

牛  桜

尾  沢

盛  里
副   会

墓保 こ真

ゼ7.グシ
純植物性蛋白・伝統の機正食品

ビン入  130,  V350
袋 入   1009   V350

〒 722 尾道市新浜1-6-21 80848・ 22・ 2506

I協会 0新年会
―マック2階)におこしTさい。

貴 義 伸

夫 岡J光



録 音 テ ー プ 発 行 。4/

桜 沢 如 ―一  毎 日毎

FI:ビス デ _  入
署異

P雄
謗9套害を学ラ

の竜義『  90分

×1本
 単

2:::

桜沢女日一  三ニューヨーク罰彎演
 懸 象返鮮

れ栞受層肇?晃亀発発議 羊
3918

L続講演30時間 !       7巻 ¥21,000 〒 650

桜 沢 如 一  判 断 力 の 話
90分

易酬   桜 沢 如 一 母 を語 る
90分

L酬

●大森英桜先生の講義集

無双原理入門  60分
×2本

食 養 手 当 法  90分
×2本

食物による人体修理法
60分 ×8本

健康法総批判  90分
×2本

入浴法の研究  60分
×2本

体 質 別正 食 法  90分
×2本

羊
4:::

玄 米 の 研 究  90分
×2本

羊
4:::

美容とヒフの手当法 90分
・60分

羊
3:器

●久司道夫先生の講義集

人 間 性 の 医 学  60分
×2本

羊
3":

世界平和と健康  9吟
×3本

羊
4:::

柳『　獅『　￥‐２，０００コ　徊「
『『

食べて、ほつそり、美しく。毎日のおかずからおもてなし料理ま

で、桜沢里真のおいしいマクロビオティック料理集大成 /

リマ クッキング ビデオ 全 5書
(各巻 。お料理テキスト付〉 定価45,000円

食養の普及に、東西文化の融合に、世界を駆けた情熱の軌跡。

世界的自由人、桜沢如一(GO)の生涯を浮き彫りにする。

00ヒストリービデオ 奎 1琶
桜沢女□一の思想と生涯 定価 18,000円

この ビデオは、食養 とG0
(桜沢如一)の思想 によっ

て救 われた私が、この時代

の人々に残す感謝の贈物で

す。

いまこそ、まさに、食養 (マ

クロビオテインク)が必要

とされ、GOの思想が求め

られています。

桜沢里真 (88歳 )

取 扱 店募 集 中 .4′

カタログ無料送付

リマプロジェクト東京事務所

〒155東京都世田谷区Jヒ沢4-32-26

丁EL 03(460)1238

リマプ ロジ エク ト大阪連絡所

〒540大阪市東区内淡路町2-6

小山ビル 丁EL 06(941)7506

リマ+G04巻セット価格 60,000円
15回分害」払いあり (初回5200円 、以降4600円 )
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▲ 豪華カラー愛蔵版、付録に天然

酵母バン、コーフーの作り方。

桜沢里真著

マクロビオティック

料 理 の決 定 版
●リマクッキング(3刷 )

定価 /7,500円 (〒 350円 )

●マクロビオティック料理
(普及版)

定価 /2,500円 (〒 300円 )

日本Cl協会 振替/東京0-194125

『
Ｙ
‘
Ｉ
ｔ
，好評./ 正食医学の圧縮濃密講義銀

食物 による健康法・健康相談
『新 しき世界へ』 1982年 10月 臨時増刊

保存活用版 (病名―手当名の索引つき)

大 森 英 桜 /七号食・少食・反応、手当法の実際、健康相談

大 森 一 慧 /一家を健康にする料理の工夫、餞 料理

●本誌 526号 と528号 の合本
■「550号」といつてご注文下 さい。

籠難 動 ‐薇6●商彙■カ

■内容/正食の実践、発汗 による排毒、π (パ イ)科学療法、細胞活性法、浄
霊、浄魂、空間療法、食養・手当法・操体法などの講習
■ ドックの効果/宿便の除去、痩身、慢性症状の軽快、体質改善、ス トレス
の除去、精神の高揚

■毎月第 2月 曜 日～土曜 日 参加費/5万 円 (食事代 を含む)

インナークリエック 更馬琴曇11li『
1520

インナークリニッ

クは超医学・ 自然

医学 を応用 し、肉

体・心 体・霊体の

根本浄化 を図る世

界で初めてのクリ
ニックです。
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く近畿地方〉
マクロビオティック① 〒606京都市左京区高野蓼原町778075・ 7

H・ 4551弁当(予約制)、 正食品、書籍
京都自然食品センター 〒604京 都市中京区

'可

原町通り夷川東北角
8075・ 221・ 7890、 231・ 0348固 9～ 18困①祝

ヘルス伏見o 〒612京都市伏見区桃山町鍋島7国鉄桃山駅西50m
●075・ 61110337□ 10～ 20困① 純正食品、洗剤、無農薬野菜

中村自然医食センター 〒602京 都市上京区
'可

原町通九太町下ル伊
勢屋町4108075・ 256・ 4388固 9～ 20 EII① 祝 グルマ温浴、エアロビ

天粒マクロビオティックセンター 〒624舞鶴市サンモールマナイ
1丁 ロヘルスションプみずたに内 80773・ 76・ 7126固 9～ 19困無

了瑚自然食品ltl 〒625京都府舞鶴市五条朝日Jし 80773・ 63・ 5729

固10～ 19困 l① 食品、調理器具、リマ化粧品、書籍販売
ヘルスマート大手通店 〒540大 阪市東区大手通251806・ 945・

0618匡Ю半～18半 因2・ 4・ 5①祝
正食協会 〒540大 阪市東区大手通251● 06・ 941・ 7506固9～ 18

困① 料理教室(④Э①)定例会(第 l①)入門講座
研心館本部食養道場 〒545大 阪市阿倍野区西田辺町2229806
・691・ 1590曰 9～ 21困無 無双原理研修、気の研究会、食養道場

健康と喜びの学園パラディテレステ●
・ 〒503大阪市北区中崎2-312

ri然 食」〕店暁 806・ 371・ 8014因Э 正食品、料理講習、正食指導

自然食品むぎの家① 〒532大阪市淀川区東二国町4175806・ 395

・7806、 393・ 4577固 10～ 20因Э 純正食品、野菜、
ハッコー山海フーズ0 〒533大 阪市東淀川区東中島12012ユニ

ゾーン新大阪ビル414号 ●06・ 461・ 3528固 10～ 17困ЭЭЭЭ 酉己達
アイランド・ジャップ①〒542大 阪市南区西清水田丁34江川直ビル3F

806・ 245・ 1414圏 10～ 19因①祝 旅行企画、書籍、自然食品

山本祥口 (ソ フイー)〒 573大阪府枚方市高田222PU学園 807
20・ 53・ 2200困ЭЭ 健康相談、料理教室、PU勉強会、出張講師

神戸ヘルスフーズ岡本店 〒658神 戸市東灘区岡本177● 078・ 453

・1777囲 10～ 19正食指導、食養、美容相談、無農薬野菜 住吉店あり
マツヤ健康食品 〒655兵庫県神戸市垂水区五色山8498078・ 708

・9380東松弘樹 固10～ 19因Э 正食健庫相談、糸屯正食品、野菜

蔵風 (ろ ふ́う)〒 659兵庫県芦屋市船戸町5番街 80797・ 31・ 4141

固9半 ～18半 困Э祝 自然食レストラン、健康食品、無農薬野菜
うりぼう● 〒662西宮市門戸荘1317● 0798・ 52・ 6703曰10～ 19

因① 無農薬野菜、食品配達、自然化Fll品エステティンク、鍼灸
南紀自然食品センターシャロン勝浦本店 〒64953和歌山県那智勝
浦町朝日2239807355・ 2・ 1107正 食料理・ヨガ・足心道、南紀正食会

大宝倶楽部グループ 〒51705二重県志摩郡阿児田丁鵜方94318
05994・ 30077桧扇間、摩宝道場、玄庵、伊勢志摩マクロビオティンク

グァバハウスc 〒64965和歌Jl県 尉
`賀

郡粉河町粉rpi1783 80736
・73・ 2154 Fβ半-19困0無農薬野菜・茶・食ハl]配達 発送、食養

く中国 。四国地方〉
皆実C! 〒734広島県広島市南区皆実町411280822552846
平賀佐和子 毎月、第4①、例会、料理講習、PU勉強会

同岩本綜合漢方① 〒730広 島県広島市東区若草町1048o82・ 261

8001困①祝、4① 食品、漢方薬、鍼灸による治療、健康教育実施
明治製粉侑)〒 726広 島県府中市中町536● 0847・ 41・ 2255小 川清
困〇 めん類、純正養老普油、保命みそ製造

人間医学社府中支局健康医学社広島県総特約店 〒726広島県府中
市府中町590680847・ 41・ 7668固困 特に定めす 食品、正食浄血

側純正食品マルシマ 〒722広 島県尾道市新浜1621国道2号線沿
80848・ 22・ 5577固 9～ 18困①祝 自然食品販売普及活動

鶴島食品 〒747山口県防府市南松崎町5480835・ 22・ 0347 社長
鶴島ツユ子 専務 原田昌一・弘美 純正食品、自然食品全国卸

山口健康生活センター 〒753山 口県山口市道場門前2丁 目4-22●
0839・ 23・ 1842(本部 808397・ 2・ 3800)固 10～ 18因Э 各種相談

純正食品裕恵(やすえ)① 〒68924,鳥取県東伯郡東伯町八橋223

80858・ 52・ 2243井上裕恵 困際 純正食品配達・発送、健康相談
愛媛純正食品センターC 〒790愛媛県松山市湯渡町1022●0899・

43・ 6464菅本フジ子 E郵～20困4① 料理教室(毎③)東洋医学会
ハピネス① 〒796愛媛県八幡浜市矢野町4丁 目 80894・ 22・ 1768

渡辺大起、ナミ枝 圏10～ 17a10幸せの輪をひろげましょう
のま商店① 〒794愛緩県今治市常盤町4717● 0898・ 32・ 2378固

10～ 20困無 自然食品、書籍販売
布法ボサツ友の会 〒73904広 島県佐伯郡大野町8326●0829・ 56

・2019固 7半 ～22 布法(ふ のり)ボサツ。図書・身心相談・坐禅

く九州。沖縄地方〉
八幡自然食品センターo 〒806福岡県北九州市八幡西区八千代田丁
6228093・ 621・ 4184固 9～ 18困 1・ 3① 料理講習、健康相談、

自然回帰健康センター① 〒803福 岡県1ヒ九州市小倉北区朝日ケ丘
3288093・ 561・ 3001固 10～ 19因0祝 正食指導、グルマニウム

サニー健康食品① 〒813福 岡県福岡市東区千早51058092・ 681
・0883圃10～ 19因Э 食品、洗斉J、 書籍、器具、自然化粧品

旬の味そよ風① 〒812福岡市東区箱崎38208092・ 641・ 9044圏
10～ 18半 困⑪Э 無農薬有機野菜、果物、食品、市内近郊配達

自然食品センター夢有民 (ムユウミン)① 〒885長崎県島原市桜町
951本田春代 809576・ 4・ 3169地卵、無農薬有機野菜直売

フレンドショップ徳陽 〒87011大分県人分市田尻453580975
・42・ 1215圏 10～ 20困③祝 食品、野菜、健康相談・正食指導

心の学校・ヨガハウス① 〒874人 分県別府市天満町163380977
・26・ 2463固 9～ 21因Э ヨーガとマクロビオティンク

ニコニコ村0〒 874リリ府市堀田12組 80977・ 233244 移動販売、
有機野菜、食養相談、地方発送可

愛鍼灸院o 〒84913佐 賀県鹿島市大殿分15901809546・ 3・ 0981

日8～ 19 困① 鍼灸と正食品による綜合治療、健康相談
天粧下通店① 〒860賞資本県熊本市下通14880963・ 54・ 9161福山
健一郎 曰lo～ 19困 1・ 3① 体質別食養相談・オリープ自然美容相談

天粧子飼店① 〒860熊 本県熊本市東子飼町3580963・ 43・ 4043

福山敬救 困無 体質別食養相談・オリーブ自然美容法
岡部食品豆腐工場 (創 業慶応3年 )① 〒86146熊本県上益城郡甲佐
町岩下1438096・ 234・ 0447[シ ～19困Э 純正豆腐、食養研究会

天然村① 〒89944鹿児島県熊毛郡屋久町麦生335(高平)●09974
・7・ 2922、 7・ 2541′じ身魂のいこいの場、案内書60円切手同封請求

自然食品センター陽報o 〒900沖 縄県那覇市久茂地3H8809
88・ 61・ 7195固 10～ 19困①祝 食養相談、料理教室、書籍、純正食品

紅葉純正食品店① 〒902沖縄県lli覇 市寄宮156● 0988・ 54・ 0296

□10～ 20困① 書籍販売、純正食品、アザレ化粧品
くすりとメスを使わないlalト キヮヘルシー研究所 〒900沖縄県那
覇市若狭2313● 0988・ 63・ 1589事務所/62・ 8555困無 減食療法

く新入会〉
味穂自然食品江古田店

= 
〒176練馬Iκ 栄町4013(江 古‖り(北 日占

大通り商店街)● 03・ 9485701□Ю～19 困⑪ 無農薬農産物
天粋屋tl 〒184Jヽ 金井市前原町419980423・ 85・ 2602困Э①

引き売りと配達を 11と した店 無農薬野菜、自然食占il

自然派の食卓・道11 〒424静岡県清水市イ∫束坂66728054346・
2845 □10～ 21 困無 食糧品、無農薬】r菜、調理器具、陶器

障害者が地域で生きるための生活協同組合準備会 〒732広 島市東
区尾長町5755鈴 本方 8082・ 262・ 6330 玄米、料理学習、気功

自然食品店緑屋こ 〒640和 歌山市湊本田丁323 80734280643
日LO～ 18 困∞  無農薬野菜 毎週±1だ 11正 食たべてみる会

ナチュラルストアー久美堂 (き ゅうびどう)① 〒41003沼 津市原
字東中14184380559・ 67・ 3777 圏10～ 20 因Э 漢方薬 、野菜

阿叶堂薬局 〒460名古れヽ市中区大須2262 ●052・ 231・ 2839 固
10～ 20 困①祝 漢方薬、健康自律指南、食養指導、気流法

穂高養生回0 〒39984 長野県南安曇郡穂高町有明 8026383
・5260 食養・温泉・針灸・1:設 養生施設・案内書60円 切「 同封請求
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高砂自然食品センター① 〒125葛飾区高砂8135803・ 600・ 1412

固9～ 19因③ 無農薬野菜、果物、料理講習、勉強会、配達
自然食品専門店ベル・ウッド①〒143大 田区北馬込233188K13・

771・ 9243固 10～ 19半 因Э 無農薬野菜、純正食品、化粧品、配達

自然食品と手作り小物の店マサチエミ① 〒146大 田区多摩川135
2● 03・ 756・ 2445固10～ 19困◎ 純正食品、無農薬野菜、料理教室

自然食品取扱い店スーパー宝屋① 〒143大 田区大森中2241京浜
急行梅屋敷駅前 803・ 761・ 5489∈

"半

～22困無 無農薬野菜、果物
自然の幸・Ando o 〒171豊島区南長崎541803・ 951・ 8509(事 )

951・ 8280(自 )夜8時以降 困③ 無農薬野菜、純正食品、無添カロ化粧品
自然食品の店ななくさ① 〒177練 .馬 区西大泉町11510803・ 925・

0914邸～20困① 無農薬野菜、豆腐、パン、書籍、洗剤
富士見台自然食品店.l 〒176練 弓区貫井31416803・ 990・ 6773

圏9～ 19因① 自然農法食品、野菜、化粧
『

:、 図書
エコロジー生活協同組合イサキ会 〒112文 京区白山53512第 2

さつき荘101号 ●03・ 813・ 7825講習会、機関誌「イサキ」年間1500円

ナチュラルグルメサロン風Fu①  〒112文 京区関口1179803・
268・ 4389圏ЭЭ①ll半～21(①は20時 )地下鉄有楽町線江戸川橋

ナチュラルライフo 〒176練 ,鳴 区北町8128森屋荘202803・ 931

・7457□ 7～ 20因① 本、自然食:与 :1、 健康器具、内観の会、移動販売

木下ヘルス商会① 〒166杉並区堀ノ内2432●03・ 317・ 5781固
10～ 22、 ① 12～ 20困無 食ど]全 般、野菜、化粧品、洗剤、活水器、l■ 力

鍋、書籍他 食養相談 西己達 発送 売 Lの 一部は自然保護団体に寄付

友永ヨーガ学院荻窪本部 〒167杉並区荻窪43111 803・ 393・ 54

81 □9～22 クラス:入門・中級・安産・断食・瞑想等の講座
グルッベ自然食糧品店① 〒167杉並区荻窪5275803・ 398・ 7427

ER110～ 19困① レストラン 803・ 3931224固 11半 ～21因Э

く東京市部〉
はじめ健康食品店〕 〒180武蔵野市中町129580422・ 54・ 7716

EP1 8半 ～20困2・ 3①、5、 15日 食:デ ]、 野菜、小川みち先生食養教室⑥
ほうすいえん自然食品店● 〒182調 布市仙川町11316803・ 326

・2356圏 10～ 19困① 無農薬のお茶・有機野菜 果物、純正食品
やさい村① 〒181三 鷹|ド 下連雀36258042247・ 6639固 10～ 19

ミルキーウエイ 武蔵里子市占祥寺Jヒ町5417●0422・ 53・ 6483

グルッベ調布店 (旧・兄弟社)① 〒181二鷹市中原2126● 0422・

49・ 7225日 10～ 19困① 有機栽培無農薬野菜、海産物、雑穀
自然食品の店和康0 〒184小 金井市本町3101380423・ 85・ 5261

曰10～ 18因Э①祝 食
『

】、書籍、料理教室、玄米試食会
自然健康食品の店いなほ● 〒187」 平ヽ市花小金井171880424
・628975国 10～ 19困① 自然健康食ど:、 無農薬野菜、石けん、書籍

久米川自然食センターふ れ・あ・いの村● 〒189東村山市栄町2

222880423・ 95・ 9525圏 11～ 19囮① 食品、有機野菜、書籍
美山口茶舗① 〒192八王子市長沼町582046日 生商店内 80426・

35・ 9643□ H～ 18困Э①祝 7D・ 茶、海苔、「1然食みやま ●46・ 8380

国造自然食品センター① 〒192八 王 F市明神町417● 0426・ 44

・6162□ 10～ 19困2① 無農薬野菜、食品、書籍、リマ化粧品

蒼玄協会o 〒192八 王子市小門町20280426・ 25・ 0096支 吉

“

/長
野、中野、Li島 、会津若松、鎌合 南部菜瑛場 80426・ 25・ 3095

明日葉① 〒194町田市iり 1学 園27680427・ 29・ 5015□ 10～ 18

半困① 有機野菜、食品、「 作り生活用品、図書、移動販売
自然食粗品美味① 〒202保 谷市束伏見262080424・ 637613固
9～ 20困① 無農薬野菜、トーフ、バン、毎週月水金に入荷

南伊豆山荘 〒202保谷市柳沢32980424・ 67・ 3404五蔦久男 山

荘連絡先 805586・ 2・ 3629111荘・静岡県賀茂郡南伊豆田丁加納113942

東京幸茸口① 〒181三 鷹市新川4253038042248・ 3877 融
～18 困①祝 霊芝、花粉、純正食品、全国配送、半断食受付

く神 奈 りlI〉
菊屋片山商店① 〒211神 奈川県川崎市幸区古市場1348044・ 522

6233～4固9～ 20困Э 自然酒・無添加(ワ イン、味琳、焼酉→発送
株式会社豊兼① 〒220神 奈川県横浜市西区花咲町4111● o45・ 23

1・ 4823、 242・ 3614□ 10～ 19困 2① 食養相談、第1日 曜健康講演会

自然食品センター弘明寺店① 〒232神 奈川県横浜市南区中島町4

-81●045,712・ 3339曰 10～ 19無農薬野菜、豆腐、枇杷葉温圧

菊屋百貨店健康自然食品センター① 〒244神 奈川県横浜市戸塚区
戸塚町448045・ 881・ 7636固10～ 19困Э 料理教室(第 2③ )

自然食センターヘルスロード① 〒242神奈川県大和市中央6322
80462・ 62・ 0020□ 10～ 19因① 食品、化粧品、図書、治療院併設

陰陽洞① 〒249神奈川県逗子市逗子5-32880468・ 73・ 7137圏
10～ 19因Э 食品、無農薬野菜、豆腐、化粧品、食養相談、配達

ゆうき自然健康食品店① 〒249神 奈川県逗子市久木2511●04

68・ 73・ 8050固10～ 19半 困ネ兄野菜、パン、豆腐、みそ、醤油、貸本
延寿o 〒239神奈川県横須賀市根岸町436●0468・ 35・ 8773固

10～ 19困① 無農薬農産物、豆腐、食箋指導、料理講習会、配達
真営堂治療院 〒25003神 奈川県足柄下郡箱根田F湯本97● 0460・ 5・

6525□10～ 19困Э・3① 鍼灸。指圧、生活習慣の改造
自然食スナッククレール① 〒228神奈川県相模原市南台4168
80427・ 48・ 8936圏 11半 ～1314、 17半～23半 因Э④ 日替リランチ

大豆屋① 〒253神奈川県茅ケ崎市富士見町13380467・ 855316

圏9～ 18半 困① 豆腐、アゲ、ガンモ、調味料、卵
東京健康 〒228神奈川県座間市相模ガ丘23127-10580427・ 44

3080固9～ 17因Э午後① 珊瑚草、豊饒、梅俯番、黒焼製品、通販

中華精進料理・黒籠 〒227横浜市緑区美しが丘2161(2階 )●045

・901・ 0078□ 11～ 102r区熙 自然食でのパーティ各種出張料理

く中 部〉

丸の内薬局① 〒930富山県富山市九の内21180764・ 24・ 0891

圏9～ 19困① 漢方相談、健康相談
正食の店和や0 〒93011富山県富山市中川原17●0764・ 25・ 1448

圏9～ 20困無 台所食品、本、圧力鋼等
福井健康学園, 〒910福井県福井市照手111280776・ 2138H

ヨガ・正食の健康道場、自然食品センター(市内)

マルカワみそい 〒915福井県武生市杉崎町114480778・ 272111

□8～ 18困無 天塩仕込み味吟・糀販売賃加工、味晴作りの指導

新津自然食品センターo 〒956新潟県新津市本町392●0250・

24・ 5810□ 9半～19困①祝 有機農産物、食養相談、料理教室
楊明堂● 〒95921新潟県Jヒ蒲原郡水原町下条町15580250・ 62・

7433□8半～19困①祝 酉己達毎週火曜、食養料理教室
マルナカ薬局① 〒403山梨県富士吉田市下吉田251●05552202
00□9～ 21困 2・ 4① 漢方薬、健康相談、リスプラン化粧品、食品

京都院● 〒400山梨県甲府市九の内2221280552・ 260008固
9～ 20囮 祝 鍼灸、漢方薬、正食品による綜合治療

なんしんケンコーフーズo 〒391長野県茅野市塚原21328802
66・ 72・ 0073曰11～ 18困①祝 食品、健康電子製水機、風呂用活性板

テイーハウス プテロン 〒389-01長 野県北佐久郡軽井沢町追分10

74802674・ 5・ 7525□ 9～ 21半 困Э 薬草茶

自然食品センター川合● 〒414静岡県伊東市南町11680ご '

36・ 7306□ 10半～18困Э 糸屯正食品、無農薬野菜、CI図書、ヨガ

熱海断食道場■ 〒413静岡県熱海市伊豆山字吾妻1062180557・
80・ 2101半断食合宿セミナー

沖道インターナショナル● 〒411静岡県 i島市沢地777180559
・87・ 5290□ 9～ 19純正食品、自然f更秘薬、心身鍛錬改造ヨガ合宿

富士グリーン健康センターo 〒418静 岡県富士宮市宮町5288
0544・ 24・ 0556□ 10～ 18困①祝 料理教室(毎 月第l① )食品、野菜

自然食品「生きる」心と体の健康のために■ 〒410静岡県熱海市中
央町1927● 0557・ 83・ 5490□ 10～ 17因Э 健康食品、健康指導、灸

命然会健康文化センター 〒453愛知県名古屋市中村区則武1193
8052・ 451・ 4195□8～20困無 正食普及、料理教室、

い′
Jヽ島商店 〒457愛知県名古屋市南区呼続元町1618052・ 821・

8746邸～19困① 無農薬玄米、玄米餅製造、純正讐油、味19

愛知陰陽会 (長生堂)● 〒485愛知県小牧市大字寺浦2943● 0568

・76・ 2731圏 9～ 19因Э祝 食養講演会、リマ・クノキングスクール

大岩自然食品● 〒47033愛知県知多郡南知多町内海中之郷73●
0569・ 620342固9～ 18半 [〕① 食品全般、化粧品、健康相談

自然食の店カジコー 〒460愛知県名古屋市中区錦 3324第 2桜 ビル

l「 8052・ 9627321園 H～ 21困① 自然食品、レストラン
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■この欄に掲載を希望の方は、別ベージの入会申込書 (法人会員)に記入 して、お申し込みください。 3行以上になる場合は、 1行につき
5,000円増 しになります。

■名称 、郵便番号、住所、電話番号の順で、固は営業時間 (8～ 18ま 、午前 8時から午後 6時のこと。19時半は午後 7時30分のこと。)、 困
は定休日 (αま毎日曜定休、 3Gま第 3水曜定休、祝は祝曰休み、無は年中無休 )、 次は主な商品 、催しものの紹介です。 (①印はオーサワ
ジャパン商品取扱店です。)

く北海道 。東北〉
北海道健康学苑O〒07802旭川市永山町1152680166・ 48・ 4107

圏8～20困Э 食養相談、足心道指導、食品、書籍
自然食品とヨガの店サンケン 〒077北海道留萌市本町3丁目たく

ぎん向かい ●01644・ 3・ 0289E肇～18困Э ヨガ・正食の健康道場
(樹いわさき薬局 〒0531ヒ海道苫小牧市大成町211080144・ 72・

6811融～20困 1・ 3① 漢方・食養相談、皮膚病・美容相談
サロン十和田① 〒034青森県十和田市稲生町1034801762・ 2・ 78
40固10～20困① 健康相談、月例の集い、食品、有精卵

マナ自然食① 〒02001岩 手県盛岡市高松1153180196・ 62・ 62

05 固 8～ 19 困Э 料理講習(第3水X食品、野菜雑穀、図書、配達
盛岡マクロビオティックセンター ぃ一は。と一ぶ① 〒020-01岩手
県盛岡市上田堤151280196・ 61・ 3024固 9～20困 1・ 30純正食品

こうげん堂 〒980仙台市大町2617● 022・ 265・ 4465 El10～ 19

困月末O食品、無農薬野菜、自然食レストランプラトー8265・ 8353
みちのく自然食品センター① 〒980宮城県仙台市中央3107●

022・ 262・ 7677圏 9～ 19因Э 食事処「友苑」8266・ 4095料理講習
秋田自然食品センター〇 〒010秋 田市保戸野鉄砲町15180188
・23・ 2921固 10～ 18因③祝 料理教室、健康講演会、食品販売、野菜

会津屋純正食品流通センター① 〒966福 島県喜多方市字諏訪156

180241・ 22・ 4193固 8半 ～19困無 食品、CI図書、発送、食養相談
パス① 福島県いわき市 80246・ 88・ 2335 マクロ教材、イベント、

企画製作、月刊rパ スニュ_ス コ発行 困Э 自由人のネットワーク
サンマート咲田店ホシo 〒963福島県郡山市咲田218● 0249・ 32

・4404曰 9～ 23日曜純正食品、CI図書、食養相談

く群馬・栃木〉
群馬マクロピオライックセンターM AttN AO 〒370群馬県高崎市

和田町71380273・ 22・ 5484固10～ 20困Э 図書、食品、料理教座
高崎自然食品センター● 〒370群 ,馬 県高崎市新田丁638027325・
2605固 10～ 19困① 図書、食品、正食・空手・ヨガ講習会、健康指導

鈴木述子 (群馬県安全農法研究会)① 〒37012群 馬県高崎市山名
町乙61180273・ 46・ 4921自然農法農産物、純正食品

須藤商店① 〒376群馬県桐生市東久方町262180277・ 44・ 5733

圃8～ 20困① 食品、有機野菜、自然酒、自然化粧品、純正食品
晴雨農場① 〒34913栃木県下都賀郡藤岡町大前1751● 0282・ 62
・2635自 給自足的基盤に立っての衣食住の追求と実践

食養健康センター① 〒320栃木県宇都宮市一番町2-480286・ 36
・2415固10～ 18困Э 純正食品、リマ化粧品、森下食品、CI書籍

天然医学研究所 〒320栃木県宇都宮市松原2420(野沢幸弘)8
0286・ 25・ 0544固 9～ 18困③ 正食健康相談、正食医学健康法講習

く埼玉・千葉〉
自然健康食品三好屋 〒336埼玉県浦和市北浦和119480488・ 86
・7234固9～ 20因0食品、書籍、器具、美容・健康相談、配達、発送

ほんものや① 〒34901埼 玉県蓮田市江ケ崎西14906● 0487・ 68
・5423固9～ 17困〇祝 手打 うどん・そば 手作り系屯正食品製造販売

ヘルスショップ浅野① 〒336埼玉県浦和市常盤910-480488・ 31
・0647固9半～20困無 (臨時休業)食品、無農薬野菜、書籍、化粧品

自然食生協全国センター① 〒336埼玉県浦和市三室135911804
88・ 74・ 2691圏 9～18困① 食品野菜果物、料理教室、グルマ温浴

小川自然食品店① 〒362埼 玉県上尾市上町2725 80487・ 74・ 85
04 圏10～ 19 k10 純正食品、有機農産物、浄血指導、料理教室

太陽堂① 〒343埼玉県越谷市大沢410580489・ 62・ 3479固9～

20因① 純正食品、野菜、自然化粧品、書籍、料理教室
大成自然食センター① 〒330埼玉県大宮市南中野306180486
・84・ 4466邸～20因Э 無農薬野菜、豆腐、パン、海産物、配達

大橋自然食① 〒350埼 玉県川越市霞ケ関Jヒ422-17● 0492・ 32・ 94

45圏9～ 19困① 無農薬野菜、食品、図書、化粧品
カムカムサン① 〒260千葉市緑町128-2● 0472・ 47・ 1737固 10～

19困③ 無農薬野菜、図書、健康相談、食事指導、配達、各地発送
市川平和堂① 〒272千葉県市川市真間3111280473・ 22・ 0810

圏10～ 19困① 食品、無農薬野菜、料理講習、勉強会、配達
自然食品の店たんぼ

`諏

Э 〒277千葉県柏市泉田16-5780471・ 67
・1997固9～ 19困無 食品、無農薬野菜、食養・美容相談、各地発送

La Vie de 清蓮① 〒273千葉県船橋市,電込町72580474・ 39,74

93固 10～ 16因Э祝 食品、無農薬野菜、書籍、配達、料理教室
人間神宮社聖中心道場 高島籠王 〒29955千葉県安房郡天津小

湊町天津3622● 04709・ 4・ 2716肥田強健術、古神道鎮魂修霊、大自
然 (海 と森)瞑想の実践と講義、長期宿泊可

自然食品の店たんぼぽ① 〒272市川市南大野11912● 0473・ 37

・5732圏10半～18E10祝 無農薬有機野菜、書籍、食養相談

麦・」AC南浦和店① 〒 336埼 玉県浦和市神明110180488・
66・ 6101 巴10～ 19 困第3③ 無農薬・旬の野菜果物、無添加食品

く東京区部〉
オーサワジャバン東北沢店① 〒151渋谷区大山町115(1階 )●03
・465・ 5021固 10半 ～18半 因Э祝 日本CI協会食品事業部

オーサワジャバン配送センター① 〒173板橋区小茂根54(一般注
文先)●03958,7112固 9～ 17困①祝 日本CI協会事業部、配送

い長寿村① 〒150渋谷区神山町420803・ 465・ 8151固10～ 19困
①祝 料理教室、配達、発送、無農薬野菜、化粧品

自然食品センター本店① 〒150渋 谷区神南1106● 03・ 496・ 7103

営業所・横浜市緑区美しが丘513188045・ 901・ 5111圏平日10～

19①・祝日10～18食 品全般・図書、小売・卸、レストラン「天味」併設
不二自然食品① 〒106港区麻布十番2213803・ 451・ 8966郵便振

替 東京 0-18943固 9半 ～19困① 野菜、海産物、食養相談
いファーベル 〒153目 黒区二田281 803・ 793・ 1371ヒ10～ 20

困O① 涼赤外線セラミック、健康器機製造販売、
~広

告企画製作
解脱会事業部① 〒160新 宿区荒木町4解脱会東京道場横 803・

357・ 1161～ 4健康自然食品、化粧品、図書、販売他
インナークリニック① 〒161新宿区下落合31520大和田ビル901

803・ 950・ 5219固 10～ 19 困ЭЭ祝 心身改造ドンク、純正食どl

サンゴ草本舗い 〒160新 宿区西新宿853ス トーク新宿小岩井ビル
603803・ 366・ 2921固 9～ 17困 c祝 サンゴ草、梅書番、豊寿、陽泉

自然食品の店たんぼぼo 〒162新 宿区富久町246● 03・ 353・ 4545

固10～ 19困① 農場直販有機野菜、リマ化粧品、健康食品他
健康自然食品の店みき① 〒154世 田谷区世田谷22823● 03・ 427
・0665圏 10～ 19困① 健康美容センター、野菜、海産物、化粧品

れんげや① 〒157世田谷区南鳥山51148o3・ 326・ 5085固10～

19女性3人の八百屋と玄米レストラン、無農薬野菜、乾物
田山商会 〒155世 田谷区北沢3277803・ 485・ 4785圏 10～ 17困
①① 健康電子製水機、風呂用の活性板等、全国卸し小売り
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●もちつ きパ ーテイな ど

楽 しい企画 あり。

●スキーの あとは温泉へ。

●食事はもちろん、自然食

料理。

あなたの ウデのみせ どこ

ろ/ (全員当番制デスЭ

0日 時/昭和63年 2月 11日 (木・祝)～ 14日 (日 )

●会場/信州野沢温泉「ふるさと」8o269・ 85・ 2241

(長野県下高井郡野沢温泉村中尾)

●費用/通 し参加 20,000円 (3泊 4日 、 6食付)

部分参加 1日 7,000円 (1泊 2日 、2食付)

●食事/玄米正食(食事当番が1～ 2回 あります。)
●申込み/参加期間を明記し、費用を添えて下記へ。

0締切り/1月 31日 必着 (電話予約は不可)

●申込み先/松田倶幸 (「里味」〒370高崎市京目町

11232 ●0273・ 53・ 0710)

※スキーの初心者で単独で参加される方は、申込みを

される前にご相談ください。

弊社は創業以来40年、自然食の原点、マクロビオティック食品の開発、販売、普及を続けています。

健康と当層への道 マクロ由 け イック食品

職  種 ①倉庫及びメール担当 (男子)

②簡単なオフコン入力・事務 (女子)

資  格 高卒以上 20歳～35歳位。玄米食を

実践中の健康な方。

但し① は要免許。

給  与 13万円以上～ (当社規定による。)

勤務時間 9:00～ 17:00

昇給年 1回、賞与年 2回、社保完、交

通費全額支給、退職金制度有、マクロ

ビオティック食品による給食制度有。

日曜、祝 日、隔週土曜日、年末年始、

夏季休暇、有休。

電話連絡の上、履歴書、持参下 さい。

地下鉄有楽町線小竹向原駅下車歩15分

西武池袋線   江古田駅下車歩20分

日

　

募

通

休

　

応

交

■

編

集

後

記

■

ｏ
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
無
事
に
元
気
で

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
天
地
大
自
然
、
神
様
、
あ
ら

ゆ
る
人
た
ち
の
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。
日
本
Ｃ
Ｉ
協

会
も
、
こ
の
会
館
を
開
い
て
満
１２
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

桜
沢
先
生
初
め
諸
先
生
方
の
お
か
げ
、
そ
し
て
応
援
し
て
下

さ
っ
た
多
く
の
会
員
や
関
係
者
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
て
今
年
か
ら
は
新
風
を
巻

き
起
こ
し
ま
す
。
あ
な
た
も
、
あ
な
た
の
出
来
る
こ
と
で
参

加
し
て
下
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。
　

　

　

（橋
本
政
憲
）

日本Ci協会事業部 〒173東 京都板橋区小茂根 5-4
個,(03)958-711 2 FAX 958-7362オーサヮジャバン株式会
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き
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発
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発
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発
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９
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３
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東
京

０
／
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２
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酬ド為略 L機
8

テレホンサービス 0
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0
日本 CI協 会は “無限の 自由、永遠の幸福 、絶

対の正義 "をだれでもが実現できる法を唱 えて世

界を駆 けめぐった 、自由人 ・桜沢如― (海外での

ペンネーム 、ジ∃ルジュ =オーサワ 、1893～ 1966)

が創設 したマクロビオテ ィック (玄米正食 )運動

のセンターで 、CI(セ ンター・イグ ノラムス )

とは「 無知むる者の集 ま り」を意味し 、健康 と自

由の原理 を身につけていこうという非営利 の団体

です。

現在 の活動は 、

①桜沢如―著書の刊行、月刊『新しき世界へ』の

発行。マクロビオティック図書の出版。

②食養料理法の全国普及 (リ マ・クッキングアカ
デミー 、桜沢里真校長 )

③正食生活法の研究・実践――夏 。冬の健康学園

く月刊『新しき世界へ』

年間購読料 5,∞0円

(大人 ・子供 )、 正食 医学講座 、P∪ セ ミナー 、講

演会の開催。

④食養 ・正食相談

⑤ 日本 CI協会食品事業部門の振興 (マ クロピオ

ティックフーズを作るオーサワジャパン株式会社 )

会員の種別は、A正会員 (年会費12000円 )、 B
責助会員 (12000円を 2□以上 )、 C誌友会員 (5000

円 )、 D店舗・団体 (30000円 )があり、これから宇

宙の秩序にもとづく生活法 、食養料理法 、食べ物

による健康法を学びたい方は、まず誌友になって

行事に参力0するといいでしょう。また月刊『新し

き世界へ』誌を贈呈することもできます (誌友で

申込み )、 日本CI協会をささえていこうという方

は賛助会員か正会員にな って下さい。会員は家族
パスです。

種  別 年 会 費 徴特

A 正 会 員 12,000円

月刊機関誌 (年間11回発行)18B送呈。会員証、会員バッジ。各種行事割引。料理教室、正食医学講
座 、食養相談、無農薬玄米配布のカムカムクラフ入会可。「食物療法の道じるべ」(非売品進呈 )、 継続
毎に、2500円 分の日本CI協会発行の図書テープ券進呈。

B 賛助会員
12,000円 を
2□以上

月刊機関誌毎号 2部送呈。その他は正会員に同じ。継続毎に、4500円分の日本CI協会発行の図書券
進呈。

C 誌   友 5,000Frl
月刊機関誌 (年間11回発行)1部送呈。料理教室、正食医学講座、無晨薬玄米配布のカムカムクラフ
入会可。

D 法  人 30,000円
④に同じ、本誌巻末に毎号、店名 住所 電話 営業時間 その他を広告。
「新しき世界へ」58B配布 日本CI友の店シール配布

●下記の用紙に記入し、会費を添えて〒151東京都渋谷区大山町11-5日本Ci協会会員係にご送付ください。振替東京0-194125

:種 曇巨∃   財団 日本 C
I   I年 [三三]月号から[三三ヨ年間分

A 正 会 員   B.賛 助会員    C
(12,000円 )   (i2,000円 を  □ )

会 申 込 書 (楷書で書いてください。)

(会員Я」の符号を○でかこんでください。)

D.法  人(店舗 )

(30,000円  2分害J可 )

!協 会 入

誌   友
(5,000円 )

フリガナ

氏  名

業

女

職

男 生年月日X
)

年   月   日生

住 (〒         ) (°
°号室)(○○様方)と詳しく。

所 TEL

*未婚 、既婚 (家族    名 ) )贈呈者の住所・氏名 (
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一Ｉ
一〓

＊
我
が
生
命
線
爆
破
さ
る
　
　
　
　
　
八
８
円
　
一〓
一８

＊
健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て
　
一、〓一８
円
　
一Ｉ
一吾

＊
中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記
　
　
　
　
一、０
８
円
　
一〓
一８

石
塚
左
玄
著

化
学
的
食
養
長
寿
論
　
食
養
の
原
典
／
七
、吾
〇
円
　
一〓
一８

桜
沢
里
真
著

リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
　
豪
華
カ
ラ
ー
　
　
七
、三
〇
〇
円
　
〒
一孟
〇

米
国
の
食
事
改
善
目
標
　
米
上
院
栄
養
委
吾
ｏ
円
　
一Ｔ

里

桜
沢
如

一
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

判
断
力
の
話
　
　
　
　
９０
分
′
１
本

二
、六
８
円
　
一■

占

座
間
講
演
　
　
　
　
　
６０
分
／
２
本

三
、０
８
円
　
一〓
一日

Ｇ

・
０
母
を
語
る
　
　
　
９０
分
／
１
本

二
、六
８
円
　
一工

占

大
森
英
桜
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
ブ

生
命
と
食
物
の
歴
史

　

６０
分
ｘ
２
本

二
、六
８
円
　
一〓
一日

食
物
の
陰
陽
　
　
　
　
６０
分
て
２
本

二
、六
８
円
　
一〓
一日

宇
宙
の
秩
序
解
説

　

　

６０
分
／
２
本

二
、六
８
円
　
一〓
一日

子
供
の
病
気
と
食
養

　

９０
分
×
２
本

四
、古
ｏ
円
　
一〓
一日

眼
病
の
治
し
方

　
　
　
∞
分
×
２
本

〓一、〇
〓
円
　
一〓
一日

食
物
と
夢
判
断

　
　
　

∞
分
×
２
本

二
、六
８
円
　
一〓
一日

ｏ
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
出
版
物
は
、
日
本
Ｃ
ｉ
協
会
友
の
店

（本
誌

巻
末
参
照
）
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

ｏ
本
部
へ
の
注
文
は
、
Ｃ
現
金
書
留
、
ま
た
は
２
振
替
東
京
？
五

里
三
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
と
注
文
品
を
明
示
し
て
送

金
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｃ
の
場
合
は
１０
日
、
　

２
の
場
合
は
、
２
遇

間
み
て
く
だ
さ
い
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒
‐５‐
　
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

電
話

　

（○
．二
）
四
六
九

・
七
六
三

一
卿

一、
三
８
円
　
一工
一己

一、ｏ
８
円
　
一工
一８

七
三
〇
ｍ同
　
　
一Ｔ
二
〇
〇

二
、三
８
円
　
一〓
一吾

二
、
０
８
円
　
一〓
一８

三
、
三
８
円
　
一〓
一８

三
、
三
８
円
　
一〓
一８

＊
最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝

つ
者

＊
Ｐ
Ｕ
中
国
四
千
年
史

＊
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
の
審
判

＊
千
二
百
年
前
の

一
自
由
人

＊
兵
法
七
書
の
新
研
究

＊
不
思
議
な
世
界

＊
う
さ
ぎ
の
ビ
ピ

＊
ウ
ナ
ギ
の
無
双
原
理

＊

Ｐ

Ｕ

歌

集

＊
人
間
の
秩
序

一、０８
円
　
一〓
一８

一、三８
円
　
一〓
一吾

〈８
円
　
一Ｉ
一〓

一、一一面
Ｏ
ｍ間
　
一Ｔ
二五
〇

一一、〇〇〇
【間
　
一Ｔ
一三
ｏ

八
８
円
　
一〓
一８

〈
８
円
　
〓̈
一８

〈
８
円
　
一〓
一８

〓面
ｏ
ｍ間
　
一Ｔ
一あ
〇

一、一あ
〇
【間
　
一Ｔ
一δ
Ｏ

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
一二
百
円

六
千
円
未
満
　
四
百
円

一
万
円
未
満
　
五
百
円

一
万
円
以
上
　
上〈
百
円



三ヽ■荘
=

食
養
料
理
講
座
郎
衛
電

一
４
■
〓
●
〓
■
ｔ
一■
一

リ
マ
。
ク
ツ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
集
中
講
座

（この回だけの受講もでき三

受付

料理実習 1 桜沢 里真

自由時間

料理実習‐21 吉成知江子

2月 20日 ■,

13:00´-13:30

13:30-16:30

16:30-18:00

18:00´ -20:30

2月 21日 (日 )

6:00～ 7:00

7:00～ 10:00

10:30^-11:30

12:00～ 15:00

玄米と野菜 と海草のもつ素材を最大限にひき出し、

砂糖・化学調媚 はいつさい用いません。

'■

■|■●■1●■■|■■■,ず ■ヽ●ヽ 諄■■■|||||,|||■ ■■■
=|■

■■ |‐ ■■|14■■||■■■■,ず嗜群|■■許無獲警
=輩'|■

●Itヽ■|●1■

(1l H寺 )‖召不1163年 2月 2011(1つ ～21日 (||)1'白 2日

(L催・会場 )日 本 CI協 会 (イ ンターマ ノク)本部

T 151  東 京者|`渋谷区大 lLttTl l-5  ● (03)469-7631

初級 、中級一緒 に勉強 します。 3回 で初級修 了、それ以後 4回 の受講で中

級 を修 了 します。

(講 mi)桜 沢 :■ 真、吉成知 江 子

(特典 )所定 の コース を修
「

された方 には希望 によ リリマ・ ク ッキ ングアカ

デ ミーの初級 、中級修 了証 を授 与 します。

(受 講料 )外泊 -14.000円 、宿泊 -15,500円 、部 分参加 -1講 習 3,500円

(中 込 方法 )申 込 書に記入 し、受講料 を添 えて現金書留 で送 るか直接持参。

日本 CI協 会 の正会員 (年 12,000円 )ま たは l誌 友 (年 5,000円 )に な ることが必要 。

(締切 り)2月 16日 吹)

(取消 し)締切 日までの取 消 しは手数料 2,000円 を引いて返 還 。 それ以降 は会

の運営 上 、半額返還。

(持参品 )筆記用具、寝 巻、エ プロ ン、頭 にかぶ るもの、容 器、雑 巾

起床、清掃 、

料理実習131

質疑応答

料理実習 4

体操、歌

吉成知江子

桜沢 里真

一一    キ リ ト リ 線

食 養 料 理 講 座 28 書込申

l CI会 館に宿,自 =15.500円   2 外泊します=14,000「 1  3 部分参加1  料理 一、 1、  1、 |¬ (各 3、 50011〕 )

男

　

女

歳

　

――

納
　
鵬

l 1[会 ιl(の家族)01
1よ 友 (の 家族,ですⅢ

人会中 し込みます

番

番

3

氏 名

一Ｔ

都道
府県

rl宅 市外局番

電話 (   ,
職 来

勤務定

勤務先 市外局番

t[  F「  (     ,

|] II日本 CI協 会 御 中

円 を添 えて中込みます。
今

は

-6-



春のり7クッキング・アカデミー

■初  級

1/20  七草がゆ、ごま塩、白菜巻きゴマミソだれ、クッキース

1/27  小豆入り玄米御飯、ねぎ味噌、味噌汁、ひじき蓮根

2/3  大豆入り玄米御飯、金平ごぼう、ふろふき大根、小豆かぽちゃ

2/10  おめでとう、大根と油揚げ煮付け、けんちん汁、田舎まんじゅう

2/17  人参ソボロ玄米御飯、のり佃煮、玄米クリーム、うどんグラタン

2/24  玄米のり巻き、南瓜フリッター、サラセン焼き、小松菜ゴマ和え

3/2  玄米焼きむすび、玉ねぎ油炒め、野菜シチュー、よもぎ□―ル

3/9  玄米いなり、白菜巻き、フキ煮付け、パンオサワ

3/16  三色おはぎ、しぐれ味嘔、キャラブキ、マフィン

3/23  あげ御飯、テッカ0/1噌 、手打ち煮込みうどん、草餅だんご

3/30  フキ入り玄米御飯、ささがきゴポウ煮付け、金山寺味嗜、豆腐あんかけ

■中 。上級、師範科

1/19  むぎとろ、焼きコーフー、サンドイッチ、コーフーの作り方

1/26  玄米御飯大根入り、にら雑炊、ひじき蓮根、がんもどき煮もの

2/2  いなり巻きと組のり巻き、揚げ豆腐、大和芋磯巻き、よもぎ細カリントー

2/9  かやく御飯、茶碗蒸し、コーフー串カツ、半月みかさ山

2/16  菜飯、□―ルキャベツ、野菜かき揚げ、草なると

2/23  五目ちらし、鯉こく、菜の花からし和え、春巻き

3/1  玄米御飯黒豆入 り、シュ=マ イ、マーボー豆腐、そばまんじゅう

3/8  玄米御飯、ボルシチ、コーフークロケッ ト、こんにゃくと人参の煮合せ

3/15  玄米ピローグ 、ビーフングラタン、サラセンポタージュ、タル トポチロン

3/22  玄米御飯人参入 り、薩摩汁、べ二工 ・ド・ポンム、アンリュメット

3/29  玄米御飯たけのこ入り、クルミ豆腐 、蓮根煮付け、コーフーだんご葛とじ、海草なます

(こ の献立の一部は変更になることがあります)

-5-



健康 と幸福 と美 を創 るマクロ ビオティックの料理教室

畔轟聯編書
昭和631

玄 米 を は じめ各種

味 を最 大 限 にひ き

い た します。天然

種 の 油 な どで調 味

●初級コース/マ クロビオティリ

●中上級師範コース/桜沢流普斉

美容食、キ

●校長/′桜沢里真 (日 本CI協会会

●定員/各 クラス40名

(年齢・性別に制限ありませ

●特典//規定の回数出席 し、試欄

出品された方に免状 を授与いス

す。

●いったん納入 された受講料はま

で きませんので、ご了承くださ
_障 1,■ ■ /置コ、■ m漁 に に

=コ
■ 1  ■

断

「 度 う

の 穀
`

出 し

醸 造 (

し、 1

'ク 料I

等、懐Й

i療食 i

長ヽ)

鞣轟嬌≦乙轟醜益み:薫議轟嘉聯難灘
罫期 (%0%～%)募集 .′

防や野 菜 、海 草 な どの持 つ てい る素 オトな

.肉体 と精 神 の養 い とす るお料理 を指 導

の味嗜 、書 油 、 自然塩 、純 正 の ゴマ 、菜

抄糖 や化 学 調 味料 はい っ さい用 い ません。

里の基礎 (基本食、食箋料理など)昭和63年 1月 20日 開講

5料理。フランス、インドなど世界各国の民族風自然食料理。

L含む応用コース         昭和63年 1月 19日 開講

ん)

三会 に

1し ま

,返 し

い 。

時

　

　

間

　

　

割

コース F在 日 クラス 時  間 講 師 授 日業

悧
蘭
・ス

中

高

コ

火

11:00～ 14:00 桜沢里真
1月 2月 3月 4月

２

９

１６

２３

１

８

１５

２２

２９

B 18:00～ 20:30 吉成知江子

初 級

コース
水

C 11:00～ 14:00 浮津宏子 ３

１０

‐ ７

２４

２

９

１６

２３

３０

D 18:00～ 20:30 桜沢里真

を添えて、 下言酔
へヽ
。

●持参品/筆記用具、エプロン、

―フ (手拭い)

●日本Ci協会の会員 (正会員、

万 2千円など)ま たは誌友 (『謝

世界へ』購読、年 5千円)に なる

(リ マ・ クッキン

スカ

年 1

受

講

料

入 学 金 一括納入 分 単一授講

¥3,000

(入学時のみ)

ABCD

クラス

¥22,000

日本CI協会の会員(正会員、誌友な

ど)で、入学金を納めた方は、月ぎめ

の分納(一回分2,000円 )ができます。

1回

¥ 2,500

Fし き

こと。

'グフ

日フトC!1協会, クッキングアカデミー係
〒151東京都渋谷区大山町11-5 803(469)7631

キ リ ト リ 線           ―      ――     ―

アカデミー帥
“
年度春期申込→

新 規 1継 続/前回のコース名 ( ) 希望 クラス A・ B・ C・ DI※○印をつけてくださし

ふりがな

男

女

( )歳

日

生

月年
明
大
昭

l正会員 (の家族)です
会員番号 (   )

2.誌 友 (の家族)です
3.CIの 雑誌購読していませ/L |:璧 1最欝ました

未婚

既婚

氏

名

ふりがな

(〒

住 所
)

都道
府県

自宅 市外局番

電話 (  )
職 業

勤務先

勤務先 市外局番

電 話 (   )

円を添 えて申込みます。

年日本CI協会御中 日月

(備考)



0正食編 11/22レ 23

1.無双原理解説

2.人間の成 りたち

3.穀物(主食)の陰陽、効用

4.野菜、海草(FIJ食 )の陰陽、効用

5.調味料、加ェ品の陰陽、効用

6.食べ方、宿便 と反応

0基礎編 112/12,13

1.動物牲食品、果物、飲料の陰陽 、
2.体質、年齢、性、労働、環境別食養法

3.救急手当法の用い方
4.食物療法食用品の作 り方、用い方

5.消化の生理と彦血、物質転換

6.食の段階と病ψ 七段階

0基礎編Ⅱ,882/6レ 7

1.人体発生学ど臓腑の陰陽
2.五行説と気とllI″

3.望診法(人相、手相)

4.望診法(体、性格、便尿、その他)

う.自 律神経とバイオ リズム、心療法

6.症状にみる陰陽判断の仕方

④各論編 13/5レ 6

各種病気の原因、症メ ど療法

1.呼吸器(気管支、肺 )

2.循環薇 ′い臓 、血管)

3.消イヒ器 (食道、胃)

4.メ削ι器 (十二指腸 か ら肛F,)

5.肝、胆、膵、孵臓

6.泌尿器(腎、膀洸 )

0各諭編14/2,3
各種病気の原因、症状と療法

1.生殖器

2.脳と神経

3.日

4.耳、鼻、歯、口、の ど

5.骨、関節、外傷

6.皮膚、血液

0各論編5/3レ 4

各種病気の原因、症状 と療法

1.内分泌、アレルギー

2.こ ころの病気

3.子供の病気、老イι

4.ガン(胃、子富、フι)

5.ガ ン(自血病、肺、その他 )

6.寄生虫、食中毒、感染症

健
康
―
―

こ
ん
な
大
切
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

誰
も
が
、
健
康
な

心
と
身

体
を
も
ち
、

や
り
た

い
こ
と
を
思
う
存

分
で
き
る
人
生
を
願

っ
て

い
ま
す
。

健
康

と

い
っ
て
も
そ
れ
は
た
だ
病
気

で
な

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

真

の
健
康
、
真

の
幸

福

と
は
何

か
―
―

何

が
人
を
健
康

に
し
、
病

気

に
す

る

の
か
―
―

ど
う
す

れ
ば
健
康

で
幸

福
に
な
れ
る

の
か
―

健
康

と
生
命

の
原
点
を
採
り
、
も

っ
と
も
基
本
的
な
食
を
考

え
、

実
践
す

る

の
が
正
食

で
す
。

他

に
た
よ
ら
ず
、　
一
人

一
人
が
自
ら

の
力
で
自
分

の
健
康

と
幸

福

を
確
立
す

る
具
体
的
な
方
法
を

こ
の
講
座

で
学
び
ま
し

ょ
う
。

玄
米
工
食
料

理
を
お

い
し
く
カ
ミ
な
が
ら
、
健
康

と
自
由

・
平
和

の
原
理
を
学

ぶ
、　
一
泊

二
日
の
研
修

で
す
。

第 瑚

食物による健康法

家庭医学百科

新しιl時代の常識をつくる Jtt EttO′ 傷絵



研修費

講師  大森英桜

丼 箔181000百   1石 :88■
9:30電

請為寝
部分参加 3′ 300円   12月 7日0

③基礎編 Ⅱ

l.人体発生学と臓腑の陰陽

2.五行説と気と経絡

3.望診法 (人相、手相 )

4.望診法 (体、性格、便尿、その他)

5。 自律神経とバイオリズム、心療法

6.症状にみる陰陽判断の仕方

6:00～フ :00 起床、清掃、体操、歌
フ :00～9:00 講義4
9:30～44:30 講義5

宿    '自  19′ 500円     1 811:■ 2:ll 了霞:

正食医学 と宇宙の秩序研究30余年      114:30～ 4:00 朝食

憲曇峯尊〒:健

康指導の体験にもとづ く実証的

1 1::8■ 3::8 異曇М
受付

主催○日本CI協 会 〒151東京都渋谷区大山町11-5●03・ 469・ 7631

持参品○食器―茶わん、汁わん、中皿、はし、布巾、雑巾、学習用具
申込方法○申込書に記入し、研修費を添えて日本CI協 会あて現金書留て送るか直接持参する。
日本CI協会の正会員 (年 。12,000円 )または誌友 (年・5,000円 )になることが必要てす。
締切り02月 2日 (拗

取消し02月 2日 までの取消しは手数料2,000円 をひいて返還します。それ以後の場合は会の運
営上、半額返還となります。
>食事は日本CI協会の料理部が調理する玄米正食料理です。
)①～⑥まで受講された方は「正食医学講座修 flE」 を発行いたします。

正食医学
講座③

日時 2月 6日 l■l～ 7日 (日)|   >タイムテーブル
2月 6日 (カ

交通 ′
lヽ 田急線東北沢駅下車徒歩 2分    1 4:30～ 3:30 講義 4

会場  日本Cl“含2F  Iィ :88χ l:::雰リェンテーション

第15期 正食 医 学講 座 ③

④各国参力]>宿泊49,500円 外泊48,000円 ②―括前納>宿泊106,000円 外泊 98,000FE

③部分参加4・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6・ >4講義3,300円

男

女

B日
( 歳Ｄ

一〓こ

未 婚

既 姫

１

２

３

正会員(の家族 )で す。 番号

言市友(の家族)です。

入会申ヒン込みます。氏 名

(〒
道
県

都
府

住 所

番

≫

局外雨

＜

宅

話

自

電

美

午
一

務

職

勤

勤務先 市外局番
電 話 (   )

円を添えて申込みます。

日 本 CI協 会 御 中

今回で全6回を1多了する万は、ここにサイン

して下さい。



“

■毎木曜日は休館です。

(1階の食品店は、本曜と行事のない祝日が定休日)

日 本 cI協 会
〒151東京都渋谷区大山町11-5

0会員でなくても参加歓迎です     ● 03・ 469・ 7631 ft)

●録音はご遠慮ください。  小田急線 。東北沢駅下車 2分

■ 1月 11111■1111■■1■■
「

1■
=■

||||||■ 11■11■|

6日 (水 )日本CI協会本部 仕事始め

7日 (本 )毎週木曜、定休。

10日 (日 )6:30～ 8:30 正宗太極挙教室 講師/大

友映男 会費/1000円  毎月第 2、 4日 曜。次は

1/24、  2/14、  2/28。

15日 (金・祝)1時～ 4時 マクロビオティック新

年会 会費/1会員1500円 、誌友・一般/2000円

(桜沢里真先生、牛尾盛保先生はじめ協会関係者

出席。おとそと玄米餅のお雑煮で新年を祝います。

挨拶 、会員紹介、新しい行事説明。 7月 末からの

「マクロビオティック・アメリカ大西部ツアー」

の説明があります )

出席される方は13日 までに電話で必ず申し込み。

17日 (日 )10時～ 1時  PU会 (CO資料集 )会費

500円  昼食持参 連絡先 /1山 崎徳一郎 (T[L044

865-5581)

19日 (央 )11:00～ 2:30、 6:00～ 8:30 食養料理教

室・リマクツキングアカデミー春期 中上級師範

科開講。言羊細は別紙。3/29ま で毎週犬曜。

2:30～4:30 家庭の食養手当法① 講師/加藤大

季 会費/2500円 (し ょうが湿布)第 1、 3失曜。

5～ 6時 食養なんでも相談 講師/加藤大季

正会員になり予約して下さい。個人相談。(30分 、

5000F]) 毎週央曜・水曜。

20日 (水 )11:00～ 2:30、 6:00～8:30 食養料理教

室 リマクツキングアカデミー春期 初級開講。

詳細は別紙参照。 3/30ま で毎週水曜。

2:30～ 4:30 食養こんだん会 講師/加藤大季

会費/700円 第 1、 3水曜。

5時～ 6時 食養なんでも相談 講師/加藤大季

正会員になり予約してください。個人相談です。

T[[384-0287   毎週水躍。 (第 5週を除く )

22日 (金 ) 1時 ～ 5時 正食医学による健康相談

講師//大森英桜 正会員になり予約して下さい。

個人相談。 (30分 、2万円) 毎月第 3金曜。

初めての方は「家庭の食養手当法」「母と子の食

養入門講座」「食養なんでも相談」「マクロビオ

ティック入門講座」「食養料理教室・初級」など

をなるべく受けてからにして下さい。

6:30～8:30 PU食養勉強会 講師/大森英桜

会費 /3000円

26日 (央 )正午～ 2時 玄米育児 。家庭相談 講師

/大森―慧 正会員にな り予約して下さい。個人

相談。 (30分 、1万円)※相談はこの時間 、電話

でも受付けます。予約してください。

毎月第 2、 4央曜。

2:30～4:30 育児勉強会 講師/伏森一慧 会費

/2000円 毎月第 2、 4失曜。

27日 (水 )2:30～4:30 母と子の食養入門講座0
講師/加藤大季 会費/2000円  第2、 4水曜。

■2月■■|二十111■ .■|11■|| ■■|:|■ ■■|||:

6日 (土 )～ 7日 (日 )正食医学講座③ 講師/大

森英桜 会場/日本CI協会本部 別ページ参照

4月 まで毎月第一土日。5月 は3～ 4日 。

14日 (日 )1時～4時 マクロビオティック月例会

会費/正会員1500円 、誌友・一般/2000円

20日 (土 )～ 21日 (日 )食養料理集中講座 講師/
桜沢里真、吉成知江子 別ページ参照。

2,日 (土 )～ 28日 (日 )正食医学講座。実技編①

講師/大森―慧 (1)健康の七大条件、健康チェ

ック (2)四つの体質、年齢の適応食、男女の食

事 (3)食養手当法 飲み物① (4)食養手当法

飲み物12 懇談会、質疑応答など。次は 3月 、4

(30分 、5,000円 ) 毎週失曜 水曜。   月の第 4土曰。 詳細は次号。

6:30～ 8130 詩吟教室 講師/伊森神東 会費/  ■「親子ヨガ」は講師の都合により当分休みます。

月4回で4000円 テキス ト代/1500円  問合せ/
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東
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沢
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あけましておめでとうございます

昨年は春の国際健康産業展をはじめ、秋の桜沢先生生誕祭・リマビデオ完成祝賀会など盛
大な催しが開催 されました。

世紀末を12年後にひかえ、桜沢先生の偉業が各方面から一段と脚光を浴びています。
創業当初わずか数品目しか扱っていなかった弊社の商品も、いつの間にか400品 日を越
えるほどになりました。これもひとえに皆々様方のお力添えのおかげと深謝申し上げる次
第でございます。

マクロビオティック食品の開発・普及は、国内のみならず、広 く海外の正食家の皆様方
からも熱いまなざしがそそがれており、品質・製法等につきましては、生産者共々けっし
て妥協を許さない姿勢を社員一同の誇りとして、今後ともよりよい商品の開発に邁進 して
参 ります。よろしくご指導ご鞭撻のほどをお願い申し上げます。

昭和63年元旦

代表取締役社長 田 中波 留 子

●南部せんべぃ (ゴマ)10枚 入   360円
●  ″ (ピーナツ)lo枚入  400円
南部地粉、石臼挽完全粉、自然海塩 “海
の精"、 井戸水、国産黒ゴマ、国産ピーナ
ツ使用。厳選 した国産原料を 100%使 用
した風味の良い煎餅です。本場八戸市の

谷川煎餅店謹製。 1/20発売予定

●特選てっかみそ  809     680円
無農薬栽培ごぼう、人参、蓮根、生姜、

食養豆味噌、金ゴマ油使用。鉄釜で丁寧
に煎り上げた手作 り品です。特選三年番

茶でおなじみの鹿児島県、川_L寛継 さん

製造。 1/20発売予定

再入荷商品

●千  あ ん ず  loo9 400円 人荷済
●T   り  ん   ご   loo9  360FI  ″

●カリフォルニアレーズン  1509 280FI  ″

●オ リ ー ブ 油  1709 980円  ″

●ス パ ゲ テ ィ  3409 280円  ″

●特 選 黒 胡 麻  1009 400円  ″

●こいくち醤油 1.8′  1,280円  2月 人荷
※特選白胡麻、金胡麻は台風と長雨のた

め収穫皆無でした。国産白胡麻、金胡麻

(と もに1009280円 )を ご利用下さい。

変 更 商 品
●根昆布  1009 400→ 500円  1/21～

中 止 商 品
●セサメオイル

都合により取 り扱いを打ち切らせていた

だきます。長い問有り難うございました。

セサメオイルのご家庭での作り方は「マ

クロビオティック料理」196ペ ージ、「新食

養療法」116ペ ージに掲載 されています。

油は国産ゴマを圧搾法で搾った無添加ゴ

マ油 をお使い下さい。



土
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な
ら
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も

「は
じ
め
っか
ら
農
薬
は
イ
ヤ
だ
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も
ん
で

ど

と
語
る
坂
束
さ
ん
。無
農
薬
有
機
栽
培
の

ト
マ
ト
を
つ
く
っ
て
い
る
農
家
の
一人
で
あ
る
。

た
だ
農
葉
が
イ
ャ
だ
と
い
フ
一
心
で
、今
ま
で

は
無
農
薬
で
キ
ャ
ベ
ツ
や
カ
ボ
チ
ャ
、１
ネ
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な
ど
を
つ
く
っ
て
は
市
場
へ出
し
て
き
た
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形

も
悪
く
二
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吉
叩で
、し
か
も
虫
喰
い
野
菜
な
の

で
あ
ま
り
お
金
に
も
な
ら
ず
、畑
で
腐
ら
せ
る

ほ
う
が
多
か
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。
近
所
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も
「坂
東
さ
ん
と

こ
は
雑
草
う
え
て
る
ん
か
ど
、
「ま
だ
、
こ
り

ず
に
や
っ
て
る
わ
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」
と
笑
っ
て
い
た
。
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中国
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中
に
〓
〓

〓
仲
間
が
い
る
］

そ
ん
な
と
き
、光
食
品
と
知
り
あ
っ
た
。
堆

肥
づ
く
り
や
自
然
農
法
も
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考
に
な
った
。そ

し
て
何
よ
り
も
、
四
国
の
片
田
舎
で
ひ
と
り

悩
み
な
が
ら
コ
ツ
コ
ツ
続
け
て
い
た
昔
な
が
ら

の
農
業
を
支
持
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
る
こ

と
、坂
東
さ
ん
の
ト
マ
ト
が
ヶ
チ
ャ
ッ
プ
に
な
っ

て
全
国
の
人
が
そ
れ
を
食
べ
て
く
れ
る
こ
と
、

そ
の
こ
と
が
坂
東
さ
ん
に
と
っ
て
何
よ
り
も

う
れ
し
い
。

い
ま
日
本
の
ケ
チ
ャ
ッ
プ
に
使
わ
れ
る
ト
マ

ト
は
ほ
と
ん
ど
外
国
産
。
と
に
か
く
価
格
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べ
ら
ぼ
う
に
安
い
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。
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。
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さ
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切
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ん
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お
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か
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萱
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キ
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、
あ
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が
返

っ
て
き
た
。
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が
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ご
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チャジプ
200g-680円 。400g-1,200円
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東京都‐渋谷区大山町‖‐5

7・:5! 803-465-502:

本社
東京都板橋区小茂根5…4

〒173803-958-7::2
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